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プロローグ









　──何で……退ひかないのよ？

　一人の少女が困惑する。

　巨大スクリーンの中では【紅の人機】が戦っていた。

　上半身に真紅のドレスを纏まとう。下半身は太ももをはだけさせ、真っ赤なハイヒールを履く。〔Ｖ字の仮面〕を装着したその姿は、仮面舞踏会に出る淑しゆく女じよを彷ほう彿ふつさせた。

　戦う様は、まるで舞踏……少女の目には情熱的な舞にも見えた。しかし──

　──死ぬ。絶対、こんなの。

　少女は、紅の人機が相手をする怪物を知っていた。痛いほどに。

　あの怪物たちは兵器を恐れない。その爪は安々と装甲板を引き裂く。そして次々と人間を食べて回るのだ。紅の人機の周りは、そんな怪物たちで溢あふれかえっていた。

　大きな怪物と小さな怪物が、百や二百……いや、もっとかもしれない。

　紅の人機を沈めんと四方八方から飛びかかる。

　紅の人機は強かった。徒と手しゆ格かく闘とうで、大群を真っ向からねじ伏せる。

　拳こぶしを落とせば怪物たちが吹き飛ぶ。足を振り抜けば怪物たちが爆はぜた。しかし、終わりは一向に見えてこない。幾いくら殺しても殺しても、怪物たちは溢れ出てくる。

　──怖くないの？　死ぬのが？

　少女は目を逸そらす。結果は分かり切っていた。このまま闘たたかい続ければ、あの人機のパイロットはいずれ死ぬ。圧倒的な物量は戦略をも凌りよう駕がするのだ。

　一個戦術でどうにか出来る状況ではなかった。

『もうお願いだから止やめて！　貴方あなた、本当に死んじゃうわよ！』

　聞き知った女性の声が響く。少女にとっては師であり、姉のように慕したった人の声である。

　少女も彼女と同じことを思う。

　撤退こそ、あの人機が執とり得る最善・唯一の選択肢だった。

　──お願いだから……もう退いて。

　少女の目の奥に、かつて見た映像が流れる。

　延々と鳴り続ける警報ビープ音。何十箇所から上がる救たすけを呼ぶ声。狂きよう奔ほんする仲間達。

　そして、何も出来ずに立ち尽くしていた自分……。

　少女は祈るように手を組んだ。見たくなかった。あの人機が押し潰つぶされる様を。

　もう、誰かが喰くい殺される様を……でも──

『俺は軍人だ！』

　人機のパイロットが叫びを上げた。少女は驚きよう愕がくする。彼はそれでも退かなかったのだ。

　後に少女は知ることになる。

　彼との出会いこそ……少女の呪じゆ縛ばくを打ち破る〔英雄〕との邂かい逅こうだったという事に。






Ⅰ　勇者と新天地









　西暦二〇七〇年──人類は【マリス】と呼ばれる怪物と戦争をしていた。

　マリスに奪われた命は十億以上にも上る。平和の二文字が地球から無くなり、半世紀以上が過ぎた。人類は未いまだ、この劣勢を覆くつがえせていない。

　追い込まれる人類を支えているのは二つ────生贄と武器の存在だ。

　優先被ひ虐ぎやく対象者【ヘキサ】を一か所に隔かく離り管理し、マリスの侵攻を意図的に限定させた。

　ヘキサでおびき寄せたマリスを、対マリス戦用決戦兵器【ネイバー】で殺す。

　人類は生きたいがために、ヘキサを囮おとりとして利用している。

　同じ人間を差別することで、人類は自分たちの命と尊そん厳げんを保っていた。







　時が朝七時に近づく。夜の帳とばりは明け、白明りが空を占める。

　第弐富ふ士じの隣小島では戦闘準備が進められていた。

　自衛隊員が三人がかりで、テント内に砲弾を運びこんでいく。

　アリの行進のように、縦列五台の戦車が散開する。

　六〇機以上一個大隊規模の鉄巨人・【戦騎装】も各ポイントで待機していた。

　浜辺でバリケートを仮設する四機一個小隊──密林ブツシユで敵を待ち構える八機二個小隊──鏡合わせのように対角線上で挟きよう撃げき準備を進める一二機一個中隊……全てはマリスを向かい撃つ為ための戦力だ。

　また、マリスの囮部隊を務める【機兵部】も配置を終えていた。この部隊はヘキサの子供たちで編成される。彼らは、島・中央に造設された高台で防衛ラインを敷く。

　二二機の戦騎装──逆三角形を描くように隊列を組む。

　先頭の赤い戦騎装は、部長である一いちノの瀬せ葵あおいの機体だ。ヘッドギアにアイカメラをつけたような頭部。痩そう身しんのボディ。両肩には旋回用のブースターを付ける。

　葵は、自機のコックピットで若干の高揚を覚えていた。

　勝気な目元は猫を思わせる。セミロングの茶髪はドライヤー焼けしたものだ。機械パーツの織り込んだパイロットスーツを着ている。

　葵の抱く高揚は、戦場に居ることへの緊張ではない。

『大丈夫。今回は俺が直援に回っているから何も心配はないよ』

　少年の優しい声こわ音ねが、通信を通して聞こえてくる。

　──すごい……あの人が一緒に戦ってくれるなんて。

　その少年と一緒に戦える事、葵はそれに高揚していた。







　絶壁の上にある広い丘──この場所は葵たちの後方二〇キロに位置する。

　島全体を一望できるほどの高さだ。そこに二機の巨大ロボットが立つ。

　一機は、黒き魔ま女じよ【デストブルム】──日本国が保有する唯一のネイバーだ。

　全長二四メートルの黒いボディ。魔女っ子帽子のような頭をしている。

　手足が無い代わりに、四本のマシンアームを侍はべらす。頭部から、背骨と肋ろつ骨こつを生やしたようなフォルムである。腰後ろに四本の巨大な砲塔を伸ばす。

　それを操るのはセレンティーナ・エングヴィス──西洋人形のような少女である。

　金髪のロングヘアーに真っ白な肌。そして対照的な真っ黒なパイロットスーツを着る。小柄な身長に反して胸は大きい。胸元の繊せん維い質はパンパンに張ってしまっている。

　コックピットの形は柱のようで、セレンは現在、十字架にかけられるような格好をしていた。柱から伸びるケーブルがセレンの首に文字通り〔接続〕されている。

「夏なつ樹き、一緒？　どこにもいかない？」

　セレンがモニターに映る少年に語りかける。少年は赤い瞳ひとみに、赤い髪をしていた。

　少年は『ああ』とセレンに笑いかける。セレンは少しだけ気持ちが落ち着いた。







　もう一機の巨大ロボットは【エルフィーナ・ルインレーゼ】だ。

　エルフィーナはデストブルムの横に控えている。

　真紅のドレスを身に纏まとう。貴婦人帽子にフリルカチューシャ。ドレスの袖そでやスカートにもフリルをあしらい、薔ば薇ら飾りがスカートに付く。ロングヘアーを象かたどる衝撃排出路ブロンドテクトは気品が漂ただよっている。その造形は、〔淑しゆく女じよ〕という形容が相応ふさわしい。

「君と俺の役目はクイーンを叩たたくだけだから、他の事は考えなくていいよ」

　エルフィーナに乗る少年・氷ひ室むろ夏樹はそう言った。

　機体と同じく、真紅のパイロットスーツを着る。目鼻立ちのはっきりした色男だ。

　彼の本名は【エイルン＝バザット】────氷室夏樹とは仮の名である。

　エイルンはこの世界の住人ではない。

　この世界で、エイルンの元いた世界は【ドール・ワルツ・レクイエム】というロボットアニメとして認知されている。どういう訳かエイルンは、ドール・ワルツ・レクイエムの世界から、この現実世界に迷い込んでしまったようなのである。

　現在は正体を隠し、氷室義塾に力を貸している。この世界と、セレンを救うために。

「戦闘開始は七時だ。作戦が始まったら無駄話はだめだぞ？」

　エイルンがモニターに映るセレンに言った。セレンは『うん』と返す。素直なセレンの態度に胸をなでおろしつつも……エイルンは作戦が始まってから憤いきどおりを感じていた。

　二日前の会話がエイルンの脳裏に蘇よみがえる──





　　　　＊＊＊＊＊






「何な故ぜですか！　俺が戦えばセレンが戦う必要なんてないでしょう！」

　エイルンが大理石のテーブルを叩く。打音が部屋中に響いた。

　エイルンの前に座る老婆は氷室雷らい鳥ちよう──豪ごう奢しやな毛皮のコートで身を包む愛あい煙えん家かだ。

　ヘキサ特別教導軍事学校【氷ひ室むろ義塾】の塾長にして、この日本第弐ヘキサ保管領・東富士人工島第弐富士の最高責任者だ。エイルンの正体を知る数少ない人物でもある。

　雷らい鳥ちようは煙草たばこに火をつけながら言った。

「特殊戦時、つまりマリス戦においてデストブルムの実権は日本政府が握っているんだ。もしもネイバーを出さないで何かあれば重大な過失責任を取らされる事になる。氷室財閥うちらがデストブルムの出撃停止を進言したとしても、あの腰ぬけ共は絶対に首を縦には振らないだろうね。そしてデストブルムを動かせるのは現状、セレンしかいない……ついでに言うとセレンにはもう赤ランプがついちまった」

「……どういうことですか？」

　雷鳥の説明にエイルンが表情を曇くもらす。雷鳥は続けた。

「セレンは既に二度、逃亡を図っている……これはとんでもない事でね。自衛隊側にも死傷者を出しちまった。これ以上、不ふ祥しよう事じが続くようなら間違いなく政府はネイバーとネイバーフッドの管理権を氷室側から奪いにかかるだろう。あんな保身主義連中にセレンを渡してみな……飯を食って糞くそをひるだけの人形にされちまうよ」

　エイルンは息を呑のむ。

　セレンに強いられる重責の一端を、垣かい間ま見みた気がした。

「うちがやってるヘキサの戦闘投入ってのも実験的な試みでね。前は中々に結果を出してたんだが、ここ最近は不調が続いている。生徒へのストレスも無視できないレベルまで上がって、いくつか事件も起こってしまっている。極めつけがセレンの逃亡さ。これ以上、ヘキサが不祥事を重ねるようなら、氷室義塾の在あり方そのものを疑問視されかねない。実は創立以来のピンチを迎えているという訳だ……氷室義塾ないし、この第弐富ふ士じは」

　言いながら雷鳥は自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべた。

「でも、全部がそう悪い話ばかりじゃない。なんたって、この大変な時期に〔異世界の英雄〕がこの島に流れ着いたんだからね」

　最後に雷鳥はエイルンに頭を下げる。エイルンはその様子に目を疑った。

　雷鳥は戦争屋として名を馳はせる【氷室財閥】の総そう帥すいだ。そんな財閥トップが、（特殊な事情を持つとはいえ）一介の少年兵に頭を下げたのである。

　エイルンの驚きは必定だった。

「力を貸しておくれ、エイルン＝バザット……あの子たちの未来を守るためにも」──





　　　　＊＊＊＊＊






　エイルンは決めていた。

　この戦いはとにかくセレンに負担をかけない。それに注力すると。

『夏なつ樹き、夏樹』とセレンが呼ぶ。エイルンは「ん？」と聞いた。

『髪と目』

　セレンが不思議そうに問う。普段、エイルンの髪と目は黒だ。セレンはエイルン夏樹が戦闘前に染めたのかと思ったのだ。エイルンは苦笑する。

「おまじないだ。絶対に負けない為ためのな」

　それは優しい嘘うそであり、一方で、本当のことでもある。

　要領を得ないセレンは、また質問しようとした。しかし時が七時を刻きざむ。

『ムッシュ』

　電子音の混ざった女性の声がエイルンを呼ぶ。これはエルフィーナの声だ。

　エルフィーナには自我と言って遜そん色しよくない、超・高性能のＡＩが積まれている。

「ああ、戦闘開始だ」

　エイルンが言う。島中のあちこちで砲声が鳴り始めた。







　スーパーコンピューターが立ち並ぶ。正面には巨大なモニター画面が三つ。その様相は、どことなく映画館を思わせる。ここは司令管制室だ。

　生途会役員──総勢一一名の少年・少女が指令任務に就く。

　濃のう紺こんの士官服に青のリボンタイ。右耳にはインカムを。右手の甲にはヘキサの証あかしたる【六角形の刻印】が刻まれている。

「今の所は順調のようだね」

　数段高い所にある司令席で雷らい鳥ちようが言った。下の管制スペースでは生途会役員が情報の送受信を行っている。その中の一人、長い黒髪の少女が雷鳥の方を向く。

　大人びた美貌は冷たい印象を少女に与える。クールと表現して違いはない。

　生途会長の九ここの重え紫し貴きである。

「スカーレット・レディが前線に出ているおかげでしょうか……心持ち、声からは余裕が伝わってきます」

　紫貴は長い髪を耳にかけて雷鳥に言う。女子役員が会話に加わった。

「あの人、凄すさまじかったですもんねー。塾長のお孫さん、なんですよね？」

　今、氷ひ室むろ義塾では、謎の新型試作機とそれを駆るスーパーパイロットの噂うわさで持ち切りだった。何といっても、学園の窮きゆう地ちを立て続けに二度も救ってしまったのだから。

　彼の闘たたかいをその眼めにした生徒たちは、まだその時の熱を忘れていない。

「カッコ良かったなー。言葉一つ一つの余裕ぶりっていうの？　あれは彼女いるね、絶対」

「あれ？　あの人って一般人なんじゃなかったっけ？」

「ほら作戦中。仕事しろ」

　インカムを切って役員たちが話す。状況はそれほどに順調だった。

　右モニターの立体マップ──隣小島の戦況が映しだされている。

　３Ｄの島に無数の光点マーカーが点在する。青マーカーが友軍で、赤マーカーが敵マリスを表す。島中央に人型の──機兵部の──青マーカーが固まっている。

　機兵部に引き寄せられたマリスを、友軍戦力が次々と潰つぶしているのだ。

「ほら、今回は標準型だし楽に──」

「先頭のマリス群！　転身！　急に方向を変えました！」

　突然の報告──司令管制室に緊張が走った。全員の視線が一挙に右モニターに集まる。

　機兵部のいるポイントから、四機分の青マーカーが飛び出していた。







　舗ほ装そうされていない悪路を戦騎装が走る。

　アイゴーグル型の頭部。カラーリングはグレーだ。肩にはヘキサグラムに剣を突き立てられたデザインのペイント──機兵部の所属機体を表すものである。

　先行する三機の戦騎装を、葵あおいの戦騎装が追っていた。

『戻って亜あ賀が沼ぬま！　こんなの許されない！　処罰される！』

　オープンチャンネルで葵が叫ぶ。悲鳴にも似た声だった。

『うっせーよ一いちノの瀬せ！　前回も前々回もテメー！　好き勝手やってたじゃねーか！　俺らだって好きにやらせてもらうぜ！』

『先頭、コブ作ってるよ！　最高に釣れるパターンよ！』

『散々かき回してから吹っ飛ばしてやりますかぁ！　アンタは支援放火の要請でもしてきな！』

　亜賀沼大だい地ち・前まえ田だオルソン・江え藤とう山やま武たけの三人だった。

　戦騎装の操縦において、機兵部では間違いなく上位に入る実力者たちだ。

　機兵部は今回も待機迎げい撃げきを命じられていた。しかし、度重なるカカシ任務の連続に、彼らは鬱うつ憤ぷんを募つのらせていたのだ。

『戻れバカ！』

　葵機の巨大タイヤロードホイールが土煙を巻き上げた。ぐんとスピードが上がる。砂地に入ろうとした大地機の肩を掴つかんだ。

『この辺りは生途会の予定砲撃ポイントに指定されてる！　すぐ戻らないとっ！』

『じゃあアンタだけ帰れよ！　腰ぬけに成り下がりやがって！』

　横から山武機が葵機に体当たりをする。火花を散らして葵機が体勢を崩す。彼らのコックピットモニターは、数百メートル先のマリス群を捉とらえていた。

　人と獣人が、四よつん這ばいでやってくる。

　小型マリス【ポーン】──四メートル程の体たい躯く。牙きばはむき出しで、肌は岩を思わせる。

　大型マリス【ルーク】──全長一七メートルの大きさをした獣人だ。

　その数……およそ二〇〇超。







「何をしているのっ！」

　紫し貴きが機兵部に通信を飛ばす。すぐ通信が返ってきた。

『す、すみませんっ！　亜賀沼・前田・江藤の三人が飛び出してっ！　そ、それを部長が止めにっ……ごめ、ごめんなさい！　私！　すみません！　すみませんすみませんっ』

　その声は極度に強こわ張ばっていた。紫し貴きはすぐに言及を止める。

　機兵部には、出撃時に興奮剤を投与する生徒が何人かいる。これはマリスへの恐怖に対抗するためだ。報告をするこの生徒も、無理を押して出撃している部員の一人だった。

　状況を把握した紫貴はすぐ立体マップを見る。双そう眸ぼうを歪ゆがめた。

　前に出た四機のせいでマリスの侵攻ルートが拡散してしまった。突如、火線に横入りした葵あおい達のせいで、砲撃を止めた部隊が続出している。

　通信部隊からは説明を求めてコール音が鳴りっぱなしだ。手近な自衛隊戦力を襲い出すマリスも出始めていた。そんな中、別役員から報告が入る。

「機兵部の四機！　ポイントＣ５へ入ります！」

　それを聞いて紫貴が青ざめる。別の女子役員が悲鳴のような声を上げた。

「そこっ！　艦かん砲ぽう射しや撃げき地点です！　あと十五秒！」

　紫貴は即座に命令する。

「全・護衛艦隊に入電！　砲撃中止っ！　早く！」

「ダメです！　間に合わない！」

　女子役員の悲鳴が上がった。

　中央モニター──衛星映像──が切り替わる。モニターに砂漠が広がった。命令違反をした四機の姿もある。

　其そ処こ目掛けて、護衛艦・八隻の艦砲榴りゆう弾だんが一斉に発射されてしまう。







　葵機のコックピットでは、アラート音がけたたましく鳴っていた。

　モニターが映す空に、ターゲットカーソルが幾いくつも現れる。

　葵は「え……？」と、自我を忘失する。自身の死が頭を過よぎった、その瞬間──




　小さな太陽────青色の光弾が、天空を撃ち抜く。




　途端、大爆発が起こる。空に爆炎のオーロラが広がった。

　粉砕した榴弾片と爆風が、四人の機体を叩たたく。すぐ映像通信が送られてきた。

『このバカ野郎どもっ！』

　もの凄すごい声量の叱しつ責たが、葵の鼓こ膜まくをぶん殴る。ぶち切れたエイルンだった。

『死にたいのかっ！　一三〇ミリ榴弾なんて浴びてみろ！　コックピットごとバラバラにされるぞ！　早く退ひけっ!!』

　あまりの剣けん幕まくに葵はたじろぐ。オープンチャンネルで大だい地ちが叫んだ。

『ぜ！　全機離脱！　離脱だ！』

　他の三機が慌てて来た道を戻る。エイルンの怒鳴り声が再び葵に届けられた。

『一いちノの瀬せこのバカ野郎！』

　葵あおいは、エイルンの叱しつ責たに「ひっ」と声を上げる。

『オマエ部下を殺す気か！　部隊長だろ！　支援砲撃地点を何で君が把握していない！』

「だ、だって！」

『だってもクソもあるか！　今は戦闘中なんだぞ!?　部下も満足に統率できないなんて、そんなものは隊長失格だ！』

　葵は愕がく然ぜんと目を見開く。

『全速で離脱しながら現場からも艦かん砲ぽう射しや撃げきの中止命令を生途会に要請しろ！　非常回線があるだろ！　それを使え！　こちらからの通信に出ない！　きっと君らのせいで対応に追われているんだ！』

　エイルンが怒鳴る中、またミサイル接近のアラート音が鳴った。

　再び上空を青い光弾が貫く。空にまた爆炎が広がった。艦砲榴りゆう弾だんを誘爆させ、エイルンが葵を守ったのだ。

『早くしろっ！』とエイルンは怒鳴る。

　葵の戦騎装が脱だつ兎とのように逆走を開始した。
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『この兵装オプシヨンの様式美に欠けます』

　構えたブラスト銃剣ルイン・ブレスをエルフィーナがスカートの背面にしまう。

　紫し貴きと、半泣きの女子役員が、エルフィーナのコックピットモニター・右横に映る。

『スカーレット・レディ！』

『ありがとうございます！　本当にっ、ありがとうございます！』

　モニターの左横にはセレンの顔もある。エイルンの怒った様子を初めて目の当たりにしたので、セレンは水をかけられた猫のように固まっていた。

「礼なんていい！　マーカーを見ればだいたい察しがつく！　司令は！」

　怒りが納まらないままエイルンが言う。紫貴たちの下に雷らい鳥ちようの顔が表示された。

『いるよ』

「エルフィーナに戦闘許可を！　前線を立て直します！」

『すまない。頼む』

　雷鳥は即答する。緊急事態だったため生途会は、全ての海上戦力に砲撃を中断させていた。これは海を横断中のマリスを狙い撃っていたものである。

『じゃ、じゃあ自衛隊に随ずい伴はん機の要請を！』

「悠ゆう長ちようなことを言うな！」

　エイルンが、進言した女子役員を叱しつ咤たする。

「水際迎げい撃げきを止められている間、相当な数に入りこまれた！　こんな数とぶつかったら右翼側の正面火力が壊かい滅めつするぞ！　右翼を抜けられたら次は第三次防衛ラインにいるヘキサ部隊だ！　ここからじゃ間に合わないから中央に展開している戦騎装・一個中隊を向かわせてくれ！　足りないようなら機兵部の護衛部隊も向かわせろ！　俺が中央から左の穴を埋めていく！」

　エイルンは命令しながらエルフィーナの待機状態を解く。

　エルフィーナが瞼まぶたを開ける。ミッドナイトブルーの瞳ひとみがぱっちりと開いた。

『省電力モードを解除。衝撃排出路ブロンドテクトを主機関ルイン・ウイールにリンクしました』

『何を言ってるんですか！　マリス二個中隊分！　数にして二〇〇体以上ですよ!?　一機で相手できるはずがっ──』

　別の男子役員が映像通信に割り込んできた。エイルンはその生徒に言う。

「かまわん！　すぐ命令しろ！　このままだと死人が出る！」

　エイルンがモニターを乱暴に手で払う。強制的に通信が切れ、五人の顔が消えた。

　エイルンがエルフィーナを行かせようとする。

　するとデストブルムのマシンアームがエルフィーナの右腕に巻き付く……まるでエイルンに行かないでと、セレンが軍服の裾すそを引っ張ったように。

　エイルンはハッとなる。セレンの声が流れてきた。

『夏なつ樹き……行っちゃうの？』

　セレンの声は消え入りそうだった。

　エイルンは逸はやる胸元に、とびきりの冷水をかけられる。

　──……どうする。

　セレンの精神は極めて不安定な状態だ。

　セレンはつい何日か前の戦闘で生命いのちを脅おびやかされている。それでも、こうして戦場に出撃できているのはエイルンを心の支柱にしているからだ。エイルンはそのことを十二分に理解している。数秒の黙考を経て、決断した。

「大丈夫、すぐ戻るよ」

　エイルンは優しい笑顔を意識して作る。

　エルフィーナが背伸びをして手を伸ばす。デストブルムの頭が撫なでられた。

　デストブルムとセレンは感覚が繋つながっているので、セレンの頭には撫でられる感触が走っている事になる。

「君が危なくなったら、何を優先してでも戻るから……オペレーターの言う事を聞くんだぞ」

　画面の中のセレンは顔を俯うつむかせる。やがて『ん』と小さく言った。

　エイルンは「良い子だ」とセレンを褒ほめる。それからエルフィーナに命じた。

「エルフィーナっ！」

『かしこまりました』

　エルフィーナが応こたえる。ドレスの薔薇飾りロツクボルトが回転──花弁が散るように飛び散った。

　スカートが内側から離散する。

『ティアードアーマーを正常にパージ。儀礼兵装フオーマル・オプシヨンを解除。高機動コンバツトドレスに転換開始リバーシブル。高機動コンバツトドレス……完全作動アクテイベイト』

　エルフィーナがうずくまる様な姿勢で浮かび上がった。

　両腰を起点にスラスター群が背面へ向く。翼を広げるようにスラスター群ウイング・パレオが広げられた。衝撃排出路ブロンドテクト──後ろ髪──がアップにまとめられる。

　上半身に真紅のドレスを残し、下半身は太ももをはだけさせる。

　最後に、エルフィーナは腰にある〔Ｖ字の仮面〕を装着した。

『エルフィーナ・高機動兵装コンバツト・オプシヨンに換装完了ドレスアツプ。ムッシュ、いけます』

「エルフィーナ・ルインレーゼ！　出撃するオンステージ、コンバツト！」

　着替え終えたエルフィーナは、一気に絶壁を飛び降りる。







　戦車が十二機、縦横に並ぶ。高速で後退しながら一二〇ミリ戦車砲を撃ち続けている。

　ポーンの大群がそれを追う。先行するグループだけでも二〇はいた。

『うぉおおぉおおぉっ！』

　エイルンの怒号がエルフィーナから上がる。後退する戦車部隊をエルフィーナが抜いた。エルフィーナはそのまま暴走機関車となったマリスの大群へ向かう。

　振り上げた拳を前へナツクルアロー──先頭集団がボーリングのピンみたいに吹っ飛んだ。

　エルフィーナの髪が金色に光る。黒い血風が巻き起こった。戦車の中にいる自衛隊員たちが喉奥から声を漏らす。どしゃどしゃと肉片が周囲に散らばった。

　エルフィーナが左足を前に出す。ハイヒールが岩盤を割った。続けざまにエルフィーナは左拳こぶしを前に返す。一七メートルの巨人が繰りだす正せい拳けん突づきだ。

　全く同様に、後ろの一団も吹き飛ばされる。二度目の、血と肉の雨が降った。

　背中越しのエルフィーナから、エイルンの指示が飛ぶ。

『こちらスカーレット・レディ！　撤退を援護する！　ポイントＤ４まで後退！　部隊を再編するんだ！』

　エルフィーナの真横にルークが迫る。

　エルフィーナが『失敬』と、そのルークに裏うら拳けんを飛ばす。ルークの身体からだがロケットみたいに吹き飛ばされた。

『た！　助かります！』

　エルフィーナを残し、戦車部隊がそのまま後方へ下がる。

　マリスの行く手を阻むようにエルフィーナが仁に王おう立ちになる。ヒールの両カカトに、丸ノコギリ状の光こう刃じんが現れる。高出力ブラストソールイン・カツターだ。

　エイルンは息を吸う。モニターには後続の化物集団がぎゅう詰めで迫っていた。

『選曲オーダーセット。一対大多数戦闘……【フラメンコ】をスタイル』

　エルフィーナが半身になる。左手を下げ、顎あご下に右手を持ってくる。その流れで自機の頬ほおのラインを擦こすった。

　ブルース・リーでお馴な染じみ、ジークンドーの構えである。

『この方々と闘たたかうとドレスが汚れるので気乗りしないのですが……』

　大挙して押し寄せる敵軍──しかし、エイルンの気勢は揺るがなかった。

「ふっ！」

　エイルンが操そう縦じゆう桿かんを前へ押し出す。エルフィーナも右拳を前へ押し出した。

　エルフィーナの無拍子一打ワンインチパンチ──その拳はモーセの杖つえに変わる。

　マリスの大群を、衝撃が一直線に割断した。

　突風にマリスの真っ黒い血が巻き上げられる。

　残響と血煙の余よ韻いんが残る中……エルフィーナは涼しい声こわ音ねでこう言った。

『ムッシュ、ご命令をどうぞ』
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　司令室の中央モニターにエルフィーナの雄姿が映る。

　まるで達たつ人じんの舞ぶ踏とう演えん武ぶだ。

　エルフィーナは流麗な体たいさばきでルークとポーン、二〇〇体を見事にせき止めている。

　足が稲いな妻づまの軌跡を作れば、数匹が両断だ。拳こぶしが天を払えばルークが首を飛ばして空に舞い上がる。秒速五〇連発の左ジャブが、一瞬でポーン七体の身体からだに風穴を開けた。

　光の右拳で大だい地ちを叩たたく。岩盤が弾けてショットガンに変わった。岩と衝撃が放射状にマリスを呑のみこむ……映像のエルフィーナは驚きよう嘆たんを通り越して、見る者に唖あ然ぜんを与えた。

「む、無む茶ちや苦く茶ちや」

「オバケ」

「スカーレット・レディ！　ポーン五七！　ルーク六、九、一二を撃破しました！　中央から敵団を物もの凄すごい勢いで押し返しています！」

　仲間たちの感想の後で一人が報告する。

　右モニターの立体マップ──お姫様型の青マーカーはエルフィーナを指す。その周りにある大量の赤マーカーは物凄いスピードで激減していく。

「い！　今のうちに左翼・第二次防衛ライン戦力を第三次防衛ラインに合流させて！　隊列を組み次第！　戦線をポイントＣ４まで押し返します！」

　反撃のシナリオを組み立てた紫し貴きが役員に命令する。雷らい鳥ちようがそれに加えた。

「第一特化中隊イチゴーＨＳＰ１にポイントＤ５を狙わせな。幾分、合流が速くなるよ」

「会長の佐さ々さ木きやります！」

「司令のは田た中なかが承うけたまわりました！」

　役員たちが逐一、二人の命令を現場に流す。女子役員が別箇所の報告をした。

「司令！　右翼・第二次防衛ラインが持ちません！　援護に向かった部隊を抜け、大部分が第三次防衛ラインに！　機兵部！　このままだと囲まれます！」

　紫貴が愁しゆう眉びを崩す。雷鳥はすぐエイルンに繋つないだ。

「いけるかい、スカーレット・レディ」

　中央モニターに映るエルフィーナが、背中からブラスト銃剣ルイン・ブレスを引き抜いた。

『すぐにっ！』

　発射される光弾──青い砲撃が数匹の身体を貫通・焼却する。そのままエルフィーナは反対方向へ爆走を開始する。







　戦騎装運用アサルトライフル・スイートビーを両手に抱え、一機の戦騎装が辺り構わずに乱射する。

『くそくそくそぉ！　マリスめぇええ!!』

　機兵部の女子部員が先行するポーンを撃ち殺す。

　マズルフラッシュの閃せん光こうが戦騎装を照らした。戦騎装の足元に二リットルのペットボトルよりも大きな薬きょうが溜たまっていく。その機体を、相方の戦騎装が止めた。

『マリ、落ち着いて！　まだ囲まれてない！　大丈夫だから！』

　前に出過ぎた二機を援護するように、他の三機も前に出た。

『おい三班！　メンヘラーズ、前に出すなよっ！　後ろ下げとけ！』

『ちょって待て飯島！　その言い方はないだろ！』

『やめてっ！　敵が来てるんだよ!?』

　オープンチャンネルで部員同士が言い争う。

　機兵部は現在、指揮官部長がおらず、統率が取れていない状態だった。

　肉眼で確認したマリスを無計画に撃ち殺す。護衛である自衛隊の戦騎装十二機一個中隊は、前線を立て直すべく、この場を離れていた。

　一人が『くるよ！』と、オープンチャンネルで叫んだ。

　眼がん下かに広がる平原に、森林を抜けたマリスが集ってくる。機兵部・総勢一八機の火線が下を向いた。遠くで血の花が幾いくつも咲き始める。平原が次第に血肉で黒く汚れていった。

　殺しても殺しても湧わいて出る。その数は、分刻きざみで増大した。

『もう撤退を！』

　一人が叫んだとき、空から光の砲弾が降り注いだ。一発一発が大砲のような威力で平原を穿うがつ。土や草が舞う。相当量のマリスも一緒に消し飛んでいく。







　エルフィーナが天を舞う。

　その両手には、ブラスト銃剣ルイン・ブレスが構えられていた。

　手甲ヴアンプレートがエルフィーナの両手を包み込む。拳こぶしの先から刃を伸ばすような形状だ。インドの突剣ジヤマダハルをモデルに作られた銃剣である。

　ブラスト銃剣ルイン・ブレスが、光を溜めては光弾を吐き出していた。

「く！　これじゃ潰つぶしきれないか！」

『誤差修正はこちらでいたします。トリガータイミングだけに集中を』

　汗を散らすエイルンにエルフィーナが進言する。直接の援護が間に合わなかったため、エイルンは上空からマリスを狙い撃ったのだ。

　突然の赤ランプ攻撃シグナル──エイルンは反射の速度を超えて、操そう縦じゆう桿かんを引く。

　エルフィーナが後ろにスライドする。ほぼ同時に黒い大玉が形成された。

　この対空攻撃──無差別物質消去ＩＭＥ──の前に物質の硬度は関係ない。食らえばエルフィーナとて致命傷になり得る。エルフィーナはもつれるように地面に着地した。

　コックピットを衝撃が襲う。エイルンは苦く悶もんの声を上げた。

　エルフィーナ形態だと、ファラリカ形態よりも加速力が数段落ち込む。回避は難しいと分かっていたが、エイルンにそんなことを言っていられる余裕は無かった。

　激突の際に唇を切ったようで、エイルンは口元の血を拭ぬぐう。

　紫し貴きがすぐ通信を送ってくる。

『スカーレット・レディっ！　飛行は厳禁と言ったはずです！　既にクイーンの無差別物質消去ＩＭＥ圏内なのよ！』

　エイルンは横目でセンサーを見た。息を止める。

「セレン！」

　センサーには最悪の状況が展開されていた。赤マーカーの侵攻がデストブルムの方まで伸びている。機兵部を襲わなかった一団がセレンに向かったのだ。

　エイルンはすぐにセレンの元へ行こうとする。再び紫貴から通信が入った。

『スカーレット・レディ！　クイーンが上陸を開始！　予定侵攻ルートを迂う回かいしてポイントＡ２に向かっています！　このままだとデストブルムと鉢合わせになります！』

　エイルンはすぐサイドモニターを指で触れる。マップが拡大した。

〔唇〕の赤マーカーが島の外周を回るように進んでいる。これはクイーンのマーカーだ。

　その進行先には、デストブルムを差す〔魔ま女じよ帽子〕の青マーカーがあった。

『帰投後、四七℃以上のお湯による洗体と、一九時間コースのリペアリング・マッサージを所望いたします。本機は作業用の重機ではありません。この扱いは不適当と言えます』

「本当にそうだ、なっ！」

　エイルンは操そう縦じゆう桿かんを握る。今度はエルフィーナをセレンの方へ向かわせた。







『やぁぁああぁ！』

　セレンの涙声がデストブルムから上がる。デストブルムが鋼鉄の蔦つたを滅め茶ちや苦く茶ちやに振っていた。飛びかかるポーンが三分割される。ルークが股下から切断された。

　コックピットにいるセレンは既にパニックになりかけていた。

「こないでぇ！」

『特務！　落ち着いてください！　デストブルムはそんな雑ざ魚こに負けませんっ！』

　オペレーターがなだめ聞かす。このオペレーターは防衛省の派遣した職員だ。

　しかしセレンの耳に派遣オペレーターの声は入っていない。

　セレンの頭を占拠しているのは殺されかけた数日前の記憶だ。

　腕を千切られた痛み。押し寄せてきたルークたちの映像がフラッシュバックする。

　セレンは完全に恐怖の虜とりこになっていた。

『特務！　クイーン接近！　ＩＭＥカノンを！』

　セレンは、クイーンという単語に過剰なまでの反応を見せる。

　三六〇度四方に広がるデストブルムのコックピットモニター──一つの画像が正面に表示・拡大される。激走するクイーン・【標準型】が近くまで迫っていた。

　派遣オペレーターがセレンに言う。

『心配ありません。何度も倒した事のあるタイプです。さぁ落ち着いて』

　言われてしかし、セレンは聞いていなかった。クイーンの映像に意識が吸い込まれる。セレンは急に息が苦しくなった。過呼吸気味になり、幾いくら吸っても酸素が足りなくなる。

　セレンは自分を守るため、ＩＭＥカノンの映像を想おもい浮かべた。

「クロ……はやく」

　しかしデストブルムは動かない。デストブルムのアイカメラは薄く明滅を繰り返していた。デストブルムは一向に魔法の杖つえを展開する素振りを見せない。

　その間も、モニター越しで標準型が猛然と向かってくる。

「クロ……クロぉ」

　セレンはとうとう震えだす。泣くのを我慢するので精一杯になった。

『セレン！　迎げい撃げきだ！』

　エイルンの顔がモニターに映る。

　セレンはエイルンの顔を見た途端、ぽろぽろと涙を零こぼした。

「クロ……動かない」

『何!?』

　映像のエイルンが顔を強こわ張ばらせる。セレンは小さな声でまた言った。

「助けて……夏なつ樹き」

　そう言って本格的に泣き出す。デストブルムのアイカメラは完全に光を失ってしまう。
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　沈黙したデストブルムを見てエイルンは総毛立った。セレンへ向かう怪物を見て、全身の血が沸ふつ騰とうする。

「エルフィーナっ！　一撃で仕留めるぞ！」

『かしこまりました』

　エルフィーナが更に速度を上げる。ハイヒールが力いっぱいに踏み出された。背後で爆発するように土が舞う。

　森の木々をハードルのように飛び越え、エルフィーナはセレンを目指す。

『ムッシュ。目標まであと二〇秒。ルイン・ハンマーをセットします』

　エルフィーナが言う。疾走中のエルフィーナの右腕が腰に構えられる。ドレス袖そでを思わせる前ぜん腕わんの装甲が持ち上がった。エルフィーナの右拳こぶしが青色に光り始める。

「タイミングはアタックモーション、ハーフセカンド！」

　エイルンが言う。爆走するクイーンの背中を肉眼で捉とらえた。

【標準型】──エルフィーナよりも大きな人型である。

　全身は浅黒い。胸部に大きな口を持つ。

　丘の上のデストブルムを目指して標準型が絶壁に張り付いた。そのまま、崖がけをよじ登っていく。その様子は更なる焦しよう燥そうをエイルンに与えた。

「くっ！」

　エルフィーナのスラスター群ウイング・パレオが点火する。

　エルフィーナが低空飛行を開始した。這はうように地面に沿って飛ひ翔しようする。

　モニターに崖が迫った。機体が垂直に向きを変える。絶壁に並行してエルフィーナが上昇する。絶壁の地層でモニター画面がいっぱいになった。

　エルフィーナと標準型が、ほぼ同時に絶壁の上に辿たどり着く。

『夏なつ樹き！』

　セレンの声が通信越しで上がった。

　標準型がまた走りだす。エイルンはクイーンの進路にエルフィーナを滑すべり込ませた。その右拳は青く輝いている。

　エルフィーナがボクシングスタイルで迎え撃つ。

　狂ったオーガのように標準型は両手を上げる。エルフィーナを懐ふところに捉えた標準型は、爪を大きく振り降ろした。

　ウェービングするエルフィーナ──上体が波を描き、プロボクサーのような回避をする。

　エルフィーナはハイヒールを踏み込む。風を巻き起こして上半身が捻ひねられる。

　輝く右拳が標準型の腹に沈む。鮮烈なカウンターだ。

　光の拳は安々と標準型の腹を突き破った。エルフィーナは右拳を引き抜く。黒い血ち飛沫しぶきが散った。

　エルフィーナは右拳を大きく持ちあげ──

「これでっ！」

『終わりです』──エイルンとエルフィーナが交互に言う。

　光る右拳こぶしが彗すい星せいになった。標準型の顔面が潰つぶされる。エルフィーナの髪が金色に光った。標準型は弾丸のスピードで崖がけ下に落とされる。

　轟ごう音おん──眼がん下かで、噴火が起こったような土煙が巻き起こる。

　土煙が晴れると、崖下には広大なクレーターが出来上がっていた。

『目標を撃破。脅きよう威いレベル・Ｅランクガラス玉にメモリ……弱すぎます』

　エルフィーナの髪がクリーム色に戻っていく。標準型クイーンの反応は消えていた。

　エイルンは止めていた息を大きく吐く。数秒間、息を整えてからセレンに通信を送る。

「セレン。もう、大丈夫だ」

『夏なつ樹きぃぃ』

　セレンが安心すると、デストブルムのアイカメラが光を取り戻す。デストブルムのマシンアーム四本がエルフィーナの胴周りやフトモモ、首や腕に絡みついた。

『ムッシュ……この絵面は大変、不ふ愉ゆ快かいなのですが』

「すまない。今日は許してやってくれ」

　嫌けん悪おを漏らしたエルフィーナにエイルンが言う。そうして痛感した。

　この島の問題は何も、セレン一人だけにあるのではないと。

　エイルンは顔を曇くもらせる。紅に変色した髪と瞳ひとみが、黒へと戻っていった。






Ⅱ　勇者と学校









　エイルン＝バザット改め、氷ひ室むろ夏樹は憤ふん然ぜんと歩を前に進める。

　ネイバーの予備格納庫である第七地下シェルターにエルフィーナを置いた夏樹は、その足で機兵部の元へ向かっていた。

　セレンは現在、出撃後のメディカルチェックがあるのでそちらへ行っている。夏樹も司令室へ呼び出しを受けていたが「後で行く！」と通信を切っていた。

　夏樹が腹を立てているのは命令違反者たちについてである。

　セレンや氷室義塾の問題があるというのに、あんな馬ば鹿か連中がいるのだ。エルフィーナがなければ間違いなく大だい惨さん事じになっていた。

　──軍なら銃殺刑になってもおかしくないぞ！　何を考えているんだ！

　歩を進めるたびに夏樹の怒りが増す。二・三発ぶん殴ってやりたい気分だった。

　夏樹は地下の通路を抜ける。エレベーターで上に昇ると戦騎装・第一格納庫についた。

　全高二〇メートル以上の広大なスペース──鋼材質が屋内を灰色に彩いろどる。

　作業車が格納庫内を行き交う。フォークリフトからトン単位のトレーラーまで様々だ。これらは戦騎装のパーツを運んでいるのである。

　奥の方では防護服姿の集団が人垣を作っていた。機兵部である。

　夏なつ樹きは人垣に向けて歩きだす。

　一方、帰投した機兵部は一堂に会していた。

　命令違反者を中心に置き、葵あおいが三人を叱しつ責たする。

「氷ひ室むろ先輩がフォローしてくれたから良かったものの！　下手したら死人が出てたかもしれなかったんだよ？」

　金髪坊主ヘッドの少年・亜あ賀が沼ぬま大だい地ちが悪びれずに返す。

「誰も死んでねーんだろ？　結果オーライでいいじゃねーか」

　高身長・日系ブラジル人の前まえ田だオルソンがそんな大地に言った。

「大地、ちゃんと謝るよー。部長ごめーんね」

　最後は江え藤とう山やま武たけが顎あごひげを触りながらふざけ調に言う。

「ふんふん。まーうちらが悪いんだけど、部長だって何度も同じ事してるよねー。あ、これ言っちゃダメだった？」

　誰の目から見ても三人は反省しているように見えない。立腹した葵は握り拳こぶしを作った。それを見て大地が舌打ちする。威圧するように葵に近付いた。

「勘違いしてるようだから言っとくぞ、一いちノの瀬せ。俺ら【五番隊】がタマかけるって決めたのは、大隊長の掲げた旗と月げつ下かさんにだ。テメーじゃ無ぇ。うちらがひょいひょい言う事きくのが当たり前とか、思ってんじゃねーぞ？」
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　葵あおいは目を丸める。握った拳こぶしを振り上げようとして、放送が入った。

『機兵部に通つう達たつ。一いちノの瀬せ部長及び、亜あ賀が沼ぬま・前まえ田だ・江え藤とう部員は至急、生途会室へ。繰り返す。一ノ瀬部長及び──』

「ちっ、めんどくせぇな」

　大だい地ちはまた舌打ちをし、「いこーぜ」と歩きだす。オルソン、山やま武たけも大地の後を追った。

　三人に道を譲るように人垣が割れる。

　しかし三人の行く手を阻むものが現れた。真紅のパイロットスーツ姿の夏なつ樹きである。

「……オタク野郎」

　大地はあからさまな嫌けん悪お顔になる。部員たちはざわめいた。

　夏樹と機兵部の間には浅からぬ因縁がある。

　夏樹がこの世界に来たばかりの頃、不幸な行き違いから機兵部彼らの怒りを買ってしまう。その結果、夏樹は袋ふくろ叩だたきの目にあったのだ。

　大地は立ちはだかる夏樹に言った。

「ちょうどいい。テメ─にも言っときたかったんだ。今日のは、頼みもしないのにテメ─が勝手に出しゃばったんだ。だから礼なんて言わねぇ。借りを作ったなんて思うなよ……アニメオタクのお坊ちゃん」

　大地は夏樹を軽く突き飛ばす。夏樹は無言で大地の背中を睨にらんだ。オルソンがすれ違いざまに「アニメみてるよ！」と夏樹の耳元で叫ぶ。夏樹はうるささに顔をしかめる。

　山武は「はいはいカッコ良かった、カッコ良かった」と夏樹の肩を叩いた。

　夏樹がアニメオタクと揶や揄ゆされるのは、この世界で【ドール・ワルツ・レクイエム】の世界がアニメと認識されているからだ。

　正体を明かせない以上、夏樹はアニメキャラに憧れるオタクと映ってしまうのだ。

　夏樹は苛いら立だちを募つのらせる。すると小走りで葵が寄ってきた。

「先輩っ」

　葵が夏樹の腕を引く。二人が顔を合わせるのは数日前の大戦闘以来だった。

　葵は、感謝の言葉や、先ほどの戦闘のことで謝りたい気持ちに駆られる。でも今はそれらを我慢した。

「ありがと……あとごめんね。またちゃんと！　今度ゆっくり！」

　名残惜しさを顔に残して葵は行く。何も言えなかった夏樹は自分の足元に視線を置いた。

　──いったい、この部隊はどうなってるんだ？

　結局、この日は事後報告と入学準備に追われ、夏樹の疑問は解消されなかった。







　翌朝。夏樹はマンションの自室でネクタイを結んでいた。ネクタイの色は赤である。

　氷ひ室むろ義塾の学生服は濃緑のブレザーだ。夏樹はブレザーの三つボタンを全て止める。制服は正しく着てこその制服である。

　夏なつ樹きは気合いを入れるように鏡の前で息を吐く。隣にかけてあった軍服が目に入った。

　この赤い──背中から腕に金の刺し繍しゆうが入った──西洋軍服は、夏樹（＝エイルン）が従軍するラインハルトの軍服だ。数あま多たの戦場を駆け抜けた大事な戦闘服でもある。

　──此こ処こに来て、もう十日か。

　ふと夏樹は、故郷を想おもう……夏樹のいた世界もまた、危機が迫っていた。

　謎の敵勢力──敵の戦略殲せん滅めつ兵器の破壊には成功したのか──月や地球にいる仲間は無事なのか──考えを巡らせば心配事は尽きない。だが安心している事もあった。

　──大丈夫……むこうにはジンがいる。

　ジン＝ナガト──ドール・ワルツ・レクイエムの主人公の事だ。

　夏樹（＝エイルン）にとっては、共に死線を潜くぐり抜けた戦友である。

　夏樹がこの世界の救済に踏み出せたのも、ジンの存在が大きかった。彼がいれば、どんな絶望下に追い込まれても絶対に何とかしてくれる。夏樹はそう確信していた。

　夏樹は軍服に敬礼をする。すると呼び鈴が鳴った。

　夏樹は、和室を出てリビングを抜ける。玄関のドアを開けた。

「セレン？」

　ドアを開けるとセレンが立っていた。

　鞄かばんを背負い、白いアザラシのヌイグルミを抱える。セレンも夏樹と同じ、氷ひ室むろ義塾の制服を着ていた。

　前回の戦闘以降、セレンは居を自分の部屋に戻していた。

　といっても、セレンは夏樹の部屋に入り浸っているので、生活にそう大きな変化はない。寝るとき以外はだいたい、いつも一緒だ。

　夏樹も、セレンが安心を得られるいつでも来られるように合あい鍵かぎを渡してある。またセレンの監視である黒スーツ政府職員には、夏樹の全責任においてセレンの護衛と（有事の際の）護送を申し出ている。

　少なくとも日常生活でセレンが彼らの影に怯おびえる事はなくなっていた。

「私も行く」

　目を伏せてセレンが言う。夏樹は両ひざに手を当て、目線をセレンに合わせた。

「昨日、大変な目にあったばかりなんだから……俺に付き合わなくてもいいんだぞ？」

　セレンは軽度ではあるが対人恐怖症を患わずらっている。ネイバーフッドとして、苛か酷こくな責任を負わされてきたのが原因だ。

　また昨日、マリスとの戦闘で怖い目に遭ったばかりである。夏樹は心配だった。

「落ち着くまでゆっくり」

　夏樹が喋しやべる中、セレンは夏樹の制服の裾すそを摘む。

「行く」

　セレンは伏し目のまま小さく言った。

　夏樹はしばらく口を噤つぐむ。それから「偉いな」と、セレンの頭を撫なでた。







　二人が氷ひ室むろ義塾の教育棟についたのは朝の七時半である。夏なつ樹きはまずセレンを教室まで送った。それから指定教室に向かう。引き戸を開けると紫し貴きが待っていた。

「氷室くん」

　最前席に座っていた紫貴が立ちあがる。誰の目から見てもそわそわした感じだ。

　紫貴の制服は夏樹の物と違う。

　濃のう紺こんの士官服に青のリボンタイ──これは生途会役員用の制服である。

「どうして君がここに？」

「こ、こほん……塾長に貴方あなたの特別講師を頼まれました」

　夏樹の疑問に、紫貴はわざとらしく咳せき払ばらいして答えた。夏樹は「そうなのか」と言いながら席に鞄かばんを置く。紫貴は澄まし顔を装って、付け加えた。

「貴方は特異な事情で、世情に疎うといという事も聞かされてますので。その……今後、分からない事や困った事がありましたら、何でも私に聞いてください。答えられる範囲でなら対応させていただきます」

「それは助かる。よろしくな、九ここの重え」

　夏樹は紫貴に、屈くつ託たくなく笑いかける。

　紫貴は不意打ちの笑顔に目を広げた。照れを隠すように話を逸そらす。

「で、でも、一般人である貴方がこの学校に入れるなんて。貴方は本当に特別なのね」

　紫貴は髪を耳にかけながら言う。この学校──氷室義塾──について深く知らない夏樹に、紫貴の驚きはいまいちピンとこなかった。

「よし、時間だ。じゃあ頼むよ。悪いが、俺はかなりの劣等生だからな」

　夏樹は手に持った〔紅の懐中時計〕を見て言う。それを見るや、紫貴は目を輝かした。

「それっ、もしかして【エンブレムクロック】？」

　紫貴が教壇から跳び降り、ソレを覗のぞき込んだ。

　夏樹は笑って懐中時計を差し渡す。

　紫貴は大事そうに紅の懐中時計を受け取る。蓋ふたには満月の軍章が彫金されていた。蓋をあけるとレトロな秒針と時計盤が現れる。

「綺き麗れいー」

　紫貴がうっとりと感想を漏らす。

【エンブレムクロック】──ラインハルト軍の上級士官に与えられる軍章だ。夏樹の数少ない私物である。蓋にある月の満ち欠けは持ち主の階級を示す。

　他人が使えばただの懐中時計だが、本人認証を果たすと〔万能多目的ツール〕に用途を変える。惑星間通信、装備品のメモリ登録、言語・文字の翻ほん訳やく機能、通信傍ぼう受じゆから爆弾解体まで様々な機能を内蔵している。

　夏樹はこれを介さないと、日本語が読めないのだ。

「これ、オーダーメイドよね？　既製品じゃないのよね？」

　紫し貴きはドール・ワルツ・レクイエムの、更に言えばエイルン＝バザットの大ファンなのである。一目でそれに気付いたのもアニメ知識によるものだ。

「再現度がすごい！　私もコレ欲しっ……こほん。この件についてはまた後ほど」

　紫貴は、地が出ていた事に気付く。気持ちを落ち着かせて夏なつ樹きにエンブレムクロックを返した。夏樹は満月の軍章を親指で撫なで、懐中時計をポケットにしまう。

　ポケットの中でエンブレムクロックが淡く光った。

　幾何学模様のような光文字が浮き出る。〔エイルン＝バザットと認証〕という意だ。

　夏樹の左目に、二センチ四方の光板が形成された。

　これを通して文字を見ると自動的に言語が翻ほん訳やくされるという仕組みである。

「それでは授業を始めたいと思います」

　紫貴と夏樹のマンツーマン授業が始まった。

　対マリスの戦闘機関である【氷ひ室むろ義塾】──平時は学校にその姿を変える。

　全校生徒数は六千人で、その全てがヘキサだ。小・中・高の一貫制を採る。高校については、五年制を敷き、中学に上がった者から学徒兵として就しゆう労ろう義務が課せられる。

　高等科生は適正判断の後、主に【戦闘科】と【非戦闘科】に分けられる。

　紫貴や葵あおいのような作戦行動に従事する者は戦闘科。それ以外の者は非戦闘科となる。

　セレンは特異な存在であるため、一般生徒とは別に区分される。紫貴はそれついては触れなかった。

　氷室義塾の説明を終えると、紫貴は社会情勢や簡単な時事の話をした。

　話を聞きながら夏樹は、紫貴の指導技術に舌を巻く。

　要点を絞しぼったとても分りやすい話だった。聴く側の情報を整理する間も考えられている。テンポも素晴らしかった。

　対話式の授業は続き、気付けば二時間が過ぎていた。少しの休憩を挟んで、後半はマリスの戦闘概論に移る。

　教卓に手をかけ、紫貴が夏樹に質問する。

「氷室くん。貴方あなたがマリスについて知っていること、とりあえず思いつく限りでいいから、言ってみてくれる？」

　席に座る夏樹は少し考える。整理できた順から言葉にした。

「謎の敵性生物で、人類の敵。襲撃は基本、ポーン・ルーク・クイーンの三種からなる。小型のがポーンで、あれは対人殺さつ戮りくに進化した感じか。大型のがルークだな。あれは逆に、対物・対兵器って感じか。そして、それらを無限に生み出すのがクイーン。この種はいろいろと種類がいて、クイーンを倒せば戦闘は終わる。あとは……そうだ、クイーンはネイバーというロボットでしか倒せない」

　夏樹が言い終える。紫貴は驚きと呆あきれのため息をついた。

「貴方は本当に……何の知識もなく、マリスに立ち向かっていたのね」

　紫貴が教卓端はしに付くボタンを押す。電気が消えて窓ガラスにブラインドが降りる。ホワイトボートが割れてスクリーンが現れた。紫し貴きが説明する。

「マリスとは、Malice……〔悪意〕の英語読みから来ています。一九九九年に突如として誕生した新種の敵性生物で、半世紀以上たった今でも、その正体のほとんどが解明できていません。分かっているのは人間を捕食対象と認識している事。そして、何な故ぜか【ヘキサ】という、刻印を持った人間を最優先で襲ってくる事よ」

　スクリーンにポーンとルークの映像が映る。その左隣にもマリスの臓器と血液の映像が表示された。

「ポーン、ルークはマリスの幼生体に部類されます。他にも飛行種の【ナイト】や、海洋種の【ビショップ】と言う幼生体もいるけど、こちらはまた次回にします。見た目からは想像しにくいかもしれないけど、身体構成の六八パーセントが〔植物〕と同じで、この黒い血液は樹液、臓器系統も葉肉で……内臓の形をしたサボテン、と言ったらイメージがつくかしら？」

　紫貴の解説に夏なつ樹きは首を捻ひねる。マリスの禍まが々まがしい見た目と、自身の持つ〔植物〕のイメージがうまく繋つながらなかった。

　紫貴は説明を続ける。

「幼生体……と言うより、マリスの身体からだには排はい泄せつ器官が備わっていません。取り込んだ栄養は全て体内に蓄積されていきます。栄養値や捕食経験が、一定に達たつした幼生体からクイーンへと進化を遂げる……その身体には莫ばく大だいな栄養素が含まれていて、死後、大地に還かえると、肥沃土への地質変化や樹木を育成するという作用もあります」

　映像が〔戦場跡〕に切り変わる。砲撃などで地面がめくれ、木々もなぎ倒されていた。紫貴は映像の時間を経過させる。夏樹は思わず「ん？」と漏らす。

　戦場跡に、みるみると緑が生い茂っていく。

　紫貴は映像を一時停止する。戦場跡には背の高い草木が生え揃そろっていた。折れた木の幹からは新たな幹が生えている。

「この映像は、戦闘が終了して一二〇時間が経過したものです。毎回、あれだけの戦闘が継続して起こっているのにも関かかわらず、隣の島が丸ハゲになっていないのはそのためなの」

　紫貴がまた教卓端はしのボタンを押す。

　スクリーンに、昨日、夏樹が倒したばかりの【標準型】が映った。

「次はクイーンね。これは昨日、氷ひ室むろくんが倒した標準型と呼ばれるクイーン種です。標準型と呼ばれる所以ゆえんは、クイーンの六割以上がこの型になることに由来しているわ。クイーン種の中では成長過程の個体に分類されます。最も発見例の多いクイーンね」

　紫貴の説明を聞いて、夏樹は意外そうな顔になる。少し顔をほころばせた。

「それは良かった……前の奴やつに比べれば、全く脅きよう威いには感じなかったからな」

　紫貴は思わず呼吸を止める。無言で、夏樹の言が虚勢でないかを図った。やがて、それが自然に出たものだと察する……紫貴は固唾かたずを呑のんだ。

「……クイーンは原則、自身に何もない限りは子育てを優先させます。具体的にいえば脅威の排除や、数を減らされた場合の出産等が主だった行動となります」

　紫し貴きがスクリーンの映像を変えた。

　戦闘機が飛行する。その戦闘機を、突如、黒い球体が呑のみ込んだ。

「Indiscriminate Material Erasure……一般的には【無差別物質消去ＩＭＥ】と呼ばれます。氷ひ室むろくんは身をもってその怖さを知っているわね。原理は解明されていませんが、この黒い球体は触れた物を消極する作用があります。これの前に物質の硬度は関係ありません。着弾箇所に直接発生するため、回避は不可能というのが人類の共通認識なんだけど……」

　言いながら紫貴は夏なつ樹きを見る。夏樹はとぼけるようにノートを取るフリをした。

「クイーン種は、こと航空戦力に対しては特に敏感です。感知圏内に脅威を認めると、真っ先に排除に乗り出します。個体によっては飛行物体なら何であろうが攻撃対象に定める場合もあるほどです」

　夏樹は思い出す。

　セレンを捕えた模も倣ほう型が、夏樹のファラリカが出た途端、その攻撃対象を変えたこと──またファラリカが撃げき墜ついされたあと、まだ生きている自分を追わず、子供の出産を優先させていたこと──全ては紫貴の説明通りだった。

「コレを見て下さい」

　紫貴は再び映像を変えた。スクリーンに戦闘映像が流れる。

　スクリーン内の標準型が砲撃の嵐に晒さらされていた。映像を見て夏樹は表情を強こわ張ばらせる。

　映像の標準型は、腹に穴があいても顔が吹き飛んでも、数秒も待たず復元していた。

　ダメージを食らった傍そばから、元の状態に戻っているのである。

「これが、餌えさに目のくらんだ下等生物に、人類が劣勢を強いられる最大の要因……クイーン種のみが持つ【即時再生機構】です。通常兵器では首を飛ばそうが、八やつ裂ざきにしようが、クイーン種はすぐ元通りに回復してしまうの。この即時再生機構を攻略できるのはネイバー規格だけと言われています。ネイバーを用いない場合の対処法だと現状、核攻撃しかありません」

　夏樹は自分が闘たたかってきたクイーンを思い出す。

　既に夏樹は三匹のクイーンを倒している。しかし、この映像のような事態には陥おちいらなかったはずだ。

　夏樹は更に記憶を掘り下げる……すぐに疑問が生まれた。

「俺の見たところ、この世界……じゃなくてっ。このネイバーに搭とう載さいされる武装も、通常兵器の延長に思えるんだが……どうしてネイバーならクイーンをやっつけられるんだ？」

　例えば、デストブルムの頭から射出されるミサイル──アレと同じような物は幾いくらでも在あるだろう。あの機体に積まれている物が特別というのなら、それを使えばいいだけの話だ。そんな夏樹の疑問を、紫貴は詳細に説明する。

「ネイバーの稼働には【ネイバーフッド】と呼ばれる、希少なヘキサの搭乗が不可欠となります。デストブルムでいえばセレンの事ね。そしてマリスが、ヘキサを優先して襲ってくるのは知っているだろうけど、それはネイバーフッドにも当てはまるの。個人差はあるけどネイバーフッドの被虐体質はヘキサよりも格段に強いと言われています」

　紫し貴きの言葉をヒントに、夏なつ樹きに一つの考えが浮かぶ。

「それって、もしかして……」

　紫貴は人差し指を立てる。

「ええ。クイーンは攻撃を含めて〔ネイバーを餌えさだと認識〕している……というのが、一番有力な説よ。これは胃袋のような自動器官みたいなもので、ネイバー規格がどうしても決戦という形を取らなくてはならない理由でもあります」

　それを聞いて夏樹は頷うなずく。

　もしネイバーフッドがヘキサをも上回る、極上の餌だとすれば、ネイバーは毒の塗りたくられた皿だ。クイーンは自ら、毒を食らいに行っている事になる。

　でも、夏樹にまた疑問が生まれた。そして、その疑問こそ、紫貴が夏樹に出会ってからずっと抱き続けているモノだった。

「でも……だからこそ分らない」

　紫貴は教壇から下りる。夏樹に近づき、彼の机に腰をかけた。

　冷たくも美しい、紫貴の相そう貌ぼうが夏樹を捉とらえる。

「この前提が覆くつがえされたことは、一度として無い」

　紫貴は夏樹の右手を見る。夏樹の手にはヘキサの刻印が無いのだ。

「クイーン打倒のヒントがあると言われるヘキサやネイバーフッドですらない。それなのに貴方あなたとエルフィーナは既に三匹ものクイーンを葬ほうむっている。その中には、世界中でたった五体しか発見例のない、あの【模も倣ほう型】も含まれていて、回避不能であるはずの無差別物質消去ＩＭＥを、貴方は避け続けた。半世紀以上も攻略できなったマリス戦の不ふ文ぶん律りつを、貴方はこの数日で覆したの」

　いぶかしげに紫貴が言う。夏樹も全く同じことを考えていた。

　どうしてエルフィーナの攻撃が通じるのか。

　この世界の兵器水準が低いのは分かる。でも、クイーンの生態原理に当てはめれば、エルフィーナの攻撃が通じるとは思えない……。しかし、夏樹の頭に一つの当てが浮かんだ。

　──考えられるとしたら……エルフィーナの持つ【ムーンシェル】か。ムーンシェル鉱石もブラスト兵器も、この世界には存在しないから、もしかしたらクイーンの生態に、何らかの作用をもたらしているのかもしれない。

　夏樹は唇に指を当てて黙考する。そんな夏樹を紫貴は注意深く観察していた。

「……整備部・部長橘部長に聞きました。無差別物質消去ＩＭＥを避けられる戦闘機なんて物が作れるのかを……さまざまな要件が都合よく転がってたとして、それでも一〇〇年はかかるんじゃないかって話だったわ。でも氷ひ室むろ財閥はファラリカどころか、エルフィーナあんなモノまで造っていた」

　紫貴の疑問に夏樹は無言を貫いた。紫貴はしばらくしてから肩をすくめる。

「やめときましょ」

　紫し貴きは机から腰をあげ、くるりと振り向く。紫貴の長い髪とスカートの裾すそが回った。

「好奇心は猫を殺すわ。今のは聞かなかったことにして」

　丁度、終鈴が鳴り響く。午前の授業が終わったのだ。

　この後、紫貴には会議が入っていた。紫貴は足早に帰り支度を始める。そんな紫貴に、夏なつ樹きは何かを思い出したような顔で話しかける。

「あ、すまない九ここの重え。折り入って話があるんだが……今晩、また君の部屋に行ってもいいだろうか？」

　紫貴は思いがけない申し出に目をぱちぱちさせる。すぐ思案顔になった。

　それからボン！　と、紫貴は顔を赤くする。早口で夏樹に返した。

「ええいいでしょう。私も貴方あなたには話があったからっ」

　そう言って紫貴は逃げるように教室を後にした。一人、夏樹は特別教室に残される。

　──さて。

　夏樹の住んでいた月では、二日に一回が食事の目安だ。しかし、この世界では一日三食が基本らしい。夏樹もそれに習い、本日は食料を持参していた。

　夏樹は手提げ鞄かばんから昼食を取り出す。香りの香ばしい、黄色の果実──レモンだ。

　──生の、果物。

　夏樹はごくりと生なま唾つばを呑のむ。目を瞑つぶって「くうっ」と唸うなった。

　月では果物は貴重品だ。干した果物すら、なかなか出回らない。しかしこの世界では、安価かつ、手軽に加工前の果物が入手できてしまうのだ。

　──なんという、贅ぜい沢たく。

　夏樹はどう食べようか迷う。皮ごと齧かじるか。それとも皮を割いて、果肉を吸ってみようか。今のところミカンとリンゴは摂食済みだ。どれも高級感漂ただよう味だった。

　夏樹は決める。まず皮から頂こう。そう思った矢先、前方の引き戸から見覚えのある頭が覗のぞいた。金色の小さな頭である。

「セレン？」

　夏樹が言う。金色の頭が一瞬はねる。金色の頭の正体はセレンだった。

　セレンが戸を開けて入ってくる。セレンは恐る恐ると言った感じで教室内を確認した。夏樹だけだったので、小走りで夏樹の方へ行く。アザラシのヌイグルミも一緒だ。

「すまない。そうか、君もお昼を食べるもんな」

　夏樹は困る。夏樹には普段、食事を摂とる習慣がない。その延長でセレンが食事を摂ることを失念していた。片やセレンは、夏樹の持つレモンに注意がいく。

「それ、お昼？」

「え？　ああ、そうだが……弱ったな、君の分も買ってくればよかったな」

　夏樹が言うとセレンは瞳ひとみを大きくした。セレンの中で夏樹は、笑えない意味の腹ペコキャラである。セレンはある種の使命感すら抱いて、夏樹に毎晩、食事を用意していた。

　そんな夏なつ樹きの昼食が気になってきてみたら……案の定の展開だった。

「分かっている。きっちり半分個しよう。大丈夫、俺は一人占めなんてしないぞ」

　そう言うも、夏樹はレモン一つに未練たらたらといった体である。セレンにその姿はどう映ったのか……セレンは夏樹の腕を強めに引いた。

「ちゃんと、御飯たべる」

「前にも話したと思うが、俺は毎日、君に夕飯を食べさせてもらっているんだぞ？　それだけでも有あり難がたい話だ。それが二食？　まして料理？　ふざけろ。そんな贅ぜい沢たくが許されるわけないだろう」

　夏樹はセレンの手を掴つかんで離す。うっとりとレモンを見た。

「見ろセレン。純正食材でしかも果物なんだぞ……罪悪感すら感じるよ。仲間に見つかったら絶対に取り合いになる」

　セレンは戦せん慄りつする。大の大人が一個のレモンを奪い合う状況など考えたくも無かった。

　セレンは夏樹のレモンを睨にらむ。こんなものがあるからと思った。

「むぅ！」

「あ！　なにを！」

　セレンは夏樹の手からレモンを奪い取って走る。セレンは窓辺まで行き、勢いよくガラス窓を開けた。それから夏樹に振り返る。

「寄らば……死ぬっ（注：レモン）」

　セレンが投とう擲てきの構えに入る。今度は夏樹が戦慄する番だった。

「止やめろ！　何をやっているのか分かっているのか!?」

　セレンはプイと顔を背ける。セレンの顔には罪悪感などまるでない。

「干してない果物なんだぞ！　最高の昼食じゃないか！　不満も不都合もないだろう！」

「……山盛り」

　セレンは憎にくらしげにレモンを見る。ここに果物ナイフとまな板があったらレモンティー用にスライスしてやりたい気分だった。夏樹は慌てて説得にかかる。

「まて！　要求を言え！　あとレモンを置くんだ」

　誰かが見ていたらコントにしか見えないかもしれないが、二人は真ガ剣チだ。

　セレンは窓のサッシにヌイグルミを置く。その頭の上にレモンを乗せた。なんとレモンは、絶妙なバランスを保って倒立を果たす。

「レモン……薄命」

　セレンが奇妙な迫力を込めて言う。夏樹の背にゾクリと悪お寒かんが走った。

　あのアザラシのヌイグルミ──特にその、やる気の感じさせないコケティッシュな面容──が、夏樹が過去に見てきた凶悪犯罪者と重なる。一線を越えた者が見せる、あの何をしでかすか分からない怖さだ。それを夏樹は、あのヌイグルミから感じとっていた。
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　──まさか、セレンがこんな暴挙に出るなんて。

　夏なつ樹きは息を荒くする。ヌイグルミの頭に乗るレモンが、泣き叫ぶ子供に見えてきた。だが綿の塊かたまりが何かをするのではない。その隣にいる生きた人間が暴挙を起こすのだ。

　夏樹はそれが分かってしかし、あのヌイグルミが動き出してしまいそうな錯覚に囚とらわれた。

「要求を、言え」

　夏樹は静かに言う。セレンを刺激しないよう、両手も頭の上に乗せた。

　セレンは眉まゆを丸め「御飯、食べて」と言う。夏樹は、しぶしぶ食堂に行くことにした。







　教育棟内・一階食堂──十人単位で使用できるテーブルが縦長に四つ並ぶ。それが何列も食堂内を占めている。人の数はまばらだ。まだお昼休みになってないからだろう。

「だから、あっちの席に詰めて座れって言ってんのっ」

　中学生くらいの少女が、トレイを持った大だい地ち・オルソン・山やま武たけに言った。

　クリっと大きな瞳ひとみ。ロングヘアーで、髪の両側を纏まとめて止めている。

　小さな身体からだも顔つきも、十分に幼さを残す。ワイシャツにスーツパンツ姿は、子供が大人の格好をしているようにしか見えない。生意気という服を着たお子様である。

「あと七分でここは人で溢あふれ返るから！　先輩たちの喋しやべる時間や、悪名を考えて──」

「あー分かった！　分かったから！」

　大だい地ちは最後まで少女の話を聞かず、言う通りにした。

　大地・オルソン・山やま武たけは悪い方の意味で有名人だ。食事を摂とっていた何人かの生徒は、少女の安否に気を揉もんでいたが、杞き憂ゆうに終わる。

「あーもー、時間取られた」

　少女は腰に手を当てる。それから小走りで配はい膳ぜんコーナーに向かった。

「もうすぐピークに入るので、郷ごう田だのオバちゃんは今のうちに裏口のダンボールを外にだして。あと畑はたけ山やまさん、券売機の鍵かぎ。感熱紙、見てきます」

「はいよ。働きものだね、茜あかねちゃん」

　初老のコックから、少女・陽ひ葉よう茜は鍵を受け取る。

「仕事だもん」と、茜は澄まし顔で返した。

　その七分後──夏なつ樹きとセレンが食堂に着く。中は生徒達で賑にぎわっていた。

　夏樹はセレンの対人恐怖症を心配する。早々に済ましてしまう事にした。

「早くしないと昼休みが終わってしまうぞ」

　夏樹が入るとセレンが慌てて後を追う。気付いた者から二人に毒を吐いた。

「何でネイバーフッドが俺らと同じ顔で食堂、使ってんだよ」

「魔ま女じよだよ……死ね。聞いたかよアイツ。前の戦闘で──」

「新型の人も一緒だ。私、あの人が魔女の代わりにクイーンをやっつけてくれたって聞いたけど？」

「でも一般人印ナシなんだろ？　信用ならねーわ。どうせ腹ではヘキサ俺らのこと見下してるよ」

　二人を見た者たちの囁ささやきが、夏樹の耳に入ってくる。

　セレンが逃亡を企くわだてた事については既に学校中で噂うわさになっていた。

　夏樹は横目でセレンを見る。セレンはアザラシのぬいぐるみを抱え、顔を俯うつむかせていた。

　夏樹は足を止め、セレンの手を握る。

「気にするな。君は被害者で、何も悪くないんだから……もう一度言う。君は何も悪くない。俺は君の味方だ」

　夏樹の語調は荒い。

　セレンは夏樹が自分の為ために怒ってくれていると思った。夏樹の手から熱が伝わってくる。セレンは顔が熱くなるのを感じた。

　そんなセレンの手を引き、夏樹は券売機の前まで来る。

　セレンが先に食券を購入する。食券をしまうと夏樹の制服の裾すそを摘んだ。

　夏樹は美お味いしそうに見えた日替わり定食の食券を買う。

　二人は配膳コーナーへ向かい、夏樹は見み様よう見み真ま似ねでトレイを取る。その先で行われている食事の受け渡しを見て、慄然となった。

　──なん、だと？

　配膳コーナーには警備兵が立っていなかった。配膳当番の人間も見るからに非武装だ。

　夏樹の経験だと、炊き出しで暴動が起こらなかった試しはない。あれでは腹をすかした暴徒が、いつ調理場に雪な崩だれこんでもおかしくなかった。

　夏なつ樹きの兵士としての直感が騒ぎだす。

　夏樹は鋭い眼差しで辺りを牽けん制せいし始めた。夏樹と目が合った者は、すぐ夏樹から目を逸そらす。何かしたか？　と思わせるほど、夏樹の表情は迫力を帯びていた。

　周囲を警戒していると夏樹はとんでもないものを見つける。

　──子供っ!?

　夏樹は見た。この準・危険区域に子供がいるのを。

　それはつまり、暴動が起こった際、護衛対象が（セレンに加えて）もう一人増える事を意味する。夏樹はせっかく並んだ列を捨て、少女の元へ向かう。

　セレンも特に抵抗を見せない。とことこと夏樹の後についていった。

「君、ちょっといいか」

「え？　……あ、ちょっとっ」

　夏樹は有無を言わさず少女・茜あかねの手を引く。それから券売機で食券を買わせようとした。

「な！　何なのよアンタっ！」

「さぁ今のうちに食券を買うんだ」

　言いながら夏樹は退路を確認する。非常口は二か所あった。もしも暴動が起こったら、夏樹は真っ先に二人を抱えてあそこから脱出しようと考える。

「聞きなさいよ」

「礼はいい。これも軍人の務めだ」

　周囲を警戒する夏樹は、茜のジト目に気付かない。セレンは茜を見て小さい反応を見せる。夏樹の制服の裾すそを引くが、夏樹はセレンの袖そで引きにも気付かない。

「わ・た・し！　ここで働いてるんですけどっ？」

　茜がたっぷり不満を塗りたくって文句を言った。

　夏樹は充分に間をおいて「んん？」と茜を見直る。夏樹から見て茜は、セレンと同じくらいに見えた。もっともセレンの場合は見た目と実年齢が著いちじるしくそぐわないのだが。

　更に遅れて、夏樹はセレンが制服の袖を引いていた事に気づく。

「ん？　どうしたセレン？」

「あかね、食堂マスコット」

　セレンが夏樹に説明する。茜はジト目をそのままセレンに向けた。

「マスコットそのものみたいな先輩には言われたくないんですけど。セレンティーナ特務」

　茜は腰に手を当てて文句を言う。するとセレンは遅れて気付いたように、すぐ夏樹の背中に隠れた。

　無表情だがどこか怯おびえたセレンの様子を見て、茜は「は～」と息を吐く。

「……特務の重責は理解してるつもりです。私をその辺の性悪と一緒にしないでください」

　セレンは目を広げる。夏樹の背中から出てきて「よしよし」と茜の頭を撫なでた。

　茜は「やめっ！　この！」とセレンの手を嫌がるように抵抗する。

　そんな二人の様子を見ていた夏なつ樹き……改めて茜あかねに聞いた。

「君たちは知り合いなのか？」

「高等部・非戦闘科の一年の陽ひ葉よう茜。歳としは十二だけど、れっきとした高・校・生です！」

　茜は鼻息荒く名札を見せる。茜の言った肩書きが丸々、名札には明記されていた。

　夏樹が「本当だ」と、豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったハトのようになる。茜は迷惑オーラを隠さす、夏樹の背中を押した。

「ほら分かった!?　じゃあとっとと列に並ん、でっ」

「す、すまなかった。仕事の邪魔をして」

　夏樹が謝り、セレンは夏樹の後についていく。

　──何あいつ？　ロリコン？

　茜は非戦闘科の生徒なので夏樹のことを知らなかった。インパクトが強かったので、ついつい視線で夏樹たちを追ってしまう。

　片や夏樹はというと、警戒のレベルを下げていなかった。むしろ上がっている。

　茜が子供なのは変わらない。夏樹は最悪を想定して、脱出劇の脳内シミュレートに入っていた。そうこうする間に夏樹の番が来る。

　夏樹は慌てて食券を出した。それから仰ぎよう々ぎようしく直立姿勢をとる。

「食券番号八八番！　氷ひ室むろ夏樹！　本日の日替わり定食Ｂ！　サーモンピカタのレモン和あえ、一膳分の受領に上がりました！」
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　大声で敬礼──食堂が一瞬で凍つく。中でも、とびきりの冷気を浴びたのは真後ろにいるセレンと、配はい膳ぜん係のオバちゃんだ。

「食券の購入時刻は確認いたしますか！」

　オバちゃんは首を横に振る。「かしこまりました！」と夏なつ樹きは休めの姿勢になった。

　セレンは食堂中の視線を一身に浴び、生きた心地がしない。後ろから夏樹の制服の裾すそを引く。

「声、大きいっ」

　文句を言うセレン。夏樹は思いつめた表情で向り向く。

　最後まで話すか迷った……しかし夏樹はセレンに全てを明かす事にする。

「セレン、落ち着いて聞いてくれ……もしかしたら、暴動が起こるかもしれない」

「？─？」

　セレンは、夏樹のコメントが斜め上すぎて軽いパニックに陥おちいった。

「この場の警備状態は最悪だ。ザルといってもいい……ここの生徒を信用していない訳ではないが、いつ強ごう奪だつが起こってもおかしくない状況だ。俺も学校だと高をくくっていた。くそっ、こんなことなら武器をもってくるんだった」

　夏樹が本気で悔やむ。

　夏樹の真剣顔を見て、セレンはその言葉を真に受けた。「ヒャッハーっ！」とマシンガンをぶっ放して、ハムなりチーズを齧かじる悪漢どもを想像する。

　セレンは子ウサギのように震えて周囲を見た。皆が、テーブル下にライフルやデカいナイフを隠し持っているように思えてきたのだ。

「こうして毅き然ぜんとしていれば周囲への牽けん制せいにも繋つながると思うが、どこまで効果があるか……こら君！　逸はやる気持ちは分かるが順番を守れ！　そこ！　列を乱すんじゃない！」

　夏樹が他生徒を注意していると、オバちゃんが日替わり定食を出す。夏樹が大声で「受領いたします！」と言う。オバちゃんは最後まで夏樹と目を合わさなかった。

　その一部始終を見ていた茜あかねは自分の両腕を抱える。腕にはびっしり鳥肌が立っていた。

　──何あいつ……マジ、キモイ。

　夏樹は知らないところで、一人の少女から嫌われる。

「ふう」

　食事を手に、夏樹は端はしっこの席に座る。警戒のレベルを少し下げた。スパゲッティをトレイに乗せたセレンも夏樹の真向かいに座る。

　夏樹は簡単な任務を、セレンは小さな冒険を終えた気分だ。

「お前、本当に面白いな」

　けらけら笑って、見知った顔が夏樹の横にトレイを置いた。

「君は」

　夏樹の隣に座ったのは、前回の戦闘で夏樹を戦場に送りだすのを手伝ってくれた生徒だった。

「橘たちばな柔じゆう呉ごだ。整備部の部長をやらせてもらってる。会うのは先週の格納庫以来だな」

　糸目を緩やかにカーブさせ、柔呉が笑う。夏なつ樹きも顔をほころばせて右手を差し出した。

　柔呉は力強く夏樹の手を握り返す。

「柔呉か。俺は氷ひ室むろ夏樹、よろしく頼む。前は本当に助かったよ、ありがとう」

「いきなり名前か？　まぁいいけどよ。セレンティーナちゃんもお久し」

　六尺の豊かな身体からだを窮きゆう屈くつそうにテーブルに納め、柔呉は大味な笑みを浮かべる。親近感あふれる親方といった風ふ情ぜいた。

　セレンは嫌がる素振りをみせない。「柔呉だ」と小さく言った。

「部下の信頼は厚いつもりだが、プライベートはいかんせんボッチでな。一緒に食わせてもらってもいいか？　嫌だと言っても勝手に食うが」

　柔呉は笑って箸をパチンと割る。夏樹は「ああ」と快かい諾だくした。

「柔呉、またお肉」

「いやぁ。肉、喰くわないと力が出ないからな。セレンティーナちゃんも肉食べろ？　俺みたいに大おっきくなれるぞ」

　柔呉は豪ごう快かいにかつ丼をかき込む。セレンにとってその情報は、驚き桃の木山さん椒しようの木だった。今からかつ丼を買ってこようか真面目まじめに考えだす。

　──セレンが、怯おびえていない？

　夏樹は二人の様子を見て目を瞬かせる。柔呉はそんな夏樹の視線に気づく。夏樹が何を聞きたいかすぐに分かった。

「ん？　ああ……セレンティーナちゃん、昔よく格納庫に遊びに来てたんだよ。一いちノの瀬せの奴やつに弁当、届けに来たりしてな。紫会貴長ともよく遊びに来てたっけ」

　柔呉が、かつ丼をかき込みながら言う。セレンは寂しげに顔を俯うつむかせた。それを見て柔呉は慌てる。オーバーリアクション気味に夏樹に話を振った。

「で、でもスゴイな氷室！　セレンティーナちゃん、すごい人見知りなんだぜ？　俺なんて、最初は逃げられて話も出来なかったんだから！」

　言われて夏樹は想像する。

　セレンの物陰に隠れる姿がありありと浮かんだ。柔呉は身体も大きいので、夏樹は無理もないと思った。

　一方でセレンの表情に喜色が宿る。セレンは慌て調で柔呉に言った。

「夏樹っ、王子さま」

　無表情だが、セレンの言はどこか自慢気だ。二人はポカンとなる。

「私が泣いてたら……夏樹、助けてくれるの」

　それを聞いて夏樹は、何だがむず痒がゆくなる。柔呉は「そりゃ似合ってる！」と大笑いした。セレンはどうして柔呉が笑ったのか分からない。

　柔呉はどんぶりの残りを平らげる。みそ汁で口を洗い流すとポケットから携帯をだした。

「じゃあ王子さま。お近づきの印に連絡先、教えてくれ」

　柔じゆう呉ごがニカっと笑う。

　夏なつ樹きは一拍遅れて、仕事用で購入したばかりの携帯を制服の胸ポケットから取り出した。

「だいたい戦騎装の格納庫にいるから。暇ならいつでも遊びに来てくれ」

　言いながら柔呉はセレンを見る。「セレンティーナちゃんも一緒にな」と言った。

　セレンは嬉うれしくなる。柔呉の申し出に小さく頷うなずいた。

「戦騎装や後方の戦備絡みならだいたい相談に乗れると思う。困ったらいつでもかけてくれ」

「それは心強い」

　夏樹は柔呉の人柄に好感を覚える。公平で面倒見のいい奴やつなのだろうなと思った。

「これからもよろしく頼むぜ。王子」

「王子はやめてくれ」

　夏樹は幸さい先さきが良いと思う。転校初日に頼もしい友人を得ることができた。






Ⅲ　勇者の一歩









　時は二二時。寮代わりに当てられたマンションで、夏樹は紫し貴きの部屋の前までくる。

　今日の復習や調べ物、それにセレンと夕食を摂とっていたらすっかり遅くなってしまった。

　夏樹はインターホンの前で逡しゆん巡じゆんする。一回だけ申し訳ない気分で押した。

『氷ひ室むろくん？』

「すまない遅れてっ。時間が遅いから、都合が悪ければまた後日にさせてもらうが」

『い、いいわ。入って』

　紫貴がそう言うとガチャとドアの鍵かぎが開く。夏樹は罪悪感半分でドアを開けた。

「すまない、こちらが頼んでおい、て？」

　玄関に入った途端、夏樹は硬直する。

「い、いらっしゃい」

　視線をそらした紫貴が言う。顔は真っ赤だ。視線はチラチラと夏樹を見ている。

　──なん、だと？

　紫貴の格好を見て、夏樹は言葉を失う……紫貴は何な故ぜかコスプレをしていた。

　長い黒髪はツインテールにして、赤いフレームの眼鏡めがねをかける。橙だいだい色いろの着物の上に白衣を羽織る──かなり奇抜なファッションだが、夏樹はその格好に見覚えがあった。

「どうして君がツルギの格好を？」

「ど、どうしてって……だって好きでしょ？　ドクターツルギ」

　紫し貴きが手をもじもじさせて言う。

　ドクターツルギとは【ドール・ワルツ・レクイエム】に出てくる天才科学者の事だ。

　エルフィーナを作り、エイルンに改造人体を与えた少女。エイルンとは幼おさな馴な染じみにあたる。

「エイルン＝バザットはドクターツルギにぞっこんでしょ。だから氷ひ室むろくんも、って」

　紫貴が言うと、今度は夏なつ樹きが真っ赤になった。

「お、俺はツルギのこと！　そんな風になんてっ！」

　夏樹は声を裏返して言う。でも視界では、目の前の少女と、大事な人の幻影がダブって見えた。一方、紫貴はというと「くうっ！」と唸うなる。

「さすが氷室くん！　彰あき良らボイスでその返し！　エイルンはそう！　そうなの！」

　紫貴は興奮して夏樹を突き飛ばす。それから舞台役者のように手を胸に添えた。

「さぁ、氷室くん…………私を抱きなさいっ！」

「んんっ!?」

　夏樹は聞き違いかと思う。いったい、どういう流れでそういう発言が出てくるのか。

　紫貴は頬ほおを紅潮させたまま、己の覚悟を告げる。

「か、覚悟はできています……ど、どうせ私を襲いに来たんでしょ！」

「んんんっ!?!?」
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　夏なつ樹きは今度こそ理解する。聞き違いではなかった。

　紫し貴きは開き直ったのか、キレ気味に畳みかける。

「エイルンラブの私なら『九ここの重え、マジちょれぇ（笑）』とか思ったんでしょ？　でもコレは貴方あなたの考えを見越した上で乗ってあげているの！　だって私、エイルン好きだから！　ファンだから！　エイルンに最も近い貴方と結ばれる事で、私は全世界のエイルンファンの頂点に立つ！　ほら、お望み通りのエイルン・ツルギシチュよ！　襲えばいいじゃない！」

　夏樹はドン引いた。紫貴に対しては二度目のドン引きである。

「初めてがコスプレエッチとかハードルが高いのよ！　このアニオタ野郎！」

　夏樹は慌てて玄関の鍵かぎを閉める。今の紫貴は我を忘れている。下手をすれば彼女（と、もしかしたら自分）の社会的な生き死にに関かかわってくる発言だ。

　夏樹はすぐに説得を試みる。

「九重、頼む。落ち着いてくれ……ただ俺は、氷ひ室むろ義塾について聞きたいことが──」

「い！　いっとくけど私……初めてだからっ！　処女だから！　リードしてくれなきゃ泣いちゃうわよ！」

「ば！　馬ば鹿かをいうな！　結婚もしてないのにそんなこと出来るわけないだろう！」

「ここで原作準拠？　ヘタれないで！　コスプレエッチで処女散らす身にもなりなさいよ！　この鬼き畜ちく大尉！」

　紫貴は涙目で言う。夏樹の方が泣いてしまいたいくらいだ。でも生き真面目まじめな性格は自分よりも紫貴の貞操を慮おもんぱかった。

「いいか九重！　女の子がそんなこと簡単に言うもんじゃない！　もっと自分を大事に！」

「子供作ってやるっていってんのよっ！」

　紫貴はキレ口調で言う。夏樹は発言の重さに、気持ちが重たくなった。

「もう一度言うぞ、九重……女の子がそんな事を軽々しく言うもんじゃ」

「言っときますけど堕おろしませんから！　然しかるべき権利も主張させてもらいますっ！　避妊なんかしたらぶっ殺すわよ！」

　夏樹が道徳を説こうとしても、紫貴のせいで話が前に進まない。

「私、面倒くさいから！　頭で割り切れなくなったら刺すかもしれないから！　遊ぶにしても覚悟なさいっ！」

「そんなことする訳ないだろう！　君は俺をいったい何っ、ぶっ！」

　夏樹が言いかけ、紫貴のビンタが飛ぶ。葵あおいの時もそうだったが、この世界の女の子は手が早い……夏樹は瞬時にそう思う。

「はぁ──っ!?　金！　権力！　イケメンでエルフィーナ専用機！　女を喰くわない道理が無いじゃない！　私で何人目よ！　携帯見せなさい！　電話帳にある女の名前、全部消してやる！　この浮気補正エイルンもどき！」

「そんな道理はしらないし！　話にも脈絡が見当たらない！」

　こんな調子で、紫し貴きの暴走はもう数分続いた────

　陶器の音が小気味の良い音を奏でる。先ほどの喧けん騒そうが嘘うそのようだ。

　リビングにはアニメポスターや、フィギュアが飾られている。どれも、夏なつ樹きがよく知るドール・ワルツ・レクイエムのものだ。

　対面して二人がソファーに座る。二人の前──ガラステーブルの上──には、紫貴の淹いれた紅茶のカップが置かれている。

「ごめんなさい……その、変に勘ぐっちゃったの。時間も遅かったし」

「それは全面的に俺が悪い。すまなかった」

　言い合いの内容が内容だったので、二人は実に気まずい。沈黙がそれぞれの羞しゆう恥ち心しんをつつく。会話の皮切りに困った紫貴は、自分の衣装を摘んで言った。

「で、でもコスプレって案外、馬ば鹿かにできないのね。最初は抵抗あったけど……うん、これは体感的なものなのかしら。氷ひ室むろくんがハマっちゃうのも理解できる……かも」

　夏樹としては弁明したい所だが、またビンタされるかと思ったので何も言わなかった。

「……あの、話に入る前なんだけど、やっぱりちゃんと謝らせて欲しいの」

　紫貴が不意に切りだす。ソファーに座ったままの姿勢で夏樹に頭を下げた。

「前の事……本当にごめんなさい」

　突然の謝罪に夏樹は慌てる。紫貴は、前回の戦闘で夏樹とセレンにした事──セレンを拉ら致ちし、ネイバーに乗せた事──について謝っていた。

「だから、それはもういいって」

「それじゃ私の気持ちがおさまらないの……理由はどうあれ、私は貴方あなたとセレンに酷ひどい事をした。その落とし前はちゃんとつけておきたいの」

　いいながら紫貴が面を上げる。夏樹は苦笑した。不器用な奴やつだなと思う。

「九ここの重え。こうして来させてもらったのは、この学園について君に教えてもらいたい事があったからなんだ」

　夏樹は改まって紫貴に聞く。紫貴は「……聞きましょう」とカップを手に持った。

「詳しくは言えないが、俺はここの生徒をサポートするよう、塾長に命じられている。同じく、ヘキサの不ふ祥しよう事じやら戦績の不振続きで、この氷室義塾の立場が良くないとも聞いた」

　紫貴は思案顔になった。しばらく間をおいて「ええ」と肯定する。

「この島に来て……また、君や塾長の話を通して、ネイバーフッドセレンの重要性というのは一応、理解できたつもりだ。だが、昨日の戦闘から窺うかがうに、この学園の問題は彼女一人のせいとは思えないんだ」

　紫貴はカップに口を付ける。残りを飲み干してからカップを置いた。

「昨日の戦闘……貴方の目にはどう映りましたか？」

　夏樹は返答に困る。紫貴は「実にお粗そ末まつだったでしょう？」と夏樹の心中を代弁した。

「……正直、考えられない。この第弐富ふ士じは日本国の最重要拠点なんだろう？　セレンがあんな状態だからこそ、バックアップは万全にすべきなのに……今までどうして第弐富士ここが陥かん落らくしなかったのか不思議なくらいだ」

　夏なつ樹きの見解に紫し貴きは黙した。カップの縁ふちを指でなぞる。紫貴は視線を落したまま薄い笑いを零こぼした。

「そうね……貴方あなたの言う通り。でも、出来なくなっちゃったのよ。皆、ね」

　夏樹が首をかしげる。紫貴はこの学園で何があったかを語りだした。

「もともと第弐富ふ士じは【明みよう星じよう】という別のネイバーが守護していたの」

　夏樹が「明星？」と聞き返す。紫貴は無言で頷うなずいた。

「日本を半世紀もマリスから守り抜いたネイバーよ……デストブルムとセレンは、明星から日本守護のバトンを受け取った、言わば二代目となるわね」

　夏樹は五〇年と言う年月に恐れ入る。一方、紫貴は夏樹の反応を見て、彼が何も聞かされていない事を再確認した。情報の濃度を濃くして説明を続ける。

「そして私たち、差別されるも有能な技能を持つヘキサ……これを史上初めて実戦に投入した氷ひ室むろ義塾の戦果は目覚ましいモノだったわ。世界中がヘキサの扱いを見直すに値するほどにね」

　夏樹はヘキサの世情について、今日の授業で習っていた。

　マリスの襲撃を限定させられるヘキサの管理は、国の安全保障が直結する。ヘキサの管理を容易にするため、多くの国がヘキサの人権を認めていない。

　人類存亡・別種人間・国家存続と……使われるお題目は様々だが、要は〔人〕ではなく〔物〕として管理した方が、いろいろと都合が良いのである。

　非人道的な扱いも同じ人間なら可哀かわいそうになるが、別の生き物なら良心は痛まない。

　そんな風潮を、どこの国もシステムを敷いた上で構築しているのだと言う。

「明星はもともと米国預かりのネイバーで、その運用には高度に政治的な問題があったの。第弐富士での運用も、デストブルムのパイロットが見つかるまでという条件付だった」

「じゃあ……セレンがデストブルムのパイロットになったことで？」

　夏樹が聞くと紫貴は重々しく頷いた。

「デストブルムの戦線投入が可能になった段階で明星は引き下げられた。正式にセレンとデストブルムに日本防衛のバトンが渡されたのが今から七カ月前のこと……そして事件が起こったの」

　紫貴は深呼吸する。思い出すのも嫌けん悪おするように、その目を細くした。

「デストブルムには【ＤＢシステム】という自律戦闘モードが備わっていて、デストブルムは当初、それを軸にした運用で話が進められていた……セレンはただ乗っているだけでいいという話だったの。後はシステムがやってくれるからって。でも……ＤＢシステムはそんな都合のいい代物じゃ無かった」

　紫貴の言葉には怒りさえ籠こもっていた。紫貴は自分でも気付かずに拳こぶしを握りしめる。

「何か、欠陥があったのか？」

　夏樹が聞く。

　紫し貴きは憎にくむようにその事実を吐きだした。

「ＤＢシステムには……味方の識別機能がなかったの」

　夏なつ樹きは息を呑のむ。紫貴は絞しぼるように続きを言った。

「ＤＢシステムが発動した途端……デストブルムは破壊の限りを尽くしたわ」

　夏樹はこの目でデストブルムの火力を見ている。搭乗者の腕に問題があるだけで、その性能は目を見張るものがあった。もしもあんなものが暴れだしたら……。

「貴方あなたのエルフィーナが戦の女神、アテナなら、デストブルムは破壊の神、シヴァといったところかしら……二度と忘れられないでしょう、あの光景は」

　紫貴の瞼まぶたの裏に映像が走る。

　マップ上の赤と青のマーカーが一瞬で無くなった。周海にいた護衛艦が次々と轟ごう沈ちんされる。ミサイルの大雨は第二富ふ士じの市街地までも燃やし尽した──

「戦線は乱れに乱れ、自衛隊、生徒側にも多くの死傷者が出た……結局、デストブルムはクイーンを殺すまで止まらなかったの。デストブルムの初うい陣じんで出た死者は三六〇人にも上った。その被害のほとんどが、マリスではなくデストブルムによって……セレンがあの機体と一緒に【魔ま女じよ】と忌いみ嫌われるようになった事件でもあるわ」

　夏樹はセレンの心が壊れてしまわないか心配になった。この事故は明らかに研究班の失態だ。断じてセレンの責任ではない。でも事実は残ってしまうのだ……その者の心に。

　紫貴は話を続ける。

「ＤＢシステムは永久封印。デストブルムには自戒プログラムが施され、通常運用に転換されるも、今度は搭乗者の問題が持ち上がる。セレンは事故と割り切れない者たちから、一身に吊つるし上あげを食らったわ。そしてマリスが襲来すれば強制出撃を強いられる……。セレンの心身はすぐに限界がきた。またセレンの感情に左右されるデストブルムの運用は困難を極めたわ。一戦一戦が大騒ぎよ。戦績不振は重なり、戦費支出は以前の一六倍強。戦場に出る機兵部のストレスも尋常じゃないでしょう……いつ敵と一緒に吹き飛ばされても不思議じゃないんだから」

　──セレンが逃げ出すのも無理はない……そんな話。

　夏樹は初めてセレンと会った時の事を思い出す。自分を見た途端、セレンがパニックに陥おちいったことを。泣き叫んで壁に追いすがった姿を。

　同じく紫貴も、ある人を思い出していた。それは物心つく頃からの親友だった。

「それに……あの事件で、かけがえのない人も失った」

　ポツリと。消えそうな声で紫貴が言う。夏樹はそれを聞き逃さなかった。

「……生徒側にも戦死者が？」

　夏樹が聞くと「間接要因だけどね」と紫貴は加える。

「神かん無な木ぎ緑みどり……初代・機兵部部長で、この学園の太陽みたいな存在だった」

　紫貴のそれは、どこか懐かしむ口調だった。

「その子、自分の胸と同じくらい夢も大きくて……私や葵あおい、他にもたくさんの生徒が緑の夢を実現させようとしたわ」

「……差し支えがなければ、その夢というのを聞かせてもらってもいいか？」

　夏なつ樹きが聞くと紫し貴きは「笑わないでね」と前置きした。

「ヘキサが安心して暮らせる世界」

　夏樹はと胸を突かれる。紫貴は視線を落とした。

「バカな妄想でしょ？　ヘキサが夢みるなって、言いたくなるわよね」

　ティーポットを取ろうとした紫貴の手を夏樹が掴つかむ。紫貴は一瞬、うろたえる。

　夏樹は沈痛な面持ちで首を横に振っていた。

　紫貴は「優しいのね」と、夏樹の手をどける。

「話がそれたわ……この事件をきっかけにして、戦闘科からの転科ないし、後方支援に退ひく生徒が後を絶たなかった。義塾側は最初、それを認めなかったけど、塾長の鶴の一声で生徒たちの戦線離脱は受理された……うちの生途会でも作戦立案のエキスパートが抜けてしまったし、特に最前線の機兵部は、もろにその波及を受けてしまった」

　紫貴は自分のカップに紅茶を注ぎ、夏樹のカップにも注ぐ。

「神かん無な木ぎ部長の戦死に中核戦力の脱落で、退部者が続出。機兵部が誇るヘキサ大隊は今や二個中隊に……今、残っている部員だって心に病を抱えた子が何人もいる」

　言いながら紫貴は夏樹にカップを差しだす。夏樹はカップを取らなかった。

「不幸中の幸いと言えは、この大変な時期にエイルン＝バザットみたいな誰かさんが来てくれた事かしら？」

　紫貴は自分のカップを両手で取る。「貴方あなたには、本当に感謝してるんだから」と、話を締めた。

　夏樹は深刻な顔で腕を組む。話を整理しながら質問した。

「どうして学園は、明みよう星じようを呼び戻さなかったんだ？」

「……【バレッタ条約】の鎖。ネイバー明星の扱いには、大国の思惑が複雑に絡み合っているの。現在は茨城の第参ヘキサ保管領に配備されている状態だけど、今、第弐富ふ士じに呼び戻せば、セレンごとデストブルムが他国に接収される危険があるの。氷ひ室むろ側はもちろん、日本政府もそれだけは絶対に避けたいはずよ。デストブルムはネイバーの中でも特異な機体だから」

　最後に紫貴は生途会長として水面下の事実を告げた。

「これ以上、ヘキサが不ふ祥しよう事じを犯せば氷室義塾の存続に関かかわってくるでしょう。昨日の事案はヘキサ排斥団体氷室義塾を快く思わない連中を勢いづかせてしまいました。本件の落とし所として、もしまた今回の様な事態があれば機兵部は解体すると、義塾側は日本政府に正式な回答をしました」

　夏樹は目を閉じた。眉み間けんにしわを寄せて考える。今、自分の成すべき事を。

　夏樹は心を決める……ゆっくりと瞼まぶたを上げた。

「九ここの重え……俺に考えがある」

　夏樹の申し出は、紫貴を大いに驚かせることになる。







　二日後。教育棟施設内の武練場に機兵部が集められていた。

　板張りの屋内──壁には木刀が何本もかけられている。端はしには置き式のサンドバックやトレーニング機器が一まとまりに置かれていた。

　機兵部二二名が整列する。部長の葵あおいは列に外れて立つ。

　皆、灰色の迷彩ズボンに黒のタンクトップ姿だ。これが氷ひ室むろ義塾の体操着代わりである。彼らの前には制服姿の紫し貴きと、機兵部と同じ格好の夏なつ樹きが立っていた。

「はぁ？　意味わかんねんスけど？」

　最前列の大だい地ちが紫貴に言う。怒っているのは誰の目からも見て取れた。

「本日より機兵部全員には生途会の用意する特別訓練を受けてもらいます。なお、こちらは先日、機兵部の犯した命令違反についての処遇にも関かかわってきます。成果の如何いかんで機兵部貴方たちの今後が左右されますので、充分に心して訓練に取り組みますように」

　紫貴はビジネスライクに話を進める。「そうじゃなくて！」と大地が口を出す。

「なんでコイツが俺らの教官なのかって聞いてるんスよ！」

　大地は夏樹を指差して言う。夏樹は眉まゆひとつ動かさない。石のように休めの姿勢だ。

「コイツ、一般人で部外者印ナシだろ？　カンケーねーじゃん」

「彼は一昨日から正式に氷室義塾の生徒となりました」

　紫貴が説明すると機兵部がざわめく。氷室義塾に一般人が入学するケースは初めての事だからだ。葵はそれを聞いて内心、ドキッとなった。

　──先輩が、氷室義塾うちに？

「現在は戦闘科クラスへの編入に向け、個人プログラムを受けてもらっている最中です。今回の訓練はプログラム中の彼に、時間を割いて来てもらいますので、くれぐれも礼を欠くような真似は慎しむように」

「……頼んでねーよ、バーカ」

　大地が言う。「何か言いましたか？」と、紫貴が詰きつ問もん調で大地に言った。

「聞こえなかったんすか？　頼んでねーっつったんだよ。っていうかさ？　何、勝手に仕切って全部すすめてんのアンタ？」

　大地が列から一歩前に出る。葵が「亜あ賀が沼ぬま！」と、大地を制止した。

「最近つまんないよー。つまんない命令、つまんないルール。ああもうシネ！」

「こらこらオルソンくん。そういうのは聞こえない所で言うモノだよ」

　大地を真似て、オルソン、山やま武たけも列から出てくる。大地が馬ば鹿かにするように夏樹を笑う。

「だいたいそのオタク。うちらに前、泣かされてるんスけど、そんなお坊ちゃまにうちらは、何を教わるんでしょーかね？」

　大地が言うと二人が笑う。他の部員たちも口々に不満を漏らした。

「助けてもらった事は感謝してるけど、それでも一般人印ナシに仲間面されるとか勘弁だわ」

「あたし別に、アニメの見方とか教わりたくないんだけど？　死ねよオタク野郎」

「うわ、ケーコさん、厳しー。まぁ、同情の余地はありません、が！」

　侮ぶ蔑べつの言葉が次々と夏なつ樹きに投げつけられる。それを満足そうに眺ながめてから大だい地ちが言った。

「っていうこと。どうすんスか？　会長さん」

　大地が紫し貴きを挑発する。紫貴は表情の温度を下げた。

「口を慎みなさい、亜あ賀が沼ぬま部員。私も彼も上官生です」

「だ・か・らぁ、軍隊ごっこはもういいって言ってるん──」

「会長！」

　大地の話を遮って夏樹が声を上げる。

「発言の許可を」

「……え、ええ。許可します」

　キビキビした夏樹の様子に、紫貴は少しだけ挙きよ措そを失う。大地は夏樹を見てまた笑った。

「え？　なに？　アニメごっこの次は軍隊ごっこ？」

　大地を無視して夏樹は一歩前に出た。機兵部から夏樹を小こ馬ば鹿かにするヤジが飛ぶ。

　夏樹は顔色を変えず、息を吸った。

「全員！　静聴──────っ！」

　全員が即座に自分の耳を塞いだ。武練場の窓ガラスがビリビリ揺れる……とんでもない声量だった。武練場は一気に静まり返る。

「君たちに提案する。今から俺と勝負をしないか？」

　夏樹の言葉に紫貴が反応する。

「内容はそちらに任せる。俺が勝ったら特別講習を大人しく受けてもらう。訓練中の一切の反抗は認めない」

「……うちらが勝ったら？」

　皆が言葉を失う中、大地は交戦的な笑みを浮かべた。

「君らが勝ったら講習は無しだ。前回の命令違反も帳消しにしよう」

「氷ひ室むろくん！」

　紫貴が口を出そうとしたが遅かった。「ひょーっ！」と大地がガッツポーズする。他の部員たちも一気に湧わいた。

「おもしれー！　いいぜソレ！　じゃあ戦騎装で！」

　大地が言おうとして山やま武たけとオルソンが止める。

「大地、ダメだって。こいつの腕、忘れたのかよ」

「あの赤いの、凄すごい強かったよー。もしかしたらフレイム・葵あおいかデーモン・アギトくらい強いかもよ？」

　二人が小声で大地に耳打つ。そのあと山武が「任せとけ」と前に出た。

「でわでわ……男の勝負といいましたら、やっぱコレでしょう」

　山武は笑いながら自分の上腕を叩たたく。夏樹は「決闘か？」と聞く。山武は顎あご鬚ひげをいじりながら「へぇ」と返した。すぐ紫し貴きが後ろから夏なつ樹きの腕を引いた。

「氷ひ室むろくん。あの三人は身体変化分類フイジカルのヘキサよ……中でも亜あ賀が沼ぬまくんは格闘技の課外授業で教官を病院送りにした経歴もあるの。ダメよ、呑のんじゃ」

　ヘキサが発症すると、その多くが身体からだに何らかの変化をきたす。

　紫貴たち生途会役員のような情報処理能力に特化した【能力変化分類ブレイン】。

　大だい地ちたち機兵部のような身体器官が強化される【身体変化分類フイジカル】。

　そして両者の特徴を持つ【複合変化分類ハイブリツト】の三つに大別される。

　中には、何も変化をきたさない【無変化分類ノンギフト】というのもあるが、これはたいへん稀まれなケースとされる。

　大地・オルソン・山やま武たけは、身体変化分類フイジカルのヘキサなため、紫貴の心配は自明と言えた。大地が夏樹に言う。

「おいおい、今更ナシってのはやめてくれよー」

「いや。それで構わん」

「氷室くん！」

　紫貴の制止を振り切って夏樹は前に出る。軽い柔軟で肩を回した。

　夏樹はもともと簡単にいくとは思ってなかった。この展開は、夏樹にとって織り込み済みの事だ。勝負を挑めば、まず殴り合いを所望されると踏んでいた。集合場所を武練場に選んだのもこの流れを示唆したからである。

「一いちノの瀬せ」

　夏樹が葵あおいを呼ぶ。「女子部員を引かせろ」と言うと葵がすぐに動いた。

「はーい女子─。後ろ下がって─。あぶないよー」

　葵が皆に呼び掛ける。紫貴が顔を青くした。女子部員ははしゃいで葵に言う。

「部長はやんないんですか？　前みたいにぶっ飛ばしちゃってくださいよー」

　女子部員の一人が言う。葵は複雑そうな顔になる。「私、パス」と苦笑した。

　武練場・中央に、男子部員一二名と夏樹が対たい峙じする。

「いやー、オタク、ボコして処罰なしとか俺らついてるわー」

　大地が言うと男子部員達が笑う。「誰がやる？　やっぱ亜賀ちん？」と一人が言った。途端、全員が「はいはいはい！」と手を上げ、夏樹との勝負権を取り合う。

「葵、止やめさせて！」

　紫貴が武練場の隅っこに移動した葵に言う。葵が表情で、何で？　と聞いた。

「彼はエルフィーナのパイロットなのよ？　もしも何かあったら！」

「あれ？　紫貴、知らないの？」

　慌てる紫貴を見て葵はきょとんとなる。

「俺は別に一対一とはいってないぞ」

　ジャンケンを始めようとした男子部員たちに夏樹が言った。

「全員同時に来い。そうでもしないと勝負にならないからな」

　夏なつ樹きは手首を回しながら言う。機兵部全員が言葉を失った。機兵部男子たちはギャグかと思ったが夏樹の真顔を見て、全員にもれなく怒りが湧わいた。

「なんか、すっごい舐なめた事、言われた気がすんだけど？」

　大だい地ちが前に出た。山やま武たけ、オルソンも後に続く。夏樹は言葉を止めない。

「聞こえなかったか？　こいつらだけでは勝負にならないと言ったんだ！」

　三人を無視して、夏樹は後ろの男子全員に言う。

「貴様ら程度、何人束になってかかってきても同じだ！　殺す気でかかってこい！　全員まとめて、その甘ったれた根性を叩たたき直してやる！」

　夏樹の叱しつ声せいに、大地たちがまずキレた。

「死んでも……知らねぇぞおぉおぉ！！！」

　三人が一気に夏樹に飛びかかる。紫し貴きは両手で目を覆った。女子たちが身を乗り出す。

　葵あおいはというと…………三人に向かって合がつ掌しようした。

　鉄拳三発────三人が舞う。一九〇センチのオルソン含め、まるで玩具おもちやみたいに飛んだ。大地、オルソン、山武の順番で武練場の床に転がった。

　女子部員が顔を引きつらせる。男子部員が鼻水を垂らした。紫貴は「うそ？」と呟つぶやく。

　倒された三人は床の上で痙けい攣れんしていた。

　男子部員たちは、夏樹の拳こぶしから湯気が上がっているのを幻視する。

「空……飛んだ」

「ワンパンだった」

「あいつ……前に俺らにボコられてたよね？」

　男子たちが目撃した光景に仰天する。夏樹は動かない彼らに怒鳴りつけた。

「この腰ぬけども！」

　男子部員が恐怖に顔を歪ゆがめる。前に立つのは拳を握った夜叉だった。

「貴様らが殴れるのは無抵抗の人間だけか！　男に生まれたなら自分より強いモノにも噛かみついてみろ！」

　夜や叉しや……ではなく、夏樹の叱声が男子全員の本能をぶん殴る。

　半秒後、残り全員が決起した。

「「「「「うわぁああぁああぁっ！！！！！」」」」」

　男子部員が一斉に夏樹に飛びかかる。

《鍛える？　機兵部を？》

　殴り合いを始めながら、夏樹は二日前の紫貴との会話を思い出していた。

《そうだ。問題の根本はクイーンの対処法がネイバーしかないということにある》

　男子部員が夏樹に拳を浴びせかかる。

　夏樹が首を曲げて回避……そのまま彼の腹を蹴けり上げた。

《もともといた明みよう星じようというネイバー、いわば戦術核だよな。その戦術核から、機体構造に問題のあるデストブルムと、普通の子供でしかないセレンに、全て荷を背負わせた……これがセレンと多くの人との間に不幸を作ってしまっている》

　腹を蹴けられ男子生徒が宙を浮く。彼は泡を拭ふいて倒れる。

　今度は左右から二人が夏なつ樹きに迫った。夏樹は払うように手刀を交差させる。

　二人の顎あご先を夏樹の手刀が掠かすった。二人が白目を向いて昏こん倒とうする。

《ならばエルフィーナをネイバーの代替手段に置いてしまえばいい。そうすれば、この戦術核問題の大部分が解消できる。エルフィーナでもクイーンはやっつけられるからな。それに今のセレンに何かを求めるのは現実的じゃない……まず、すべきなのは、セレンを取り巻く環境を改善することだ》

「このっ！」

　一人が後ろから夏樹に抱きつき、拘こう束そくする。もう一人が正面から夏樹を殴ろうとした。

　夏樹は頭を思い切り後ろへ振る。頭突きだ。衝撃で背後の一人が星を見た。夏樹は拘束から抜け、迫った拳こぶしを受け止める。反動を殺さず、一本背負いで木張りの床に叩たたきつけた。背後の、星を見たピヨつた生徒は掌底一発でトドメだ。

《もう一方の問題であるヘキサ戦力、つまり機兵部の弱体化についてだが、取り得る手段としては強化か拡張だ……事情を鑑かんがみるに、自ら去った生徒を無理に呼び戻すのは、塾長と同じく俺も賛同できない。君たちヘキサは、体質上、戦場では真っ先に狙われてしまうからな……無理やり戦場に立たせても、悪戯いたずらに死人を増やすだけだろう》

　興奮した一人が壁際にある木刀を取ってくる。それを振り上げ、夏樹の元へ走りだした。

「おぉおっと！　手が滑すべったぁ！」

　木刀が振りおろされる。紫し貴きが「危ない！」と叫んだ。

　夏樹は片手で木刀を受け止める。次の瞬間、夏樹の握力で木刀が潰つぶされた。

　木刀を振るった彼は鼻水を垂らして「へ？」と目を点にする。

「そうか！　滑ったのなら仕方──」

　夏樹が鉄拳を引く。ぶうんと風を切って、夏樹の拳が彼の横っ面に。

「ないっ！」

　木刀の彼が壁まで吹っ飛ぶ。壁に穴を開けて気絶した。痙けい攣れんする彼の尻しりをみて、女子部員の何人かが「ハマダぁ！」と叫んだ。

《ならば残った戦力でどうにかするしかない。幸い彼らは、元々は出来ていたという話だ。基礎体力や必須技能も既に習得済みなんだろう？　速効性は十分に期待できる》

　夏樹は攻勢に出る。残りの男子に襲いかかった。男子たちは喉奥から恐怖を上げる。

《頼む。一カ月だけ彼らを俺に貸してくれ……必ずや、全員を一人前にしてみせる》

　それからはとにかく速かった。道場内を泣きながら逃げ出す者も出た。機兵部女子はその光景を見て泣きそうになっている。

　最後の一人が倒れる。立っていたのは怒り狂う夜や叉しやだった。

「これで文句ないなっ！　今から貴様らの教官は俺だ！　今後、一切の口答えは認めん！」

　勝者の夏樹が吠ほえた。

　紫し貴きは夏なつ樹きの姿に頬ほおを上気させる。夏樹の新たなエイルン要素を見つけてしまったので、ときめきに胸を躍らせているのだ。

　片や、当事者の女子部員たちは野生の熊にでも遭遇したかのように肩を寄せ合っている。

　──この人、ホント強いなー。

　夏樹の実力を知っていた葵あおいだけはリアクションが薄い。夏樹の勝利に心で拍手を送る。

　夜や叉しや、ではなく夏樹が振り返って女子に命令した。

「本日一ヒト四ヨン〇マル〇マル！　亜あ賀が沼ぬま・オルソン・江え藤とうの三人は第一グラウンドに集合！　残りは第二教育棟の２－Ｆ教室に！　遅刻は連帯責任で重い処分が下ると思え！　全員復唱！」

「「「ひ！　一四〇〇！　第二教育棟の２－Ｆ教室に！」」」

　女子部員が悲鳴で応こたえた。夏樹が「男子！」と呼びかけるが誰も反応ない。夏樹がボリュームアップして「返事をしろ！　どうした！」と叫んだ。

「先輩先輩」

　ヒートアップしている夏樹の手を葵が引く。「なんだ！」と夏樹が葵を向いた。

「みんな伸びてるけど？」

　そういって葵は死体の山を指差す。

　夏樹は我に返る。「……やりすぎたか」と頭をかいた。






Ⅳ　勇者の特訓









　春の陽光がグラウンドを照らす。夏樹の後を追うように大だい地ち・オルソン・山やま武たけが走る。

　巨大なリュックに水筒、ジャングルブーツに迷彩ヘルメット。弾の入っていないライフルを抱え、他には誰もいない校庭をひたすら周回していた。

「俺ら、もう、何周、走った？」

　息を切らして、上下・迷彩服姿の大地が言う。

「知ら、ね。二〇周、くらいじゃね？」

　山武が汗だくで応えた。犬みたいに舌を外に出している。オルソンが大声で言う。

「アイツぜったい人間じゃないよ！　サイボーグかなんかよ！」

「ペースが落ちているぞ！　早く走れ！」

　彼らのだいぶ前を夏樹が走る。夏樹に関しては三人よりもリュックが大きい。ライフルではなくバズーカを両肩に担かついでのランニングだ。大地が叫ぶ。

「俺ら、一〇キロ装備で、アイツ、二〇キロだぞ！　どういう身体からだしてんだ！」

　四人のランニングは続く。夏樹の特訓は三人が目を覚ましてからすぐに始まっていた。







　残り一九名他の部員は、一時間近くも指定された教室で待ちぼうけを食らっていた。

「亜あ賀が沼ぬまたち、死ぬんじゃね？」

　大だい地ちたちの様子を窓から見て一人が言った。彼らが思う事は一つ──自分たちは何をさせられるのか……だ。

「千歳ちとせ、落ち着きなって」

「落ち着いてるよ！　あんな奴やつになんて負けないからっ！」

　教室の片隅で、女子部員が奇声じみた声を上げる。葵あおいはそれを見て思った。彼女のような心を患った生徒は大目に見るよう、夏なつ樹きに上申しようと。

　すると前方の引き戸が開く。最初に作業着の男子二人が入ってきた。

　それから「お邪魔します」と、全自動車椅い子すに乗った少女も入ってくる。

　アッシュブロンドの長い髪を横で束ねて肩にかける。餅みたいに、真っ白で柔らかそうなアルビノの肌が特徴的だ。

「日向ひなた？」

　葵が目を丸める。整備部・副部長の八や雲くも日向と、整備部員の二人だった。

「みんな元気にしてた？」

　日向がにっこり笑う。花弁が開くような笑顔を見て、女子部員の間に笑いが広がった。「八雲先輩！」と日向に駆け寄る。葵も近くに行った。

「どうしたんですか!?」

「驚かせちゃった？　実は氷ひ室むろ教官に皆の特訓を頼まれたの」

　日向がそう言うと介添えの二人が工具を教卓の上に置いた。日向は人垣の何人かに目が行く。彼女たちは何かに怯おびえるように肩を震わせていた。

「八雲、隊長？」

　彼女たちは日向の元部下で、精神面に諸所の問題を抱える部員たちだった。

　日向は彼女たちの方へ車椅子を進ませる。両手を伸ばして怯える女子部員の頭を抱きよせた。その女子部員は突然のことに息を止める。日向は、優しく彼女の頭を撫なでてやった。

「偉い偉い。四番隊のウサギちゃん達は臆病だけど、みーんな仲間想おもい……貴方あなたたちは私の誇りだよ。ありがとね。私のぶんまで戦ってくれて」

　日向は、慈母が泣く子をあやすように優しく言う。それを見ていた何人かは、目を潤ませた。他の部員は憤ふん慨がいや悔かい恨こんを、自分たちの顔に張り付ける。

　日向に抱かれた女子部員も声を殺して泣いた。

「なんか湿っぽくさせちゃったね。じゃあ頭を切り替えて、皆でお勉強しましょうか」

　胸に抱いた彼女を放し、日向は皆に言う。

「皆にはこれから〔応急修理〕の講習を受けてもらいます」

　日向が講習を始める。整備部が次々と工具箱を教室へ運び込んだ。







　グラウンドに砂煙が上がる。山やま武たけが意識を失って倒れたのだった。オルソンと大だい地ちが山武に駆け寄る。夏なつ樹きは足を止めた。

「どうした！　もう終わりか！」

　夏樹には一切の労りがない。大地が怒って返す。

「見ろよ！　意識失ってんだろ！　殺す気かよ！」

　夏樹は足早に三人に近寄る。サッカーボールでも蹴けるように山武の腹を蹴り上げた。山武が唾つばを吐き出し、せき込む。

　大地が「おい！」と怒鳴る。オルソンが顔をひきつらせる。

「生きているぞ。ほら走れ」

　夏樹の命令が、二人の背筋を凍らせる。動かない二人を夏樹は叱しつ咤たした。

「マリスの散らばる戦場でも同じセリフを言う気か、亜あ賀が沼ぬま！　貴様らはチームで、江え藤とうは作戦中に動けなくなった！　どうするんだ！　捨てていくのか？　今、自分たちが何をすべきかを考えろ！」

　夏樹が大地の坊主頭を押さえつけ、無理やり倒れる山武を見せる。大地は口を曲げて夏樹の腕を払った。担かついでいたリュックと銃を下ろす。

「オルソン、俺の持て。山武は俺が運ぶから」

「わ、分かったよ」

　オルソンはすぐ大地の言う通りにした。大地はふらつく足取りで山武を背負う。挑むように夏樹の顔を下から見上げた。

「玉を預ける仲間だけは見捨てるな……俺らが神かん無な木ぎ大隊の【五番隊】に入るときに言われた言葉だ」

　大地は喋しやべりながら前に進み出す。オルソンはその後を追う。

「もう五番隊なんてないから、元……だけどな」

　大地が悔しそうに零こぼす。二人の背中を見ながら夏樹は心中で頷うなずいていた。







　時間は二一時になる。外はすっかり真っ暗になっていた。

　整備講習を終えた機兵部が談笑しながら教育棟玄関にやってくる。

「八や雲くも先輩、すっかり整備部の貫録あったねー。やっぱ出来る人って、どこにいても必要とされるんだろうねー」

「八雲観音さま、マジ女神。癒いやされた。ほんと美人だよなぁ、あの人」

「啓けい二じ、なに鼻の下のばしてんの？　死ね。別れる」

　玄関に笑いが広がる。しかし一緒の葵あおいは、姿が見えない大地たちの身を案じていた。

　一人が玄関の外を見た。さめざめとその顔を凍り付かせる。

「お、おい、あれ」

　オルソンを担ぎ、山武と大地を両りよう脇わきに抱えた夏樹が玄関口から入ってくる。全員グラウンドの土まみれだった。夏なつ樹きは無造作に三人の身体からだを機兵部の前に放ほうっていく。

「まさか、今の今まで……？」

　一人が呟つぶやく。夏樹は息を整えながら機兵部を見る。

「全員、講習は終わったか？」

　汗を拭ぬぐって機兵部に聞く。夏樹の迫力が部員たちから笑顔を奪った。近くにいた何人かが首を縦に振って夏樹の質問に答える。

「ならそいつらを医務室へ運べ。目が覚めたら、全員二階のＦ教室に来させろ」

　迷彩色の上着を脱ぎながら命令する。夏樹が怖くて、誰も何も言えなかった。

　葵あおいが見ていられず、夏樹に聞く。

「せ、先輩……ま、まださせるの？」

「君が感知する事ではない。一いちノの瀬せ部長、今日の八や雲くも副部長の講義の進捗具合をレポートにして出すように。明日までで構わん」

　夏樹が水筒の水を飲みながら言う。水を飲み干してから全員に言った。

「三日後、そちらの講義を見に行く。よく今日の内容を復習しておけ」

　全員、息を呑のむ。夏樹の真剣顔は、通つう達たつにも恫喝にも見て取れたからだ。

「返事をしろ！」

　畏い縮しゆくする機兵部に夏樹が怒鳴る。慌てて全員が「了解！」と返した。

　こうして機兵部の特訓一日目が幕を閉じる。そう。三人以外のが──だ。







　二三時半になる。夏樹の指定した教室では、大だい地ち・オルソン・山やま武たけが残されていた。

　三人は覚かく醒せいしてすぐ、ここに連れてこられる。シャワーはおろか、食事も着替えも許されていなかった。三人とも疲労で意識が飛びかけていた。

「それが今日の訓練の締めくくりとなる。戦騎装の小隊編成について、各々が理想と思う運用形態を書け。全員、終わるまでこの部屋からは出さん。明日の特訓は八時からだ。とっとと終わらせて休むことを勧める」

　教卓の横に立って夏樹が言う。三人はこんなの、ただの拷ごう問もんだと思った。

　体力があれば殴りかかりたいところだが、誰もが一言を出すのも惜しんだ。

「貴様らはチームだ。よく考えて動けよ。じゃあ始めろ」

　夏樹が教卓の横に椅い子すを置いて座る。その言い回しを不自然に感じ、山武が手を上げた。

「これを書きあげればいいんスよね？」

「そうだ」

「大地、オルソン、お前らの貸せ」

　山武が二人から五枚物のレポート用紙を奪う。二人は何か言おうとしたが疲労で言葉が出なかった。

「昼間は俺が足ひっぱったから、これくらいさせてくれ。終わるまでお前ら寝てろ」

　山やま武たけが言いながらペンを走らせる。オルソンと大だい地ちが夏なつ樹きの方を向いた。いいのか？　と視線で聞いたのだ。夏樹は無表情で答える。

「一人が全員分をやってはいけないとは言ってなかったな。よし、許可しよう」

　オルソンと大地が目を剥むく。二人とも山武の肩を叩たたいてから机に倒れた。

　一秒で二人がいびきをかく。山武はレポート用紙を埋めながら「ありがとよ」と夏樹に言う。夏樹は何も言わなかった────

　異常なまでの眠気に襲われながら山武は一五枚を掘り進める。三枚を埋め、五枚を埋め、十枚目に来て山武の意識がプツっと切れた。ガンと机に額をぶつけ、山武も力尽きる。

「〇マル〇マル五ゴー四ヨン……これにて一日目の特訓を終わりとする」

　夏樹がエンブレムクロック懐中時計を見ながらつぶやく。

「よく頑張った」

　夏樹の顔には優しい笑みが宿っていた。夏樹が椅い子すから立ちあがる。静かに出入り口の方へ行き、ソーっと引き戸を開けた。そうして夏樹は、小声で彼女にも言う。

「セレンも……お疲れ様」

　廊下の壁にもたれてセレンが寝息を立てる。手にはアザラシのヌイグルミと、夏樹への弁当が大事そうに抱えられていた。







　三日後──第二教育棟・２－Ｆ教室。午前八時。

　備え付けの机は隣の教室に移してある。現在、２－Ｆ教室は大きなブルーシートが敷かれ、その上に工具箱やら戦騎装のパーツが揃そろえて置かれている。朝早くに皆で来て、部屋を片付けたのだ。本日は夏樹が講習に同席する日だった。

　講師が来るのを機兵部は、ブルーシートの上で整列して待つ。

　日向ひなたが車椅子に乗って前の方から入ってくる。後ろから夏樹が入ってきた。夏樹の姿を見るや動機が激しくなる者、緊張で身体からだが固くなる者が何人も出た。

「はい、みんなー。今日もよろしくお願いしますね」

「「「よろしくお願いしますっ！」」」

　全員が腹の底から八や雲くもに挨あい拶さつした。

　八雲は「わ、すごい」と瞼まぶたを広げる。それから夏樹の方を向く。夏樹は無言で頷うなずいた。

「それじゃ今日の訓練を始めましょう。昨日の続き、戦騎装間のバイパス交換訓練から。まずは二班に分かれてください」

　八雲が言うと機兵部はキビキビした動作で講義室の左右に分かれる。

　八雲は「おお」とまた笑う。夏樹の鬼教官としての雷名は彼らの耳にしっかり届いていた。これはその雷名効果と言える。

「では本日の講習に際しまして、教官から一言」

　八雲が夏樹に振る。全員が息を呑のんだ。夏樹はバインダーに書き込みをしながら言った。

「固くなる必要はない」

　全員が怪け訝げん顔になる。夏なつ樹きの声こわ音ねが優しく聞こえたからだ。夏樹は全員に向き直った。

「普段通りにやってくれ。俺は今日、講習に混ぜてもらうだけだから」

　夏樹の態度は、数日前とは天と地だった。軟化した態度に安心した者、逆に不審に思う者とで分かれる。夏樹の心情が読めず、生徒達の緊張は拭ぬぐわれない。

「じゃあ始め」

　パンと八や雲くもが手を叩たたく。全員が一斉に昨日やった事を実演した。

「八雲副部長。この訓練は？」

「教官。八雲で結構ですよー。これはですねぇ、戦騎装の走行障害時に行う応急修理の講習になります」

　二つのブルーシートの真ん中にそれぞれ置かれる長方形のユニット。

　これは戦騎装のスネを切断した物だ。断面から中の構造がよく見える。部員たちはホースみたいな駆動系バイパスを切り、それとユニット内のバイパスを交換していた。

「戦騎装に起こる走行障害の七割が、駆動系バイパスの断線によるものです。替えの足スペアマウントの運搬が見込めない場合でも、同型のマウントであれば、パーツを流用して走行を可能にさせることが出来るんです。これはその訓練ですね」

　八雲が講習のコンセプトも込みで説明する。ニコニコ顔のまま夏樹を見上げた。

「現場で最も起こり得て、かつ、最悪を想定したモノですよ。現場で闘たたかう皆さんを無事、生還させるための訓練です。教官のオーダー通りでしょう？」

　最後のは余計だ、と夏樹は思う。何人かはそのやり取りに聞き耳を立てていた。日向ひなたは床に置いてある工具箱を夏樹に差しだす。「教官も一緒に」と言った。

　夏樹は苦笑してそれを受け取る。夏樹は予め顔を覚えていた何人かの下へ行った。

「どうだ？　覚えられそうか？」

　夏樹が話しかけたのは、精せい神しん疾しつ患かんを患わずらう女子部員だ。

「は、はい。なんかこういう訓練もいいですね……自分なんかにも出来ることがあるのかなって思えます」

　緊張する彼女の隣に夏樹は胡坐あぐらをかく。彼女と同じ物を、自分の工具箱から探した。

「この訓練はとても重要だぞ……応急処置方かたを知っているのと知らないのじゃ雲うん泥でいだ。戦騎装の稼働には人命が直結しているからな。心して取り組んでほしい」

　言って夏樹は工具を手に取る。レンチを見せてにっこり笑った。

「君は手際がいい。他の生徒にも教えて、情報共有に努めてくれ」

「は！　はい！」

　女子部員は興奮気味に快かい諾だくする。「それと」と夏樹は続ける。

「俺も偉そうに言ってはいるが何も知らないんだ。一緒に教えてもらってもいいか？」

「あ、それじゃっ」

　その女子部員は鼻息を荒くして説明を始める。彼女と同じように疾病のある生徒が話に加わっていった。その様子を遠目で見ていた葵あおいは声を呑のむ。

　──すごい、先輩。

　彼女たちは自らの責任感から機兵部に残留を決めた部員たちである。

　七カ月前の事件から退部者が後を絶たなかった頃、己の恐怖に抗あらがってまで闘たたかう事を選んだ生徒たちだ。強大なストレスを抑えるため、出撃の際には興奮剤の投与を要するほど彼女たちは心をすり減らしていた。

　今の機兵部は、そんな彼女たちの力を借りなくてはならない程に弱体化しているのだ。

　──あの子たちが……笑いながら訓練してる。

　葵は部長として、負い目にも似た責任を感じていた。でもあの笑顔をみて、心が軽くなる思いだった。

「もし、この中で自分が周りに迷惑をかけていると思っている人がいたらどうか覚えていてほしい。戦場にはそれぞれ役割があり、その役割には決して優劣はないということを」

　夏なつ樹きが協力してもらいながらレンチを回す。ユニット内のナットを外しながら全員に言った。

「自分が今、出来ない事を、他の誰かがやってくれている。そして、他の誰かが出来ないことを今、自分がやっている。どちらも不可欠なんだ。それぞれがそれぞれの最善を積み上げながら状況が動いて行く」

　部員たちは夏樹の話に耳を傾ける。

「もしもこけたら堂々と助けてもらえばいい。助けたソイツも結局は助けられるんだから……君たちは、その時、君たちが出来る最善を精一杯やる。もしどうすればいいかを迷ったらこれを思い出してほしい」

　言い終えると同時に、夏樹たちの班が実習を終える。班内で、喜ぶ声が広がった。話を聞いていた部員の多くは、僅わずかだが夏樹への悪印象を氷解させていた。







　一七時。実習を終え、第一格納庫の戦騎装ハンガーを夏樹と日向ひなたが歩いていた。

　夏樹は格納庫を見渡して思し索さくを巡らす──





　　　　＊＊＊＊＊






　遡ること五日前……夏樹が機兵部の特訓を申し出た翌日の話である。

　訓練の概要を聞いた紫し貴きは、「うってつけの人がいる」と夏樹をこの場所に案内した。

　鋼材の床を踏みしめ、夏樹は紫貴の後を追う。遠目で柔じゆう呉ごと彼女を発見した。

　──あの子……。

　全自動車いすに身を預ける少女──彼女こそ整備部・副部長の八や雲くも日向だった。

　日向と柔呉は二人に気付くと歓かん待たいする。

　夏樹は柔呉と挨あい拶さつを交わし、それから日向と自己紹介の握手を交わす。

「初めまして。氷ひ室むろ夏樹です」

「初めまして、救世主さん。私は八雲日向です」

　日向ひなたはにっこり笑う。その笑顔には境きよう遇ぐうによる──障害を持つ事への──陰りが無かった。一方、夏なつ樹きは〔救世主〕という単語に気が行く。思わず日向に聞き返した。

「な、何ですか？　そのずいぶんと仰ぎよう々ぎようしい物言いは？」

「ご存じないんですか？　一部の戦闘科生徒の間じゃ、氷ひ室むろさんのこと、そう噂うわさしてる人もいるんですよ？　まー良くない噂も広まってるし、一般人を快く思わない人も大勢いるから、そうは思えないかもしれないですけど……あ！　私はもちろん、前者です」

　日向は「有名人、有名人」と、握手する手を子供っぽく振る。

　──こんな女の子まで、前線に出るなんて。

　夏樹は日向の脚を見て思う。紫し貴きから前情報で聞いていた。日向は元・機兵部員で、戦闘中の事故から下半身の機能を大幅に損なってしまったことを。

　夏樹（＝エイルン）のいたラインハルト軍では、女性士官が前線に出る事はまずない。

　葵あおいもそうだが、こんな年とし端はもいかぬ少女までが前線に赴おもむく。

　夏樹はこの世界の悲壮さに胸を締め付けられた。笑顔を作ってから日向に申し出る。

「実は君に、お願いしたい事があるんだ」

　夏樹は日向の心痛を危惧するも……彼女に話を聞いてもらった──





　　　　＊＊＊＊＊






　夏樹は、日向と初めて会った時の事を思い出す。申し訳ない気分がまた鎌かま首くびをもたげた。

「八や雲くも、君には本当に感謝してる……突然の話だったのに、快く引き受けてくれて」

　日向は「いーえー」と夏樹に微笑ほほえみ返した。
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「機兵部解体の危機なんですから。元・部員の私が手伝うのなんて当然ですよ。でも教官さんって、一般人なのにホントお優しいんですね。紫し貴きちゃんの采さい配はいもナイスです」

　夏なつ樹きは首をかしげる。

　車椅い子すを進ませる少女は、話を聞かされた時から特訓の狙いを見抜いていた。

「傷病除隊の私なら、あの子たちからも信頼がありますし、心的負担もかけない。また戦闘行為以外にも出来る事があるって自信をつけさせれば、思考の陰転も防げますから」

　夏樹は顔を暗くする。日向ひなたに負担をかけていると思ったのだ。

「八や雲くも、やはり俺は君に無理をさせてないか？　もし君に辛つらい思いをさせているならっ」

　夏樹が言いかけると日向は手をパタパタふった。

「違います！　ご、ごめんなさい！　嫌みじゃなくて、本当に感心しているんです。パイロット生に整備の面からアプローチをかけるような人なんていませんでしたから。ちゃんと講習を終えれば、彼らの生還率だってグンと上がるはずです。それに、私自身も嬉うれしいんですって。またあの子たちの為ために何かできるんですから……もう教官さん、真面目まじめすぎ」

　日向が言うと「そうか」と夏樹は安あん堵どする。それから周囲を見た。

　整備ハンガーに背を預ける戦騎装たち──格納庫の左右両端はしに二四体が直立する。

　ハンガー一つにつき、三・四名の整備部員が作業に従事している。

「おーいっ！」

　最奥のハンガーで一人が大きく手を振る。柔じゆう呉ごだった。

　夏樹は笑って手を振り返す。日向も柔呉の方へ全自動車椅子を向けた。

「よー。順調か？」

　柔呉は笑顔で夏樹を迎える。柔呉と少しの談笑をしてから、夏樹はその戦騎装を足元から見上げる。最奥のハンガーには、全くフォルムの違った戦騎装が背を預けていた。

「柔呉、この機体は？」

　他の機体よりも一回りは大きい。

　全身を黒と赤で塗る。そのコントラストは暗あん澹たんとした力強さを感じさせた。

　全身の至る所に機動補助用のスラスターが覗のぞく。腰回りが細い。大仰なブースターを二基、両肩に付ける。

　特に印象的なのは頭部だ。額から伸びる二本の長いセンサー系は、まるで〔角〕。口部は人間の口のようで、下顎あごから牙きばを伸ばしたようなデザインとなっている。

「まるで【鬼】みたいでしょう？」

　──オニ？

　日向が言うも、夏樹は鬼という怪物を知らない。地獄を象徴する、角と牙を生やした怪物──この戦騎装はそう表現するに相応ふさわしいデザインだった。柔呉が説明する。

「Ｉｚ－42Ｃ、【鬼灯ほおずき】……。かつて次世代戦騎装の採用競争に敗れた試作戦騎装【無花果いちじく】を大幅に改修したものだ。実験的に作られた機体だからコレ一体しかない。反動制御限界・フレーム強度・機体出力を極限まで追求した機体だ。燃費面、整備性をガン無視することで従来機の五倍近い出力と、一七〇％というアホ加速を実現させている」

　日向ひなたも説明に加わる。

「そもそもの機体コンセプトが現代の主流コンセプトに反目していて、最新世代機フオースシーズンでありながら、手足の換装タクテイカルマウント機構がないんです。その事から【第二世代への逆行リバース・セカンド】もしくは【第五世代に最も近い機体フイフス・ニアー】と、専門家の間でも意見が真っ二つに割れています。あと、氷ひ室むろ財閥と一いちノの瀬せ重工の初の合作機体となりますね」

　──いちのせ？

　夏なつ樹きはすぐ葵あおいを思い出したが、偶然だろうと流す。

「もっとも、【無花果いちじく】は乗り易さ慣熟性と生産コストに多大な問題があったから、採用競争に負けたのも当然っちゃあ当然の話だがな……この鬼灯ほおずきは、そんな無花果の数倍は気性が荒く出来ている」

「つまり、乗りこなせる者がいなかったということか？」

　説明を締めた柔じゆう呉ごに夏樹が聞く。日向は眉まゆをハの字にした。

「います。いました……これ葵ちゃん用なんです。もう乗らなくなっちゃいましたけど」

「一ノ瀬の機体なのか」

　夏樹は感嘆調で機体を見上げる。武骨で尖とがったデザインだ。怖いとすら思えた。

「いつでも使えるよう、整備は続けてるんですが……緑みどりさんが亡くなって部長になってからは、葵ちゃんはこの子に近寄らなくなっちゃったんです」

　夏樹は日向の放った緑という名に反応する。デストブルムの初うい陣じんで命を落としてしまった機兵部・初代部長の名だ。

「一ノ瀬は、その……神かん無な木ぎ緑さんとは？」

「え？　ああ。お姉ちゃんみたいに慕したってました。すっごい有名だったんですよ？　神無木緑の番犬ブルドツグとか。機兵部の女ターミネーター２とか。今はずいぶん丸くなっちゃったけど、昔は肩で風を切るような感じで、ギラギラちゃんだったのです」

　──今でも十分、そんな感じだが。

　初対面で鉄拳を浴びた夏樹としては、日向の説明はピンとこない。

「でも、じゃあ、どうして乗らなくなったんだ？　そんな凄すごい機体なら使うに越した事はないだろう」

　夏樹は軽い気持ちで、疑問を口にする。

　柔呉は複雑そうな顔で額を掻かく。日向も表情を曇くもらせた。

「教官さん……セレンちゃんが死にそうな目にあった日のこと、覚えてますか？」

　言われて夏樹は思い出す。模も倣ほう型と夏樹が戦った、あの日の事だ。

　ピンチに駆けつけてくれた葵は、確かにこの機体には乗っていなかった。自衛隊の戦騎装をわざわざ略取して出撃したと、夏樹は後から話を聞いていた。

「葵ちゃんがセレンちゃんのことを猫可愛かわいがりしているのも有名な話なんです。レズって噂うわさが立つくらいなのに……それでも葵ちゃんはこれを使わなかった。どうしてだと思いますか？」

「一いちノの瀬せは、この機体に何か特別な感情を抱いてる、とかか？」

　夏なつ樹きの問いに、日向ひなたは否定も肯定もしなかった。鬼灯ほおずきを見上げたままポツリと言った。

「私が思うにですけど……多分、誓いなんだと思います」

「誓い？」

「いなくなった緑みどりさんの代わりを務め上げる。好き勝手にやっていた過去の自分との決別……って、ところなのかな」

　夏樹はそれを聞いて引っかかりを覚えた。歯に何かが詰まるような、あの気持ち悪さだ。

　片や日向は、憂い顔で夏樹の方を見る。しばらく思案し、意を決するように夏樹にお願いをした。

「教官さん。実は葵あおいちゃんのことで相談したいことがあるんです」

　夏樹は「なんだ？」と聞く。日向の話を聞いた夏樹はすぐに行動を起こした。







　その夜──時間は二三時を回る。

　ベランダの手すりに足をかけ、葵が黙々と腹筋をする。ちなみにここは八階なので落ちたら即死だ。黒いタンクトップにハーフパンツ姿。タンクトップは汗でぐっしゃりだった。

　──二九八！　二九九！　三〇〇っ！

「[image: ][image: ][image: ]っと！」

　最後の力を振り絞しぼるように上体を上げる。「ハっ！」と刺すように息を吐いてベランダをよじ上る。葵は倒れかかるようにベランダにへたり込んだ。しばらく、荒い呼吸を整える。

　それから地べたに置いてあったペットボトルの水を飲む。バキバキにカットアウトされた腹筋が、水を飲む毎に動く。プハと水を飲み干して葵は部屋に戻る。

　葵の自室は実に女の子らしくない部屋だった。

　ベンチプレスにダンベルなどのトレーニング機器が散乱する。

　テレビなどつけないので埃ほこりをかぶってしまっていた。机の上には、分厚い資料ファイルと旧式のノートパソコンが置かれる。

　机棚の一つ──其そ処こだけは綺き麗れいに掃除され、〔一つの写真立て〕が飾られていた。

　──緑ねえ。

　写真には、亜麻色の長い髪の少女が写っている。優しいお姉さんといった感じだ。彼女に抱き付かれて葵が困っている。彼女の隣にはセレンの手を引く紫し貴きが立っていた。

　彼女こそ、葵が夢を預け、姉と慕したい続けた【神かん無な木ぎ緑】、その人だった。

　──命に代えても皆は私が守るよ……緑ねえみたいに。

　葵の目が次第に潤んでいく。葵は乱暴に目元を拭ぬぐうのだった。






Ⅴ　子供たちと萌ほう芽が









　トリトン号事件──一九六一年九年前に起こった、マリスとの遭遇による民間人の虐殺事件である。六〇〇名の乗客を乗せた豪華客船・トリトン号が子団（＝クイーンと行動を共にしない）マリスと遭遇。絢けん爛らんな船上パーティーは一夜にして惨さん劇げきに変わる。

　死者五九九名。生存者一名。

　唯一の生存者は、皮肉にもこの惨劇を誘引したと思われるヘキサの少女だった。

　その少女の名前は一いちノの瀬せ葵あおい。船上パーティこの夜会の主賓である、一ノ瀬重工・兵器産業部門の若頭、一ノ瀬士し郎ろうの愛まな娘むすめだった。

　この事件は、当時の日本を震しん撼かんさせる。連日のようにマスコミがヘキサの危険性を民衆に訴え、それを見た多くの日本国民はヘキサの排斥感情を増悪させた。事件責任を問われた一ノ瀬グループも多額の賠償金を関係各社・遺族に支払うこととなった。




　自室のベッドの上で、葵が悪夢にうなされる────




　満天の星空を黒い煙が濁にごす。船上が真っ赤に燃えている。

　オープンデッキの至る所に炎が上がり、犠牲者の血が舞い踊おどった。

　ドレス姿の少女が倒れている。その小さな手を懸命に前へと伸ばしていた。

「だ、め」

　少女の目の前では、一匹の異形が赤ん坊小さな命を掴つかみ上げていた。

　乗客をしこたま食い散らかし、口元は血で真っ赤だ。その異形は、少女に遺のこされた、最後の家族までも奪いとり、その手に掛けようとしていた。

　少女の母が、死の間際に言った。「貴方あなたは何も悪くない。悪いのはこの腐った世界だから」と。

　少女の右手の甲に刻きざまれた、朝はなかったはずの印──六角形ヘキサの刻印──を撫なでて。

「だめ！　やめっ」

　少女は異形に懇こん願がんする。

　しかし異形は、少女に遺された最後の家族……先月、生まれたばかりの弟を──

「食べちゃだめぇええええええええええええええええぇっ！」

　少女の願いごと噛かみ潰つぶした。




　ノイズ──画像が荒れる。




　返り血を浴びた少女の前に、黒い外がい套とうを纏まとった男が立つ。

　二〇代くらいの青年である。夜にも関かかわらず、大きなサンゴーグルをかけている。

　放心する少女を一いち瞥べつすると、青年は唾だ棄きするようにその言葉を言った。

「ステルス解除……来い！　アトメントっ！」

　男の言葉をキーに夜空が割れた。

　空間がガラス破片のように砕くだけた。闇の中から二本の黒腕が現れる。空間から這はい出るように真っ黒なボディが現出した。その姿はまるで【魔人】。

　魔人を模す鋼の巨人は、青年の傍そばに降り立つ。魔人のロボットは拳こぶしと拳を打ちつける。

「自動索敵モード。対象指定・全マリス……滅却せよっ！」

　青年がそう命じると、魔人のロボットが船上の怪物たちを駆逐し始める。

　少女の虚うつろな視界が映したのは、青年の両手だった。自分の刻印と似た物が、青年の手の甲にそれぞれ在ある。刻印の中には〔０〕の数字が入っていた。

　外がい套とうの青年が、自分の右耳を押さえる。

『親父、もうすぐ周回衛星がこの上空を回る。ずらかるぞ』

　黒い外套の青年は「ああ」という。それから返り血まみれの少女に言った。

「特異点……今は泣けるだけ泣いておけ。お前のこれからは、中々にしんどいぞ」

　燃える船上の悪夢はそこで途絶えた。




　場面が転じる。




　高層ビルの最上階──豪ごう奢しやな執務机に座る老人の前で、少女が床に押し付けられる。

『やだ！　どうしてっ!?　私は犬じゃない！　首輪なんて付けないで！』

　泣いて暴れる少女に、男が無理やり首輪を付ける。

「助けて！　助けてお爺じい様さま!!」

　少女は必死に手を伸ばす。和装の老人──狼おおかみのように鋭い両りよう眼め。顎あごには髭ひげをたっぷりと生やす。老人は憤ふん怒ぬに目を血走らせる。両拳を震わせるほどに握りこんでいた。

「会長！　どうか堪えてください！　マスコミも来ているんです！」

　秘書の男性が、和装の老人に必死の形相で訴えかけていた。




　場面が転じる。




　牢ろう獄ごくの様な暗い廊下──首輪を引かれて少女が護送される。

「早く歩け！　一〇五三番！」

「私は一〇五三なんかじゃない！　私の名前はっ──」

　少女がそう言うと後ろの護送官が少女の尻しりを蹴けりあげる。少女は廊下の壁に頭をぶつけた。

「テメーにもう名前なんてねぇんだよ！　いい気味だ！　今までさんざん良いもん食ってたんだろぉ!?　お嬢様ぁ！　これからは死ぬまで不ま味ずい飯食わせてやる！　最高だよなぁ！　天上でふんぞり返ってた金持ちが、人間以下になっちまうんだからよぉ！」

　痛みに泣いていた少女が、首輪を引かれて無理やり立たせられる。

　護送官の下げ卑びた笑いが黒い廊下に木霊こだました。




　場面が転じる。




　木造教室──幼年ヘキサの学習場で、少女がクラス中のヘキサに囲まれる。

「一〇五三！　ここのルールは番号の新しい順で下だからな！　俺のいうことっ」

　偉そうにふんぞり返った悪ガキを、少女は問答無用でぶん殴る。すると今度は、クラス中の子供たちが少女を殴りだした。




　場面が転じる。




　汚い畳が敷かれた共同部屋──うつ伏せで少女が倒れている。動かなくなるまで殴られ、それから自室に放ほうられたのだった。

　朦もう朧ろうとする意識の中、痛む頬ほおに冷たいタオルが当てられる。

「あなた……今日のお水、全部使って」

　綺き麗れいな黒髪の女の子が言った。

　──誰？

「でもぉ、痛そうだったから」

　手当てをする、亜麻色の髪の女の子が困ったような声を上げる。

「はぁ……いいわ。今日は土曜だから田た所どころ看守がきたら頼んでみる」

「わぁい！　だから紫し貴きすきぃ！」

　──さわ、んな。

　手を払おうとするも……亜麻色の髪の少女は、ヒマワリのような笑顔を少女に向けた。

「私は神かん無な木ぎ緑みどり！　よろしくね！　一ノ瀬葵ちゃん！」────

　うなされていた葵あおいは、いつの間にか静かな寝息を立てていた。




　翌朝の八時。

　葵が特別棟の廊下を歩いていく。本日は濃緑の制服をきちんと着る。鼻息荒く、気合が全身から漲みなぎっていた。

　早朝から葵は、夏なつ樹きの呼び出しを受けていた。大だい地ちたちには、苛か烈れつな特訓が課せられていると聞く。部長の自分がこのまま──楽しい整備講習──で済むとは思っていなかった。

　──絶対、乗り越えて見せる。

　葵は歩きながら拳こぶしを握った。機兵部の部長として、部員たちに恥じない、最高の結果を出すと心に決める。

　葵あおいは指定教室の前まで来た。軽く深呼吸し、「失礼します！」と大きな声で戸を引いた。

「本日より別任務に当たります、機兵部・部長の一ノせ、で、す？」

　固い挨あい拶さつが後半、疑問系になる。葵は「？」と眉まゆを顰しかめた。

「葵、葵」

　ホワイトボードの前にはセレンがいた。ヌイグルミを抱え、待ち構えてたと言わんばかりの様子である。

「セレンが、どうして？」

　葵は当惑する。セレンはと言うと、無表情だがどこかそわそわしていた。葵は苦笑し、「おいで」と手を広げる。セレンは飼い主に呼ばれた犬みたいに葵の手の中に納まった。

「久しぶり、セレン」

　葵はセレンの頭を撫なでる……寄せる波のように、葵の胸に罪悪感がやってきた。

　七カ月前の事件以来、葵はセレンと疎そ遠えんになっていた。

　二代目部長に就任し、部の存続に駆け回っていた事もある。でも、その裏には後ろめたい事情もあった。

　機兵部内でセレンを憎にくむ者は多い。部長として、この時期に部員の反感を買うのは絶対に避けたかったのだ。故に、葵はセレンを遠ざけた。避けていたと言ってもいい。

　葵は壊れゆくセレンを置いて、機兵部を取ったのだ。

「ゴメンね……セレン」

　そのゴメンは、葵にとって万感の籠こもったものだ。セレンは葵の胸の中で小さく首を横に振った。

「お、早いな。二人とも」

　前方の引き戸から夏なつ樹きがやってくる。制服の上を脱ぎ、ラフな格好だ。手には教材ドリルのようなものが何冊も持たれている。

「せ、先輩！　じゃなかった！」

　葵は声を上げてセレンから離れる。大慌てで振り返り、夏樹に敬礼した。

「おはようございます！　氷ひ室むろ教官！　〇マル九キユウ〇マル〇マル！　一いちノの瀬せ葵・機兵部長！　別命任務に着任しました！」

「はい、ご苦労様」

　葵としては今年最高の挨拶だ。でも夏樹の方は作業ついでの軽い返答である。葵は夏樹の態度が厳しくないのでおかしいと思った。

「それで教官！　私の任務とはなんでしょうか！」

　葵はそれでも気を抜かない。直立したまま質問する。セレンが「葵、変な喋しやべり方」と、葵にじゃれついてきた。

「せ、セレン、今は任務中だから」

「いや、それでいいぞ」

　夏樹が笑う。「そんなに硬くなるな」とも付け加える。

　葵あおいは面食らう。葵としては、前回の不ふ祥しよう事じや機兵部の現状から、出会い頭にぶん殴られるくらいの覚悟はしていた。拍子抜けもいいところである。

「葵、セレンと遊ぶ」

　セレンが葵の手にまとわりつく。葵はビックリした。夏なつ樹きは屈かがんでセレンに言う。

「概おおむね間違ってはいないが、一応の名目は勉強だからな？」

　夏樹が言い含める。セレンは、ふんふんと頷うなずく。「ちょっと待って！」と葵が声を上げた。

「先輩！　ちょ！　今なんて!?」

「ああ、すまん。聞くに、セレンの一般教養の授業がずっと滞ってるみたいなんだ。そこでセレンの日本語講師を受け持ってもらうというのが、今回の君の任務だ」

　葵の頭に血が上る。夏樹でなければ殴っていたかもしれない。

　葵は「先輩！」と焦りを面に出す。

「何、言ってるんですか！　機兵部の皆が訓練してるって言うのに部長の私が遊べるわけないじゃん！　今回のこの機会は、機兵部が変わるチャンスなんですよ？　部内統制以外で生途会が介入したのは今回が初めてだし、しかも、他の誰でもない！　貴方を派遣した！　きっと何かやるつもりなんでしょ？　そんな大変な時期に私が頑張らないで──」

「それだ。君の悪い所は」

　まくしたてた葵を、夏樹は人差し指を立てて制止する。

「八や雲くもに聞いて、君の勤務状況を確認した。毎月の超過勤務時間が一〇〇時間近いとはどういう事だ。それに休日でも君は戦騎装の訓練で学校に来ているそうじゃないか。そんなことを続けていたら絶対に身体からだを壊す。俺達パイロットにとって、休息は任務と同じくらい大事な事だ」

　葵は「でも！」と反論する。夏樹は頑として譲らなかった。

「今の君に必要なのは、責任と緊張に縛られない時間だ。足を止めて見えてくるものもある。命令だ。従え、一いちノの瀬せ部長」

　そう言って夏樹は葵にドリルを渡す。葵は憮ぶ然ぜんとした顔でそれを受け取る。小学一年生用のひらがなドリルを見つけて夏樹に言った。

「……セレン、もうひらがなは覚えてますけど？」

「ああ。それは俺用だ」

　葵はしばらく固まる。「は？」と夏樹に聞き返した。

「だから俺用だ。すまん、教えてくれ。俺はこの国の文字が書けないんだ」

　夏樹は今日までエンブレムクロックの翻ほん訳やく機能で何とかやってきている。でも、今後を視野に入れるなら文字の習得は必須、との考えだった。

「…………先輩、日本語喋しやべってんじゃん」

「まぁ……いろいろあるんだよ」

　葵はセレンの勉強を見る事に、夏樹は訓練の合間に顔を出す事になった。







　訓練・八日目──

　一方で大だい地ち・オルソン・山やま武たけの訓練は熾し烈れつを極めていた。

　初日を終えた三人は、隣小島の自衛隊の駐ちゆう屯とん地ちブロックに隔かく離りされる。

　サバイバル知識のおさらいをしてすぐ、隣小島全域のチェックポイントを（最小限のサバイバル装備で）かけずり回される。丸二日をかけてのレンジャー訓練となった。

　四日目からは特殊部隊並の夏なつ樹きのシゴキが開始される。

　自衛隊施設を借りて、障害物行軍訓練。腰巻一つのまま砂浜を倒れるまで走らされ、遠泳をさせられたりもした。

　訓練が始まって、三人が取れた睡眠時間は一五時間を切っている。

　三日目のサバイバル訓練で、山武が通信機を介して何度もギブアップを請こうた。

　四日目の行軍訓練で、もう出来ないとオルソンが声を上げて泣いた。

　同じく四日目、泥の中で大地も泣いた……仲間の為ために逆上し、夏樹に返り討ちにあって。

　しかし、それでも三人は────揃そろって八日目を迎えていた。

　砂浜で三人が丸太を担かつぐ。黒のタンクトップに灰色の迷彩ズボンの在あり様から、彼らのこの数日が窺うかがえた。泥が乾いて茶ばみ、破れて穴も開いている。

　水分もまともに摂とる事が許されていなかった。汗だくとなるはずの丸太ランニングで、誰も汗をかいていなかった。

「よし、止やめろ！」

　夏樹が鋭い声で命令する。

　三人は担いでいた丸太棒を捨てるように下ろした。ふらつく足どりで夏樹の前に整列する。ここで倒れると腹や顔を蹴けられるのだ。三人とも身体からだがそれを覚えてしまっていた。

　辺りはオレンジ色に染まっている。三人は頭を空っぽにして夏樹の命令を待つ。

　そうして自分たちの目を疑った……三人は疲労で見間違えたのかと思った。

「三人とも。良く頑張った」

　夏樹が笑ったのだ。三人が初めて見る、夏樹の笑顔だった。

　夏樹は「座ってくれ」と砂浜に胡坐あぐらをかく。とにかく休みたい三人は、尻しりもちをついてその場に座った。

「そのまま息を整えて聞いてくれ。もう敬語もいいぞ」

　三人は怪け訝げん顔になった。三人の中で夏樹は、鬼き畜ちくというイメージが定着してしまっている。直感的に三人は、今度は精神的な嬲なぶりがくるのではないかと警戒したのだ。

「三人とも、よくこの八日間を耐え抜いたな。ここで、このプログラムの趣旨を説明しようと思う」

　夏樹が太ももをパンと叩たたいてから説明する。

「亜あ賀が沼ぬま大地。前まえ田だオルソン。江え藤とう山武……元、撹かく乱らん機動中隊【五番隊】所属」

　夏なつ樹きがそう言うと三人の目に生気が宿る。加えて大だい地ちの目には、怒りも滲にじんだ。

「氷ひ室むろ義塾の功績に、かつての機兵部の働きは大きい。その根幹意義となる囮おとり任務を最前線で務め上げたのが【伍いつ橋はし月げつ下か】の率いる、君たち五番隊だ」

「やめろ」

　大地が言う。でも夏樹は口を止めない。

「しかし七カ月前の事故で、伍橋隊長は左手の負傷から傷病転部。隊長を慕したう者、心の折れた者も機兵部を捨て、遺のこされた五番隊は君たちだけとなった」

「やめろっつってんだろ！」

　大地が立ちあがって叫ぶ。その声は半分、裏返っていた。夏樹は目に強い光を宿す。

「お前ら……また走ってみるか？」

　三人に衝撃が走る。全員に鳥肌が立った。

「君たちの戦闘データは穴があくほど見させてもらった。亜あ賀が沼ぬま、オルソン、江え藤とう……君たちの腕は五番隊の中でも間違いなく精鋭だ。君たちの高機動連携なら、俺は一個小隊運用でも十分に機能すると見ている……そのうえで今回の特訓を君たちに課した」

　言いながら夏樹は地面を指差す。大地は口を開けたまま再び地面に座った。

「やることは前と同じだ。最前線を走ってもらう。しかし前とは違い、陽動に避ける人員は君たちしかいない。かつての三分の一編成だ。死亡率も俄が然ぜん、上がってくる。それに加え、今の機兵部の状態では、前ほどのバックアップも見込めないだろう。だから俺は君たちを追い込んだ……精神的にも、肉体的にもな。ここで潰つぶれるようなら、遅かれ早かれ君らは死ぬ。君たちの戦場は、最後の最後まで絶対に諦あきらめてはいけない場所なんだ……生きて還かえるために」

　夏樹の弁は、三人の身体からだを熱くする。冷え切っていた心を内側から温め、暴れさせるだけの威力と魅力が夏樹の言葉にはあった。

「それでもやるか、亜賀沼？」

　夏樹の目が大地の目を射抜く。大地は自分の身体が震えたのが分かる。それは芯しんからくる、武者震い歓喜に違いなかった。

「……やる。いや、やらせてくれ」

　夏樹の目が後ろの二人を捉とらえる。やれるか？　と視線が聞いていた。山やま武たけとオルソンは一度顔を見合わせる。それから二人同時に夏樹を向いて頷うなずいた。

「よし、分かった。だがここで一つ、俺と約束してくれ」

　夏樹は真剣な顔で続ける。

「前回の命令違反……あれは、一歩間違えれば多くの戦死者を出す大だい惨さん事じになっていた」

　言われて三人は痛い所をつかれた顔になる。

「俺たちは兵士だ。戦場で死ぬ覚悟は出来ている……でも同じくして一人の人間でもあるんだ。心があり、大切な人がいて、未来がある。全て君たちと同じなんだ」

「あ、あの時のは……確かに俺らが悪かったんだけど、でも、一いちノの瀬せの奴やつが──」

　大だい地ちは視線をそらして言い淀よどむ。「そうじゃない」と夏なつ樹きが首を横に振った。

「俺は君たちに自覚してほしいんだ……自分たちが強者であることを」

　三人はその言葉に衝撃を受ける。

「君たちが勇猛に戦う姿は、きっと多くのヘキサに勇気を与えるだろう。どうか、君らに憧あこがれる者を裏切らないでほしいんだ。力はただ力でしかない。でも、正しく使えば多くの人を導く道しるべにもなる。俺は君たちに、そういう存在であって欲しいと思っている」

「……俺たちが？」

「「道しるべ？」」

　大地が言って、オルソンと山やま武たけが声を重ねた。夏樹はそうして破顔する。

「ああ、そうだ……重いぞ。これから君たちが背負うモノは」

　三人は咄とつ嗟さに、言いい包くるめられているのではないかと疑った。でも馬ば鹿かみたいに真っすぐな夏樹の眼差しが邪じや推すいを壊す。三人はどう答えればいいか分からない。

　こそばゆくて、しかし……それを覆い包んでしまうほどに感動していた。

　自分たちはヘキサだ。この第弐富ふ士じの外に出てしまえば囚しゆう人じんと変わらぬ扱いだろう。

　でも彼は……氷ひ室むろ夏樹は一般人だ。氷室財閥の御曹司だとも聞いている。

　ヘキサで無くとも、元々の住む世界が違う。心のどこかで蔑べつ視しされるのは仕方ないと思っていたのかもしれない。

　でも夏樹は違った。同じ目線で、同じ人間として、夏樹は自分たちを扱ってくれている。

　疲労で感じ易くなっているだけかもしれない。訓練をやり遂げた事への陶酔感で頭のネジが緩んでいるのかもしれない。でも一つ、揺るぎない真実があった。

　大地もオルソンも山武も────泣きそうなほど嬉うれしかったのだ。この感情は、決して嘘うそではなかった。

　涙を零こぼさないよう、大地は頭をガリガリ掻かく。立ちあがって夏樹の前に直立した。

　二人も遅れて大地に続く。

「こっちも一いちノの瀬せには思う所あるんスけど！　そんでも！　すんませんでしたぁ！」

「「すんませんでしたぁ──っ！」」

　三人は深々と夏樹に頭を下げた。夏樹は苦笑して立ち上がる。尻しりについた砂を払った。

「そう言ってもらえると助かる。いちいち噛かみつかれていたら、今後に支障が出るからな。これからよろしく頼むぞ、亜あ賀が沼ぬま分隊長」

　大地が脊せき髄ずい反射で首だけを上げる。自分を指差して夏樹に聞き返した。

「分隊長？　俺が!?」

「小隊を組ませる以上、隊長は必要だからな。君は二人からの信頼も厚い。何より追いつめられても噛みついてくる君のガッツは俺も高く買っている」

　夏樹が言うと山武、オルソンは大地の背中を押した。

「異議なーし」

「よろしくよ、たいちょ」

　大だい地ちはわなわなと身体からだを震わせる。勢いよく両の拳こぶしを天へと突き上げた。

「俺が！　俺が隊長だぁ────っ！」

　オルソンと山やま武たけは笑いながら大地の腹をパンチする。夏なつ樹きが「よし」と腰に手をあてた。

「君たちは今日から亜あ賀が沼ぬま分隊だ。今後は新生・機兵部の顔になるだろう。他の模範になるべく頑張ってほしい！」

　最後は厳しい口調で言う。三人は一斉に直立し、腹から夏樹の想おもいに応こたえた。

「「「うっす！」」」

　こうして三人には二四時間の休息が与えられる。三人はささやかな祝いを大地の部屋で開いた。食べたい物も飲みたい物も、思いつく限り買い込んで。

　いっぱい食って、いっぱい飲んで……ガラにもなく自分たちのこれからを熱く語った。そして貪むさぼるように眠る。八日ぶりの安眠は、暖かい布団の中でだった。







　同日。教室窓から優しい日差しが差し込む。葵あおいは教卓にもたれて寝息を立てる。窓の隙すき間まから入るそよ風が葵の頬ほおを撫なでた。葵は心地よく、寝入ってしまっていた。

「んあ、？」

　葵が寝ぼけ眼で覚かく醒せいする。セレンが葵の制服の袖そでを引いていた。

「ごめ、私、寝て」

　葵が口元の涎よだれを拭ふいてセレンに言う。セレンは首を横に振る。それから漢字ドリルを葵に渡した。葵が時計を見る。午後四時だった。二時間以上も眠っていたことになる。

　──気、抜きすぎだろ、私。

　葵はアンニュイな気分に襲われる。セレンはそんな葵に自分のツムジを見せた。

　葵は笑ってその頭を撫で回す。

「えらいえらい。セレンは良い子だなー」

　セレンと触れ合いながら葵は充足感を感じる。長い事、忘れていた感覚だった。

　──なんか……すごい久しぶり。

　気持ち良さそうにしているセレンを見て、肩の力が抜ける。

　──いつぶりだろ。こんな気持ち。

　二人はこの日も寄り道をして帰る。穏やかな時間は二人にとっては何カ月ぶりで……

　葵もセレンも友達として、一緒の時間を過ごすことができていた。







　翌日の朝八時。

　非戦闘科校舎第二教育棟の１－Ｄ組に、ホームルーム前の喧けん騒そうが渡る。

　三一名のクラスメイトが、年相応の子供のように騒ぎ、話している。

　クラス中央の席には陽ひ葉よう茜あかねの姿もあった。茜は音楽プレイヤーの音量を上げる。イヤホンから流れるメタルサウンドが、クラスの喧けん騒そうをかき消す。

　程度の低い世間話も、子供同士のじゃれ合いも、茜あかねにとってはノイズでしかない。

　辟へき易えきする、平日・朝の光景だった。茜は時計の針を見る。耳のイヤホンを取って、教材の準備をしようとした。すると茜の耳に、噂話が入ってくる。

「知いた？　機兵部の話？」

「聞いた聞いた！　アレでしょ？　戦闘中に部員が命令違反を犯して、今、学園側が解体するとかって話になってるんでしょ？」

　イヤホンをしまおうとした茜の右手が止まる。茜は彼女たちの話に聞き耳を立てた。

「古ーい！　こっちが最新！　あの噂うわさの彼！　例の新型に乗ってる、塾長のお孫さん？　あの人が機兵部を訓練してるんだって」

「あ、私も見たよ、ヒムロナツキ先輩。超イケメンだよねー。昨日も特別棟に歩いていく所みたし。でもあの人って一般人印ナシなんしょ？　ヘキサ根性丸出しの機兵部が言うこと聞くわけないじゃん」

「そ・れ・が……あの先輩、一人で機兵部全員、ボコボコにしちゃったんだって！　今では、力づくで機兵部を言うこと聞かせてるって、私、戦闘科の先輩に聞いたんだ！」

「ハイ、盛りすぎ～！　ナイわー！　機兵部ってほとんどが、ヤバいフィジカルやハイブリットの巣そう窟くつなんだよ？　普通の人間が勝てる訳ないじゃん。ありえなーい！」

　クラスメイト達の噂話を聞いて、茜は少なからずのショックを受けた。

　非戦闘科の部活には、機兵部が在るからこそ存在する部活もある。

　もしも機兵部がお取り潰つぶしとなれば、（機兵部だけでなく）最悪、そこの部活生徒もこの第弐富ふ士じにいられなくなる。彼女たちは事の重大さを理解していない。

　茜は年上の同級生に呆あきれを抱きつつ、噂の彼にも思考を巡らせる。

　──ヒムロナツキって……あの人でしょ？

　茜が思い出したのは、以前に食堂で会った痛い先輩のことだ。

　結局、茜はもやもやした気持ちが取れないまま、この日、授業を受ける。







　訓練・十日目──

　機兵部には第一格納庫へ召集がかけられていた。

　整備講習を受けていた一八名が整列する。彼らの前に車イスの日向ひなたと夏なつ樹きが立つ。

「本日より、戦場状況を仮想した実機訓練に入る！」

　屋内講習の時と違い、夏樹の態度は厳しい。機兵部は全員、本能的に気を引き締めた。

「この九日間で習ったことを戦騎装でやるだけだから。皆はこっちの方が得意だし心配はいらないよ」

　車椅い子すに座る八や雲くもが、ニコニコ顔で説明を付け添える。

「試験的な試みになるが、今後、機兵部の部隊運用は大きく二つに分ける事とする。一つは従来通り、後方で防衛線を構築する迎げい撃げき部隊。もう一つは前線でマリスの個別誘導を行う陽動部隊だ。なお区分のため、前者を【バックス】、後者を【アサルト】と呼称するものとする」

　夏なつ樹きが説明する。男子部員の一人が手を上げた。

「あの教官……アサルトには誰が？」

　彼の質問は、全員に過よぎった不安である。周囲がざわめいた。夏樹はすぐそれを否定する。

「いや。アサルトについては選定済みだ。君たちが行うことはない」

　夏樹が言い終えると、全高二〇メートルのメインゲートが開いていく。

　外から戦騎装が三機、順々に入ってくる。戦騎装は彼らの少し離れた所に止まった。

「あれ？　どこの機体？」

「うちの疾しつ風ぷうだよね？」

【疾しつ風ぷう】とは、機兵部に与えられた氷ひ室むろ製の最新鋭・戦騎装の事である。

　今、入ってきた機体はカラーリングがグレーではなく、青基調だった。機兵部の憶測が飛び交う。

「あれがアサルトの機体だ。色分けした方が一目でわかるからな。任務の特性上、機体のトルク回りと旋回性能を若干だが向上してもらった。従来機よりも速く動けるが、慣れるまで苦労するだろう」

　感嘆声を上げる部員たちに夏樹が説明する。

　青い三機の疾風から、防護服姿の大だい地ち・オルソン・山やま武たけが降りてきた。

「亜あ賀が沼ぬま!?」

　三人を見て部員たちが声を上げる。部員たちの中で大地たちは、別の保管領に追放されたんじゃないかと密かに噂うわさされていた。大地たちは、そのまま夏樹の前に整列する。

「教官！　亜賀沼分隊、機体の慣熟走行を終了しました！」

　三人が夏樹に敬礼する。その様子に他の全員が目をパチクリさせた。

「御苦労。休め」

「「「は！」」」

　一挙手一投足をシンクロさせて三人が休めの姿勢を取る。

　機兵部の何人かがその行動に、ぎょっとなった。

「見ての通り、アサルトは最初、この三人で試験運用するものとする。今日から君たちには、アサルトの撹かく乱らん誘導を下地に敷き、連携包囲訓練をひたすらやってもらう」

　夏樹が言うと、大地たちが大声で応こたえた。

「「「ご鞭べん撻たつ！　よろしくおねがいしますっ！」」」

　それから三人は他の機兵部員へ向く。

「手間かけますが、よろしくお願いします！」

「「お願いします！」」

　大地たちはバックスの仲間にも頭を下げる。

　男子三日会わざれば刮かつ目もくしてみよ……と言う言葉があるが、今の三人はまさにそれだ。

　彼らを見知る機兵部からしてみれば、異い様ようを通り越して気持ちが悪かった。命令違反の常習犯で、ケンカっ早い彼らが、どんな事をされればこんな風になってしまうのか……。

　女子部員の何人かが眉まゆをひそめる。

「どうしちゃったの？　亜あ賀が沼ぬまたち」

「なんか……キモい」

　夏なつ樹きが「他に質問ある者」と聞く。女子部員が恐々と手を上げた。

「あ、あの……部長は、今どこに？」

　多くの部員が耳を尖とがらす。この数日、葵あおいは訓練に参加していない。それどころか、その姿を見た者は誰もいなかった。夏樹が何かしたのは疑うまでもない。夏樹が言う。

「……彼女には別の任務に就いてもらっている。なお、内容については話せない」

　夏樹が険しい顔で言う。その眼光に女子部員は「ひっ」と声を漏らした。

　アサルトの三人が顔を青くする。

「教官の特別メニュー……死ぬなよ部長」

「きっと生きてるよ。教官、夜や叉しやだけどたまに優しいよ」

　山やま武たけ、オルソンがしみじみと呟つぶやく。それを聞いた他の生徒も背筋が寒くなるのを感じた。

「全員、自機に搭乗後、ポイントＢ５へ集合！　以上！　解散！」

　夏樹が言うと全員、すぐに動き出す。すると夏樹の携帯電話に着信が入る。

　電話は雷らい鳥ちようからだった。

「では現地で」

　夏樹が日向ひなたに言う。日向は微笑ほほえみながら手を振って移動する。夏樹は電話に出た。

『出れなくてすまないね。どうした？』

　夏樹は「こちらこそすみません」と返し、早々に本題に入った。

「前に相談しました、隊付きのオペレーターの件でご連絡さしあげました」

　夏樹は雷鳥に、専属のオペレーターをアサルト分隊に付けるよう上申していた。

　戦場は生き物だ。一秒先で状況が一変する事もある。大だい地ちたちのアサルト分隊は任務の性質上、もっとも危険度が高い。戦闘状況をリアルタイムにモニターし、いつでも支援要請を受けられるよう、専属でオペレーターを置くのは絶対要件と言えた。

　しかし電話先の雷鳥は、難しそうに唸うなる。

『以前、機兵部では生途会からオペレーターを中隊ごとに、一人ずつ付けていたんだ。現在は部・全体で防衛線を構築し、単純な迎げい撃げき任務しかさせていない。その理由には機兵部内のゴタゴタや規模の縮小といった事もあるが、問題は生途会の方にもあるんだよ』

「生途会に？」

『こっちも単純に人手不足なんだ。七カ月前の暴走事故で生途会もだいぶ傷めつけられてね。役員が何人も抜けちまってる。今は残った子たちが、抜けた連中の分も穴埋めをして体裁を整えてるのさ。その事もあって、今、機兵部は簡単な運用しか出来てないんだよ』

　夏なつ樹きは厳しい顔になる。駆け足できたシワ寄せがここで来た。機兵部の調練にばかり目が行き、後方事情までは把握していなかったのだ。

　夏樹は一瞬、オペレーター無しでの運用を考える。でもすぐそれを打ち消した。

「部員たちの生死に直結します。他機関に要請してでも、何とか目め処どを付けて頂けませんか？」

『…………分かった。最悪でも一人は役員から出すように紫し貴きには言っておく』

　夏樹は礼を言い、電話を切る。

　──今は俺のやるべき事に専心しよう。

　不安の雲を振り払うように夏樹は歩き出す。







　訓練・一一日目──

　午前の授業が終わり、茜あかねとクラスメイトの女子二人がそれぞれの部活に向かう。

「茜ちゃん、お願いっ！　日曜日の合コン来て！　医療科学部の先輩たちも来るの！」

「は、はぁ」

「リアクション薄い！　年収、五〇〇万プレーヤーなんだよ!?　ゆくゆくは一〇〇〇万プレーヤー確実の優良物件なんだよ!?　田辺たなべ先輩、本物のロリコンらしいから茜ちゃんくれば、幹事の私の株が上がるのっ！」

　パシと手を合わせて、女子の一人が茜に拝み倒す。

　──頭、膿うんでんじゃないの、このアマ。

　愛想笑いを浮かべる茜は、至極失礼な事を思う。

　そんな茜たちの前を、泥だらけの機兵部六人が通った。

「だから啓けい二じがマウント持ってくればいいじゃん、私が座標固定して」

「いやだからさ！　おれがフォワードなんだから、マウントコンテナまでの距離も考えてくれって！」

「亜あ賀が沼ぬまたち、遅いと怒鳴るんだもんなぁ。そして怒られるのは班長の啓二と言う」

「仕方ないよ、教官、アレだし。とにかくうちらの班が足ひっぱってんのも事実だから」

　真剣に話しあいながら機兵部が通り過ぎる。

　茜たちはしばし足を止めて、彼らをやり過ごす。いなくなったのを確認すると、女子二人は面白いモノを見たように笑いだす。

「おーおー青春しとるー。私たち、非戦闘科非戦で良かったねー」

「見た!?　ねぇ見た!?　機兵部の女子！　アレもう女じゃねーよ！　スッピンでよく人前、歩けるよ！　ちょー写メとりたかった！」

「…………」

　二人の笑い声をＢＧＭに、茜は機兵部の背中を見送る。手に持つ（用務・学習用で全校生徒に配布されている）タブレットは強く握られ、茜の指先は白くなっていた。







　訓練・一二日目──

　実機訓練に入ってからと言うもの、夏なつ樹きの叱しつ声せいは学園中で噂うわさになるほどだった。

　第一格納庫で訓練を終えた機兵部が集まる。皆、戦せん々せん恐きよう々きようと言った顔で夏樹と大だい地ちたちを見ていた。

「亜あ賀が沼ぬま……俺はポイント到達から離脱まで、何分で終えろと言った？」

　アサルト分隊の三人が残され、夏樹から叱しつ責せきを受けていた。

　直立する亜賀沼が声を上げる。

「はっ！　二分三十秒であります！」

　瞬間、夏樹のビンタが飛んだ。凄すごい音が鳴り、思わず何人かが目を逸そらした。

「一四回中、目標を切ったのは九回だけだ！　これが訓練で良かったな！　その痛みをよく噛かみしめろ！」

　亜賀沼たちの疲労は、他と比べて段違いに濃い。それでも亜賀沼は「すいませんしたっ！」とすぐ夏樹に謝った。

「オルソン！　江え藤とう！」

「「は！」」

　夏樹は呼んですぐ、二人をグーで殴る。コンクリートに二人の血が散った。ソレを見た部員たちが蒼あお褪ざめる。

「何度言えば分かる！　亜賀沼は指揮・進路を執とりながらの機動だ！　通信中は盾になってでも進路を確保しろといっただろう！」

「すんません！」「もっと早くやりますよ！」と山やま武たけ、オルソンがすぐ姿勢を直して言う。

　夏樹は険しい顔のまま三人に告げる。

「明日は二分一五秒に設定する」

　三人の顔に影が走った。しかし三人はすぐさま声を上げる。

「「「はっ！」」」

　訓練は順調と言えた。目標ラインには着実に到達している。でも夏樹は日増しにハードルを高くするのだ。同郷の部員たちから見れば、同情は避けられない光景だった。

「昨日は三分で良かったのに、また縮んでるし」

「あいつら本当によくやってるって……いくらなんでも厳しすぎるだろ」

　夏樹は重大なミスをしない限り、バックスを叱責することはなかった。しかしアサルトは違う。罵声、鉄拳が当たり前だ。

　このように、亜賀沼たちの叱しかられる姿は他の部員に十分な緊張感を与えていた。彼らは夏樹の怒りが自分たちに向かないよう、真剣に訓練に取り組んでいる。

　一方で、大地たちがここまで頑張るのには理由があった。

　三人は総合訓練に入る前に、夏樹から聞いていたのだ。機兵部が解体の危機に陥っている事を──それは、自分たちの犯した命令違反に起因している事だと──

　だから三人は何が何でも結果を出さなくてはならない。

　夢みる未来のためにも……こんな所で絶対に躓つまずいてはいられないのだ。

「貴様らには期待している。結果をだせ」

　最後に夏なつ樹きが大だい地ちの胸を叩たたく。大地は「うす！」と声を上げた。

　三人は決めていた──命に替えてもツケは払うと。







　訓練・十三日目──

　総合訓練に入ってからと言うもの、夏樹が多忙を極めたのは言うまでもない。

　夜まで機兵部に指導を行う。終わったらその日の活動報告と、次の日のカリキュラムを組まねばならない。夏樹が日本語を書けないことを雷らい鳥ちようは知っているので、報告はボイスレコーダーに残してそれを提出していた。

　それから帰宅して、自分の課題──主に日本語の勉強──に取り組まなくてはならないのだ。

「ちょ！　セレン、もう遅いしマズイっ……って、なんでアンタ、鍵かぎ持ってんの！」

「？　作った」

「いや、そうなんだろうけど！　そうじゃなくて！」

　玄関外で葵あおいとセレンのやり取りする声がした。夏樹のマンションの鍵がガチャと開く。セレンはヌイグルミを抱えたままスタスタ中に入る。ちなみに時間は深夜〇時過ぎだ。

　葵は「し、失礼しまぁす」と小声で中に入る。抜き足、差し足で部屋に上がった。

　二人は電気の点ついたリビングに入る。ワイシャツ姿の夏樹がソファーで眠り込んでいた。

　正面のガラステーブルの上には、空っぽになった皿と漢字ドリルが置いてある。葵の出した課題だった。葵が中をパラパラめくる。ドリルはちゃんと書きこまれていた。

　──暇なんてないだろうに。

　葵はしみじみ思ってドリルをテーブルに戻す。セレンが葵の横を抜けた。セレンはヌイグルミをテーブルに置く。眠る夏樹の頬ほおをペチペチ叩く。葵は「なっ！」と声を上げた。

「風邪ひく」

「ん、あ？」

　夏樹の頭は覚かく醒せいしていない。夏樹はベルトに決着したエンブレムクロックをテーブルに置く。緩かん慢まんな動作でワイシャツのボタンに指をかけた。セレンが横から手を伸ばす。

　夏樹のリボンタイを外し、セレンはテキパキと夏樹のワイシャツのボタンを外していく。そのまま腰元のベルトに手を伸ばそうとして、葵はダメと言いかける。

「いい、下は、やる」

　夏樹が自分で制服ズボンを脱ぐ。靴下も脱ぎ捨て、肌着とトランクス一丁になった。葵は夏樹のトランクス姿に顔を赤らめる。セレンは無表情のまま夏樹の背を押す。

　ぐいぐい背を押して夏なつ樹きを寝室である和室に追いやった。

「何時？」

「四、時。夕飯、ごちそ、さま」

　セレンはそれだけ聞くと畳に直敷きされた布団の上に夏樹を倒す。夏樹は一瞬、うめき声を上げる。それからすぐに寝息を立てた。セレンは掛け布団を夏樹にかける。

　離れた場所に置いてある目覚し時計を四時にセットし、和室の電気を消した。

「おやすみなさい」

　小さく言って、セレンは和室の戸を閉める。

　リビングにはポカンとなった葵あおいが立っていた。

「セレン……なんか、通い妻みたい」

　分からない日本語だったのでセレンは「？」と首をかしげる。それから夏樹の脱いだ洗濯物を拾っていき、洗濯機の中に放ほうる。次は夏樹の食べ終わった食器を片していく。

　葵の方はというとポカンとしたままだ。まるで自分の家みたいだなと、葵は思う。

　セレンは制服のスラックスを畳んでソファーに置く。その上にアイロンの掛かったワイシャツ、エンブレムクロック懐中時計、ハンカチと置いていく。

　棒立ちする葵を見て何を思ったのか、セレンは葵をリビングのテーブル横に座らせる。

　台所に引っ込み、しばらくするチンとレンジの音が鳴る。セレンが皿によそった手製のポトフ夏樹の夕飯の残りを葵の前に置いた。
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　おいしそうな匂においが葵あおいの鼻をくすぐる。スプーンを持った葵に、謎の敗北感が押し寄せた……表現するなら、女として何かに負けたと言うか。

　葵は思う。自分も自炊してみようかな、と。







　訓練・十四日目──

　食堂の切り盛り部就労を終えた茜あかねは、スーツ姿のまま特別棟にまで足を延ばしていた。

〔一般生徒・立ち入り禁止〕の看板をすり抜け、茜は階段を上って行く。

　誰もいない廊下に出る。遠巻きに声が聞こえてきた。茜は抜き足、差し足で一番の奥の教室に向かった。壁に背をつけ、そーっと中の様子を窺うかがう。

　中には、機兵部部長の一いちノの瀬せ葵。特別義務生徒・セレンティーナ＝エングヴィス。

　そして例の、謎多き転校生・氷ひ室むろ夏なつ樹きの姿があった。

　層々たるビックネームの集合に、茜は息を止める。教室内では葵と夏樹が唾つばを飛ばして、何か言い合いをしていた。茜の好奇心は最高潮に達たつする。

　いったい中でどんな話が繰り広げられてるのか……茜は固唾かたずを呑のんで耳を澄ます。

「だから小さいのが川で！　大きいのが河！　もうそれでいいじゃん！」

「俺が聞いているのは！　何で漢字を二つ作る必要があるんだと聞いてるんだ！　意味が無いだろこんなの！」

　茜はこけそうになった。しかし教室内の言い合いは白熱するばかりだ。

　セレンはと言うと、葵と夏樹の間を行ったり来たりしている。

「先輩メンドクセーっ！　こんなケツの穴の小さい人だとは思わなかった！　マジっ幻滅！」

「葵。夏樹のお尻しり、大きい」

「年頃の女の子がケツなんて言葉を使うな！　前々から言おう、言おうと思ってたが、君は自分が女の子だともっと自覚すべきだ！」

「夏樹。お尻とおケツ、同じ意味」

　セレンは二人のケンカを止めているつもりだ。茜はバカらしくなって部屋に帰った。







　訓練・十五日目──

　一般人とヘキサ──両者に貼はられたラベルが夏樹と機兵部の間を隔へだてたのは当然と言える。しかし、訓練を通して夏樹の人柄に触れた者から、その隔たりが無くなってきていた。

　食堂で機兵部が遅い昼食を摂とる。一八名のバックス部員がテーブル一列を囲う。

　彼らから離れた所で、夏樹とアサルト分隊が食事を摂っていた。夏樹に関しては、何も注文せず、リンゴを一つ齧かじっているだけである。

「教官、それで持つんすか？」

「料理は一日、一回と決めている。お前らは食っておけよ。午後もあるんだからな」

　一人で二食分を食べる大だい地ちたちに、夏なつ樹きが言う。ちなみに三人は、先ほどの訓練でビンタされたばかりだ。

　休憩時間中、夏樹と大地たちは実にフランクな関係になる。

　最初の頃は、離れて一人で食事していた夏樹だったが、総合訓練に入ると、アサルトの三人が夏樹の傍そばに行くのが慣かん例れいとなっていた。

　そんな夏樹達の傍にノートを持った女子部員が来る。

　後ろには他三人の女子がついていた。それを見て女子部員が声を上げた。

「あれ？　メンヘラーズじゃん」

　その四人は心を患わずらう部員たちだった。一人が夏樹にノートを差し出す。

「あ、あの教官。亜あ賀が沼ぬまくんたちの替えの手足スペアマウントの交換について、自分たちでマニュアルを作ってみました……今までのやり方とちょっと変わっちゃうんですけど」

　夏樹は真剣顔になる。「失礼するよ」とノート広げた。読み終えると対面の大地にノートを渡す。三人も真剣な顔でノートを覗のぞきこんだ。

「どうだ亜賀沼」

「簡略化されてますね……あそこ足場が悪いんスよ。姿勢正すのと、接合ポイントを合わせるので時間、喰くっちゃうんスけど──」

　亜賀沼は感心顔だ。オルソンは子供みたいな笑みを作った。

「コレいいと思うですよ！　タイヤの付け替え楽よ！」

「俺もそう思いますね。ねぇ、ごめん。これ何分くらいで見てる？」

　山やま武たけが四人の女子生徒に聞く。ノートを出した一人が緊張顔で応こたえた。

「昨日、測ったんだけど四分二〇秒だったよ、江え藤とうくん」

　三人が笑いを顔に張り付けた。夏樹はノートを閉じて彼女に返す。

「採用だ。四五秒の短縮なら太鼓判に値する」

　夏樹が言うと四人は手を取り合って喜んだ。

「君らは午後の二時間、これを伝達できるよう話をまとめてくれ。視聴覚室は俺がとっておく」

「は！　はい！」

　夏樹が立ちながら命令する。三人はというと、昼食の残りを掻かき込こみ出した。

「亜賀沼・オルソン・江藤。悪いが休憩時間の半分をもらうぞ。俺らは現地で足場を確認する」

「だと思いました！」

「まって僕、まだ！」

「呑のみ込んでから喋しやべりなさい、この子は」

　大地、オルソン、山武は食べながら了承する。

　夏樹は足早に移動を開始する。その途中、夏樹はバックスの席に寄る。さっき彼女たちを「メンヘラーズ」と呼んだ女子の前に止まった。

「それと、山やま崎ざきもえな部員」

「は！　はぃいぃ！」

　夏なつ樹きに呼ばれて、慌てて女子部員が席から立ち上がる。夏樹は苦笑して彼女に言った。

「命を預ける仲間たちだ。ああいう呼び方は感心しないぞ」

　彼女は夏樹が聞いていた事に泡を食う。バツが悪そうに「すみません」と謝った。

「それに、そういう言動は君自身を下げる……損だぞ。綺き麗れいなんだから」

「は、はい……すみませんでした」

　夏樹は素直に謝ったその子を「偉いぞ」と褒ほめる。その女子部員は夏樹のビタースマイルに顔を赤らめた。







　訓練一八日目最終日・二日前──

　葵あおいは依然、訓練に参加させてもらえていなかった。

　一人きりの教室で、葵が教卓の上で胡坐あぐらをかく。セレンは現在、ジュースを買いに行っていた。葵が考えているのは、今も訓練を重ねる仲間たちについてである。

　──皆……なんか活き活きしてたな。

　葵は先ほど、昼食帰りと思われる機兵部を見かけた。

　大だい地ちたちや他の部員が、真剣な表情で夏樹と話をしているようだった。

　──いいのかな。私がこんなで。

　葵は正体の分からない不安を感じていた。夏樹には、きっと何か考えがあるのだと思う。でももう、それだけでは葵の悶もん々もんとした気持ちを払ふつ拭しよくするには足らなかった。

　前の引き戸が開かれる。葵はセレンを迎えようと首を向けた。

「あれ？　一いちノの瀬せ、君だけか？」

　教室に入ってきたのは夏樹だった。着ている黒のタンクトップと、灰色の迷彩ズボンには泥が付いていた。

「今、ジュース買いに行ってる」

　葵は教卓から跳び降りる。

　総合訓練も佳境に入ると、夏樹は葵の日本語授業に出られないでいた。

　夏樹は「楽しそうで何よりだ」と、手近な席に座る。疲れをほぐすように、両手を上げて背を伸ばした。それから葵に聞いた。

「どうだ一ノ瀬？　何か見えてくるものはあったか？」

　葵は不満そうな顔になる。文句ありげに口を尖とがらした。

「私って結構、漢字を覚えてないってことが分かりました」

　そう言うと夏樹が笑う。「他には？」と聞いた。葵は考える。葵の脳裏に嬉うれしそうなセレンの顔が浮かんだ。自然に葵の口から笑みが零こぼれる。

「……無駄じゃないって事だけは、なんとなく分かります」

　夏なつ樹きは「そうか」と微笑ほほえむ。片手を頬ほお机にして葵あおいに言った。

「八や雲くもが君の事をとても心配していたんだ……君はある日を契機に、何かに取り憑つかれたように部長の責任を果たそうとしてるって」

「日向ひなたが？」

　葵が意外そうな顔で夏樹に聞き返す。

　夏樹は葵の様子を見て、これなら聞けるかなと思った。

「良かったら教えてくれないか？　神かん無な木ぎ緑みどりさんのこと……君や、君たちは以前、どんな風だったのかを」

「緑ねえ？」

　その名が出ると葵の顔に喜色が滲にじむ。

　葵は何を話そうか迷いながら夏樹の隣の席に座った。

「私ね……八歳の頃、ヘキサが発症して、かなり早い段階で保管領暮らしが始まったんだ。その時はホント、色んな事が重なっててさ……見るモノ全部が腐って見えて、毎日イライラしてた……そんな時なんだ。紫し貴きや緑ねえと会ったのは」

　葵が思い出したのは、亜麻色の髪と、長い黒髪をした二人の女の子である。

「緑ねえと紫貴は孤児でさ。ヘキサになる前までは一緒の施設にいたって話なんだけど、ヘキサになって岡山の第四保管領に来たんだ。最初は『なんだこの頭の悪そうな女』って思った。でも緑ねえしつこくて……気付けば心、許してたな」

　葵は懐かしむ。話しながら机の上に、寝そべった。

「それから何年か経って、塾長にスカウトされて第二富士こつちにきたんだ。第四保管領むこうの暮らしがクソみたいだったから、ここに来た時は天国かと思った。いっぱい勉強して訓練するとお金がもらえて……そのお金で服も買えるし、美お味いしいモノも食べられる。本もパソコンもテレビも外出も、何から何まで制限がないんだもん。しばらくしたら戦騎装パイロットに抜ばつ擢てきされて戦うことになって、機兵部が出来た……。緑ねえってば、どっから見つけてくんのか、次から次へと変な奴やつ、機兵部に引っ張ってくんの。それがまた、皆、バケモノみたいな奴でさぁ……いつの間にか、大人たちが目玉ひん剥むくくらい、スゲー部隊作っちゃってた」

「すごいな……緑さんは普段、どんなことをしてたんだ？」

　夏樹の興味は募つのった。葵は寝そべったまま、首だけを夏樹のほうへ向ける。ニシシと悪ガキみたいな笑みを浮かべた。

「イベントのたびに、皆で一緒に遊び回った。美味しいもの食べに行った……部費で」

　夏樹は固まる。「ぷ！」っと笑い出した。堅物の夏樹には思いもつかない発想だ。

「ある日それが紫貴にバレてさ、部費をカットされた月があったんだ。そしたら緑ねえ、【戦騎装の展覧会】やろうって、入場料とって格納庫を非戦の生徒に開放したんだ。女子部員は全員、キャンギャルみたいに水着きせられてさ……。七なな扇おうぎがガードマンやって、月げつ下かさんや亜あ賀が沼ぬまたちが生ライブやって、双そう条じようや日向ひなたなんかは会計で、てんやわんやしてたっけ……あと撮影会だ。緑みどりねえ爆乳だから、カメラ小僧がうざかったわぁ……アイツらやっぱり殺しとけばよかった」

　葵あおいの目が据すわる。言葉の最後の方は殺気が籠こもっていた。夏なつ樹きは聞かなかった事にする。

「みんなで馬ば鹿かやって、腕磨いて、勝って勝って勝ちまくって──」

　葵の声が次第に小さくなる。夏樹は「ん？」と気を止めた。

　葵は静かに上体を起こす。空間に固定されたかのように葵の笑みは固まっていた。

　夏樹は話しかけようとして言葉を止める──葵の顔を見て、心の熱が消え去った。

「最後は私の……目の前、で」

　葵の唇は震えていた。同じく、震えた手で葵は自分の顔を覆う。

「日向も月下さんも大怪我して……双条なんて喰くわれて。あいつは……私と紫し貴きを置いて──」

　夏樹は目を見開く。しかし葵は夏樹の動転に気付かない。眼球を震わせて悔かい恨こんを呟つぶやき続ける。

　夏樹は自分の安あん易いさを強く呪のろった。

　葵もセレンや他の生徒たちと同じで────心に癒いえぬ傷を負っていたのだ。

「やっぱり私が変わらなくちゃ。私が緑ねえみたいに皆を引っ張って、そして緑ねえの夢を実現させないと……じゃなきゃ、じゃなきゃ、緑ねえは」

　葵は一人、呟き続ける。夏樹は思わず葵の肩を掴つかんだ。

「待て一いちノの瀬せ。そんなこと、緑さんが望んでるとは──」

　咄とつ嗟さに夏樹は思ったことを口にする。葵の双そう眸ぼうが広がった。

「先輩、緑ねえにあったことないじゃんっ!!」

　手を払って、葵は夏樹を怒鳴りつける。間を置いてからハッとした。

「ご、ごめ……私、怒鳴るつもり……」

　葵の胸は重くなっていた。まるで胸の中心に、黒い鉛なまりが居座ったような気分だった。葵は不安を追い払うように席から立ち上がる。勢いよくその頭を夏樹に下げた。

「先輩、お願い！　今からでも私を訓練に参加させて！」

　そんな葵の姿を見て……夏樹は激しく後悔する。

　彼女の抱える傷の深さを、夏樹は見誤っていたのだ。

「私が不ふ甲が斐いないばっかりに、皆を不安がらせてる！　私が緑ねえの代わりになんなきゃいけないのに！」

「君が一所懸命にやってるのは誰もが認めている。そんな風に自分を追い詰めるな」

　夏樹も席から立って葵を説得する。でも葵はそれを拒むように手を横に振った。

「緑ねえの時は全部！　全部、上手くいってたんだ！」

　面を上げた葵の顔には、一片の余裕も残っていなかった。

「私、決めたんだ！　緑ねえの代わりに機兵部を守るって！　もう誰も死なせないって！」

　それを聞いて夏なつ樹きは悟る────葵あおいを苦しめる鎖の正体を。

　強すぎる思いは、行き過ぎれば【呪のろい】に転じてしまう。

　葵は、亡き神かん無な木ぎ緑みどりの幻影を追い続けている……自分の大事な物を削ぎ落してでも、葵は神無木緑に成り替わろうとしているのだ。

　そんなこと、絶対に出来はしないというのに……。

　夏樹は決めた。不意に右拳こぶしを振り上げる。

「一いちノの瀬せっ！」

　葵は殴られると思った。咄とつ嗟さに目を閉じようとして──

　鈍い音がした。

　葵の思考が飛ぶ。夏樹がぶん殴ったのは自分の頬だった。

「っ!?　え？　なに？　え？　え？」

　葵が頓とん狂きような声を上げる。夏樹は口に含んだ血をプッと吹き出した。

「すまん。俺の配慮が足りなかった……これで手打ちにしてくれないか」

「許すもなにも」

　葵の混乱は解けない。

　夏樹は寄りかかるように机に腰掛ける。「酷な話だが」と話を始めた。

「一ノ瀬……誰かが誰かに成り替わるなんて、出来はしないんだ」

　葵の目に再び暗い光が宿る。でも夏樹はその眼めを真っ直ぐに見み据すえた。

「代役は出来たとしても、本質的に誰かの代わりになるなんて出来ない……誰も、自分以外の誰かになるなんて出来ないんだよ。だから人の命は尊い。だから人の未来は守らなくてはいけないんだ……悪戯いたずらに誰かの命が奪われるなんてこと、絶対に許してはいけない」

　夏樹は言いながら自分の左手を見る。何かを確認するようにその手を握り込んだ。

「とはいえ……辛つらいよな」

　夏樹は同情するように葵に言う。夏樹の言葉を聞いて、葵の頭にまた血が上る。

「し！　知った風な口利かないでよ！　御苦労なしに生きてきた先輩に！　私の気持ちが分かるわけ──」

「分かるよ」

　泣きそうになった葵の弁を夏樹が遮る。夏樹の口には悲しい笑みが浮かんでいた。

「大事な人を守れなくて、失ったことがあれば……誰もが知っている痛みだ」

　葵は頭が真っ白になる。それは思いもしない真実だった。

　無意識に葵は「先輩、も？」と、言葉を漏らす。

「悔しくて、情けなくて、自分をどうしても許せなくて……何かしないと、って気持ちばかりが前に行く……すると、この辺りに変に力がはいっちゃったりしてさ」

　自分の肩を押さえて夏樹は苦笑する。葵は口を挟まない。

　夏樹は氷ひ室むろ財閥の御曹司で、〔挫ざ折せつ〕など知らないのだろうなと、葵は朧おぼろ気げに思っていた。

　人柄・権力・強大な力──戦士として、絶対的な位置に君臨していると疑わなかったからこそ葵あおいの当惑は大きかった。そして、何よりも知りたくなった。

「先輩は……先輩は、この気持ちとどう向き合っているんですか？」

　この勇壮な戦士が、この重い楔くさびをどうやって引き抜いたのか。

　必死に足あ掻がいても見つからない出口を……彼なら知っているような気がした。

　夏なつ樹きは少し考え込む顔になる。しばらくして葵に聞いた。

「なぁ一いちノの瀬せ。神かん無な木ぎ緑みどりさんのこと……まだ好きか？」

　葵は無言で頷うなずく。当たり前だと思った。それを聞くと夏樹は真剣な顔になる。

「ならば自分を責めるな。自分を虐いじめるな。自分を嫌いになるな──」




「それは君を愛してくれる者への冒涜となる」




　葵の心が大きな波に呑のみ込まれる。脳裏には大好きな〔姉〕の笑顔が浮かんだ。

　この衝動が何に起因するものなのか……葵は本能的に探し出そうとして──

「夏樹？」

　両手にお菓子やらジュースを抱えたセレンが帰ってきた。

　セレンは夏樹を見るや、いそいそと手に持った物を教卓の上に置く。それから夏樹の元に行き、嬉うれしそうにシャツの裾すそを摘んだ。

　夏樹は笑ってセレンにも同じような質問をする。

「セレン。君は一ノ瀬のこと好きか？」

　聞かれてセレンは首をかしげる。当たり前すぎて、セレンは変な感じがした。

「好き」

　言ってセレンは葵の方へ。母親にしがみつく子供みたいに葵に抱き付いた。

「ウルトラ好き」

　夏樹は「そうか」と微笑ほほえむ。

　葵の鼻の奥がツンとなる。胸の奥底を喜びの矢や尻じりが突いていた。

「さぁ……そろそろ戻らないとな」

　夏樹は立ち上がる。行き際に「勉強もちゃんとするんだぞ」とセレンの頭を撫なでた。

　セレンはふんふんと頷く。最後に夏樹は葵にこう言った。

「君を縛るその鎖が取れた時……君は今よりも、もっと強くなっているはずだ」

　セレンは夏樹の言葉に疑問符を浮かべる。葵の体を細かく見渡すが、鎖なんてどこにも無かった。葵はそんなセレンを可愛かわいいと思う。

　夏樹は苦笑して教室を後にする。

　その背中を見て……葵は何か、大きなヒントを得られた気がした。







　訓練・二十日目──最終日。

　隣小島の一画に仮設テントが立つ。

　紫し貴きと生途会役員の数名を呼び、この二〇日間で培つちかった全てを生途会に見せる。訓練映像をモニタリングしていた生途会は腰を抜かす思いだった。

　──たった一月たらずで。

　モニター越しで機兵部の実機演習を紫貴が眺ながめる。隣に立つ夏なつ樹きを見て確信した。

　──前の前線指揮戦闘もそうだったけど……この手際、間違いない。氷ひ室むろくんは、部隊指揮の経験がある。それも、スペツナズ機甲連隊やグリーンベレーＢＳのような、超エリート級部隊の。

　でも……だからこそ紫貴の疑問は深まるばかりだ。

　夏樹のマリス知識は無いに等しい。

　軍事知識に関しても、深く精通している物もあれば、まったく関知していない物もある。爆発物の処理から特殊任務時のハウツーまで網もう羅らしているくせに、この島にくるまで、自衛隊は愚か、日本そのものを知らなかったような感じなのだ。

　夏樹の正体を知らない紫貴にとって、このアンバランスさは不気味とさえ言えた。

　──いったい、どういうカリキュラムを組めば、こんな偏重した兵士ができあがるというの？

　思いながら紫貴の頭に、アニメキャラ・エイルン＝バザットが過よぎる。

　エイルン＝バザットは、有能なフィールドコマンダーとしての側面を持つ。百戦錬れん磨まの経験則と培い続けた軍事技能を駆使し、劇中では何度も仲間を勝利へ導いている。

　突出した技能を持つも全く恵まれない。

　制作陣の悪ノリとしか思えない残念演出の数々。

　能力が高すぎるからこそ、その不遇っぷりに磨きがかかる。

　でも冷遇のベールを剥はいでしまえば、残るのは高すぎるキャラクタースペックだ。

　甘い部分さえぬけば頭も身体からだも超一流。

　英雄の肩書きは伊だ達てではなく、くぐった修羅場の数が違う。そんな自分の愛するキャラクター──紫貴はそんなアニメキャラと夏樹を重ねてしまう。

　紫貴はすぐ、その思いを消した。

　そして雷らい鳥ちようから聞いていた夏樹の要請を聞き入れる。紫貴は機兵部の成長を称賛すると共に、生途会から専属オペレーターを捻ねん出しゆつすることを確約した。







　その頃──教育棟の第二体育館ではしゃぎ声が上がっていた。

　セレンと葵あおいがプールに浸かり、遊んでいる。

　朝から、どこか気落ちしていた葵を見て、セレンが強引に誘ったのだった。

「セレン、ほら！　いちおう訓練なんだから！　遊んじゃダメぇ！」

　葵あおいの顔や身体からだに水がバシャバシャかけられる。二人以外は誰もいない。

　セレンと葵は五〇メートルプールを二人占めする。

　水しぶきが勢いよく舞う。水の一粒一粒が光を反射した。

　白いアザラシのヌイグルミは水泳ゴーグルをかけ、プールサイドで見学中である。

「セレンさ。また大きくなってない？　胸」

　水着姿のセレンは、言われて自分の胸元を見た。

　今、セレンは紺色のスクール水着姿だ。胸の所に〔せれん〕と大きく書かれた名札入りである。スクール水着が腰やお尻しりをきゅっと締めつける。しかし大きく実った胸は水着に締めつけられても、存在感に陰りを見せない。むしろ、セレンの幼い姿態に危うげな美を飾っていた。典型的なトランジスタグラマーである。

　セレンは再び葵に、水をかけ出す。

　葵も笑って反撃に移る。潜水してセレンの背後に回った。

「ほら捕まえた！」

　葵がセレンを背後から捉とらえる。セレンの巨乳が勢いよく弾んだ。

　葵の方は、言うなればアスリートボディである。

　上下黒のスポーティーな水着。全身は余すことなく締まっている。腹筋に至っては、完全にカットアウトされて、女の子のそれではない。また胸や尻も大きく、特にヒップとモモのラインは情欲を誘う。日本人離れした造形だ。

　葵がセレンを解くと、セレンが葵の後ろに回る。持ち上げるように葵の尻に触った。

「葵、サンバ尻」

「なんじゃそりゃ」

　尻を揉もんでいるセレンを、葵が笑う。

　セレンは以前にテレビで見た、サンバカーニバルのブラジル人女性ダンサーの尻を思い出していた。その時、プールサイドに放ほうられた葵の携帯にメールが入る。

　メールは紫し貴きからで、機兵部の訓練が無事終了した旨が書かれていた。







　二二時──茜あかねのマンションの自室にて。

　Ｔシャツにジャージ姿の茜が、冷蔵庫から牛乳のパックを取り出す。

　風ふ呂ろ上がりで頬ほおは上気している。生乾きの長い髪を、今は下ろしていた。

　火照った身体は水分を求める。茜はパックに直接、口をつけて牛乳を飲んだ。

　パック片手に茜はリビングに。

　一人で使うには大きなリビングテーブル──放っておいた用務用タブレットを起動させる。中にはメールが入っていた。茜は何も考えずにメールを開封する。

　差出人は生途会長の九ここの重え紫貴だった。

　茜は差出人の名を見るや、慌ててテーブルに着く。喰くいつくようにタブレット画面を凝視した。メール文の隅々まで目を走らせる。

　メールの内容は【生途会への求人について】だった。

　まず生途会の活動内容・応募制限・試験日の日程。そして一般生徒とは天と地の雇用条件・特別待遇の数々も明記されている。

　しかし茜あかねはそんなことはどうでも良かった。

　それよりもメール文に付随された【生途会長の言葉】に釘くぎづけになる。

　書いてあったのは〔生途会長の檄げき文ぶん〕だった。

　文の所々に、読み手の功こう名みよう心しんを煽あおる紫貴の罠があるのを茜は見抜いた。しかし、計算以外の……執筆者の情熱のようなものも確かに感じ取れた。

　学園が変わろうとしている──

　かつての名刀に代わる新しい刃ももうじき砥とぎ終わる──

　今、氷ひ室むろ義塾は息を吹き返しつつある──

　紫し貴きの檄文には、嘘うそではない、裏付けを感じさせる魅何力かがあった。

　茜は全てを読み終える。口をきつく引き結んだ。

　葵あおいは乱暴に牛乳パックに口をつける。ごくごくと牛乳を飲んだ。勢い余って茜の口の端はしから牛乳が垂れ落ちる。

　茜は牛乳を飲み干すと、空のパックを握り潰つぶした。






Ⅵ　再戦と勇者









　翌日。葵は登校するや、セレンを連れて第二教育棟──非戦闘科の校舎──まで足を伸ばしていた。

　教育棟は第一教育棟戦闘科校舎と第二教育棟非戦闘科校舎の二つに分かれている。

　通常、戦闘科の生徒は部内でローテーションを回しながら　①授業　②部就しゆう労ろう　③非番休日を回す。しかし非戦闘科の生徒は違う。

　通常の学校のように午前中に授業をし、午後から各々の部就労に入るのだ。

　セレンもネイバーフッドの適性が発覚するまでは、この校舎で時の大半を過ごしていた。

「ちょっと待っててね」

　そう言って葵は氷室スタッフの詰め所職員室に入る。

　セレンは一人、ヌイグルミを抱えて待つ。すると──

「あれ？　ネイバーフッドじゃん」

　三人の男子生徒がセレンを見て歩を止めた。その声を聞いてセレンはビクッと身体からだを震わせる。非戦闘科の生徒だった。セレンが魔ま女じよと呼ばれるようになってから、彼女を苛いじめ出した生徒たちでもある。彼らを見てセレンの心拍数が上がった。

「何、おまえ非戦の校舎に入ってんだよー」

　まるで玩具おもちやでも見つけたみたい三人はセレンに絡み出す。

　セレンは逃げるように顔を俯うつむかせた。

「これ前々から思ってたんだけどキャラとか作ってんの？　キモいんですけど」

　一人がセレンからヌイグルミを取り上げようとする。セレンは抵抗した。ネイグルミを隠すように抱きしめる。

「あぁん!?　何でネイバーフッドが抵抗してるんですかーっ！」

　一人が巻き舌で凄すごみ、セレンの髪を毟むしり上げた。セレンが痛みに声を上げる。

　その時、彼らの背後で声がした。

「な、に……してん、の──」

　セレンが表情を明るくする。

「よっ！」──葵あおいが全力でケンカキックを見舞う。

　セレンの髪を掴つかんだ男子生徒が顔面から廊下に転がった。廊下に鼻血で座布団ができる。

「お！　オマエ！」

「機兵部の……炎の一フレイム・ワン!?」

　二人のいじめっ子が声を上げた。葵が拳こぶしをバキボキ鳴らして立つ。額には青筋が浮いていた。セレンは逃げるように葵の背中に落ち延びる。

「モヤシども。三秒で消えろ……ぶっ殺すよ？」

　葵が言うと、二人は気絶している生徒を連れて逃げ出す。葵はセレンの頭を撫なでて「大丈夫？」と聞く。セレンは暗い顔で葵の腰に抱きついた。

　すると、彼らと入れ替わるように、一人の少女が廊下の端はしから出てくる。

「配慮が足りないのよ」

　葵に声をかけたのは茜あかねだった。

「こうなるなんて十分、予想できんじゃん」

「茜……」

　冷めた表情で茜は葵を注意する。

　七カ月前の事件以降、セレンの立場は無いに等しかった。

　戦闘科生徒の中では、本気でセレンを憎悪する者もいるほどだ。そしてセレンの古巣である非戦闘科はというと、ほとんどがセレンとの関係を切っていた。

　先ほどのような生徒は風潮に便乗しているだけと言える。

　セレンに貼はられた〔魔ま女じよ〕や〔ネイバーフッド〕というラベルを免罪符に、セレンを暗い欲求の捌はけ口ぐちにしているに過ぎないのだ。こういう生徒の存在は、セレンが日常においてもストレスを作る要因となっていた。

　茜は二人を見る。頭の中で、昨日の生途会メールの事を思い出していた。

　茜が抱いたのは苛いら立だちだった。葵に抱きつくセレンを見て、暗い感情が肥大する。リスクマネジメントを盾に……茜は意地悪で、二人に言った。

「ふーん。仲直りできたんだ。でも忠告しとくけど、あんまりイチャイチャして学内は歩かない方がいいですよ……また全部を壊したくなかったら」

　セレンは大仰にビクッと身体からだを震わせた。葵あおいも、茜あかねの言葉に声を無くす。

　聡さとい茜は、二人の心情の変化に気付いている。嗜し虐ぎやく心は茜の口を滑らかにした。

「特務の依存癖をなんとかしない事には、根本的な解決には何にも繋つながらないんだから……そもそも葵さん、もう部長なんだからさー。緑みどりさんを信奉する機兵部員がそんな所みたらとか考えられないん──」

「オマエ、もう黙れよ！」

　葵に怒鳴られ、茜は続きの言葉を呑のみ込む。それからやり過ぎたと後悔した。

　葵に抱かれるセレンは震えていた。青い瞳ひとみの奥には、暴力的なまでの〔怯おびえ〕が浮き出てしまっている。

　セレンは思い浮かべてしまったのだ。また葵と引き剥はがされてしまうのではないかと。この楽しい時間が、また壊されてしまうのではないかと。

　パニックになりかけているセレンの姿は、葵を怒らせるに十分な光景だった。

「一番大事な時に逃げた奴が偉そうなこと言うなよ！　アンタだってドロップアウト組の一人じゃないか！」

　怒り心頭で葵が茜を怒鳴る。茜はその迫力に物もの怖おじし、その言葉に怒りを燃やす。

「少なくともセレンは問題と向き合ってる！　背負いたくもない命を背負わされて！　あんな胸むな糞くそ悪い機体に押し込められながらもね！　出来る事があるのに何もしない臆病者が！　食堂の下っ働きより、他にやる事があるだろ!?　何であんな所でクダ巻いてるんだよ！」

　葵の罵ば倒とうは、茜の一番触れられたくない場所を踏みにじる。

　今度は茜が逆上する番だった。

「む！　無意味な努力を重ねて、死んだ緑さんの背中を追いかけてる葵さんよりは何倍もマシなんですけど!?」

　葵は絶句する。目を押し広げて「今、なんて言った」と聞き返す。

「はぁ？　七カ月たってもまだ分からないの？　神かん無な木ぎ大隊は二個中隊規模に縮小！　部を支えてた中隊長クラスの先輩たちは大半が転部！　戦死者もいる！　炎の一フレイム・ワンと呼ばれていた先輩だって、中身は単に操縦技能が高いだけ！　指揮適正も低ければ、直情的で周りなんて見ない！　アンタみたいな人が部長職に就いたってたかが知れてんの！　そんなの紫し貴きさんだってとっくに気付いているわよ！　昨日の求人メールだって、立ち行かなくなった現状に対する苦肉の策か何かなんでしょ!?　壊れたオモチャにいつまでもしがみつくな！　私よりも年上なんだから現実みろっ！」

　茜は目に涙を溜ためる。浮かんだ端はしから正論という暴力を振るい続けた。

　葵は我を忘れかけた。拳こぶしを握って身体を前に。混乱から解けたセレンは「ダメ！」と葵の背中に抱きついた。

　二人の言い合いが人を呼ぶ。皆、何事かと教室から顔を出したり、足を止めたりだ。

　人が集まってきても茜あかねは止まらない。悲しみと怒りに呑のまれた少女は、自分の感情を晴らすことだけを優先させた。

「だいたい……だいたい、あの日！　葵あおいさんがもっと慎重だったら……、そうよ。零番隊の四キロ圏内に葵さんがいてくれたらっ！　緑みどりさんは死なずに済んだんだからっ！」

　茜の責めを呼び水に、葵がその時の記憶を掘り出す。

　双刀を振りまわし、血風を巻き上げながら一匹の鬼が進む──口をあけた怪物たちが、次々と骸むくろに変わっていく──吼えては進み、名を呼んでは進み、姉の元へ行こうとして──でも、結局、自分は………………間にあわなかったのだ────

「このガキぃ!!」

　セレンを突き飛ばして葵が茜の胸倉を掴つかみ上げる。茜の小さな身体からだが宙に浮いた。

「あんただって！　あんただってあの時、何もできなかっただろ！」

　唾つばを飛ばして葵が怒鳴る。今度は茜が言葉を失う番だった。

「私は何度も聞いた！　進路も！　味方の状況も！　でも武器はこない！　何度、呼んでもアンタは通信に出なかった！　支援も無しにあんな状況で戦えるかぁ！」

「違っ！　あ……あれ、は」

　葵に言われ、茜に涙がこみ上げる。茜は口をつぐんだ。顔をくしゃくしゃにして泣くのを我慢するも、すぐに限界は来て……「えぇえ」と、茜は泣きだしてしまう。

　茜が泣いたのをきっかけに、見物人の何人かが葵に飛び掛かった。
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　無理やり茜あかねから引き剥はがし、葵あおいを取り押さえる。でも逆上した葵は止まらない。取り押さえる男子生徒を肘でどつき、茜をがなり立てる。




「私は絶対のピンチを打ち破る先輩みたいなスーパーヒーローじゃねぇんだよ！　テメーこそ私に勝手な理想、押し付けんじゃ無ねえよっ！」




　茜はひっくひっくと喉を鳴らす。溢あふれ続ける涙を何度も両手で拭ぬぐった。

「ざけんなっ！　私がどんな想おもいで、この半年、闘たたかってきたか想像つくか!?　想像つくんだろ！　アンタなら！」

　泣く茜を見ても葵は収まらない。尚なおも言葉を続けようとしたが──

「ごめん……なさい」

　小さなその声を聞いて葵は我に還かえる。葵の腰にはセレンが抱きついていた。

　青い瞳ひとみにいっぱいの涙を溜ため、何度も葵に謝り続けていた。

「ごめんなさい……ごめん、なさい」

　葵が唇を噛かむ。葵も泣きそうになったその時だった。

「「「「!?!?」」」」

　サイレンが校舎内に鳴り渡る。三人が驚いて頭を上げた。

　午前八時七分──氷ひ室むろ義塾は教育機関から、戦闘機関にその姿を変える。







　鋼鉄で覆われる狭い通路──第七地下シェルター前の連絡口──を夏なつ樹きが走る。

「了解！　エルフィーナに火を入れてから俺もすぐ司令室に向かう！」

　夏樹が電話先の紫し貴きに言う。携帯を切って胸ポケットに。

　夏樹は扉・横にあるセキュリティにカードを通す。セキュリティのランプが赤から緑に変わった。夏樹は重たい鉄扉を押しあける。

　第七地下シェルター──ネイバーの予備格納庫にあたるこの場所は、エルフィーナ専用のハンガーとなっていた。

　右半分の区画に〔ドレス袖そでのアームパーツ〕や〔ドレスデザインの装甲板〕などが吊るされている。これらは全て、エルフィーナの外装パーツだ。

　氷室財閥は夏樹から設計図データをもらい、修理用の予備パーツを開発、既に量産体勢を確立させつつあった。しかし、エルフィーナの動力や内部機構などの秘匿部分については、夏樹でもデータ閲覧ができなくなっている。つまり、内部機構に損傷を出してしまうと、エルフィーナは修理の目め処どが立たなくなってしまうのだ。

　左半分の区画には、前回の戦闘で大破したファラリカの離散パーツが並べられていた。

　これらは【ファラリカ・ユニット】の生産ラインを作るため、貸し出していた残骸が返納されたものである。

　ファラリカのコアである紅のスーパーカー【ファラリカ・ドーター】は、万全の整備を受け、いつでも使用できるようになっていた。

　そしてシェルター中央には、エルフィーナが休むような格好で座る。

　まるで木陰でうたた寝をする美女のようだ。

　夏なつ樹きは濃緑の制服を脱ぎ、一糸まとわぬ姿になる。

　その身体からだは一ミリグラムのぜい肉も無い。野生動物のような力強さとしなやかさを併せ持つ。わき腹には大きな砲弾傷。その他にも、身体には大小無数の古傷が刻きざまれる。

　夏樹はエンブレムクロックの軍章を指で撫なでた。

〔エイルン＝バザットと認証〕という意の光文字が浮かぶ。

「ゲットセット！」

　夏樹が叫ぶと光文字が羅列する。プログラム言語を走らせているような光景だ。

　懐中時計を持つ右手から、青い光の膜が侵食するように夏樹の腕を伝っていく。光の膜が夏樹の全身に行き渡る。強い発光現象が起こった。

　光が止やむ……夏樹は真紅のパイロットスーツ姿に変身していた。

　エンブレムクロックが周囲の素粒子を再構成して、メモリ登録したパイロットスーツを現出させたのだ。現在は補助端末として右手の甲に装着されている。

　容量の兼ね合いから、メモリできる装備品は一～二個が限度だ。夏樹は常用するこのパイロットスーツを昔から登録している。歩きながら夏樹は目を閉じる。意識を集中させた。

　こめかみをぶん殴るような感覚が走った。

「！」──夏樹が瞼まぶたを開ける。

　髪と瞳ひとみの色が、波紋が渡るように黒から紅へと変わった。それは少年が勇者へ変へん貌ぼうした事を意味する。

　氷ひ室むろ夏樹改め、エイルン＝バザットは新人類である。

　月の天才科学者・ドクターツルギに、エルフィーナ・ルインレーゼを託された超人戦士。

　鋼鉄よりも堅い進しん化か鎧がい骨こつ格かく──絶対に破裂しない蛮弾力内臓──爆発増加する強化人工筋肉──何百倍の伝達速度を誇る超敏化神経系──全てはエルフィーナの性能を完全に引き出すためのものだ。

　月の女神のダンス相手に、普通の人間では力不足なのである。

「おまたせ、エルフィーナ」

　エイルンがエルフィーナの前に立つ。紅の勇者として、相棒の起動ワードを言った。

「俺と一緒に踊おどってくれるか？」

　エルフィーナの胸部装甲からモーター音が鳴り出す。これはメイン動力炉である【ルイン・ウィール】が準速回転を始めたのだ。

　エルフィーナの無人のコックピットに照明が灯ともる。

　コックピットモニターにエイルンの上半身がアップで映される。彼の誘いに返事をするように、エイルンの顔の周りにピンク色のハートマークが幾いくつも表示された。

　モニターに〔ＺｚＺｚ〕というスペルと、ベッドのアイコンが表示される。







「失礼します」

　真紅のパイロットスーツ姿のエイルンが司令管制室に入ってくる。十名の生途会役員、紫し貴き、そして雷らい鳥ちようが、既に本土の避難を完了させていた。

　エイルンを見て、こそこそ声で役員たちが話す。

「あの人、出撃のたびに髪染めてカラーコンタクトしてるのかな？　あれ絶対、髪に悪そうだよね」

「格好がスゲーＳＦなのに、似合っちゃってるから美形って得だよなー」

　内緒話する二人を、紫貴の咳ばらいが止める。

「先ほども言いましたが、これからは彼にもブリーフィングに参加してもらいます。その資格が十二分にあるのは、ここにいる誰もが理解していますね」

　紫貴が聞くと「異議なーし」「というよりお願いしますだよね」「凄すごい凄い！」など、折々のコメントが生途会役員たちから上がる。

　エイルンは嫌な顔をされないか心配だったので、少し安心した。

「また前回の指揮手腕を見込んで、戦闘時は現場の指揮も兼任してもらいます。この後でで良いので、全員、エルフィーナのチャンネルをホットラインで登録し直してください」

　紫貴が説明する中、雷鳥が上方の司令席からゆっくりと降りてくる。

　紫貴はコツンと足元を踏んだ。中央スペースにある床が割れる。

　中からメカニカルな作りの司令円卓が自動的に上がってきた。エイルンが聞く。

「状況は？」

「はいはいはーい！　生途会役員！　里さと神がみミナが言いまーす」

　一人の女子役員が元気よく手を上げる。

　彼女の隣の女子役員が「ち、イケメン好きが」と毒づいた。

「クイーンは南南東、一五〇キロ地点の深海を時速四〇キロで北上中です」

　司令円卓上に立体マップが映る。

　第二富ふ士じと隣小島の映像が左端はしに浮かぶ。そこから⇒マークが海マップを横断し、海上で止まる。⇒マークの終点に×マークが浮かんだ。

「まだ映像で姿を捉とらえていませんので、〔型〕の断定までは済んでいませんが、海自の無人艦載機が三〇キロ近くまで接近出来たことから、長射型でないのは確かですね」

　可愛かわいい子ボイスでエイルンに伝える。

　エイルンは愛想のいい彼女に「ありがとう」と言った。

「ちなみにこの子、ビッチですので外面に騙だまされないよう、お気を付けください」

　隣に立つ女子役員がエイルンに告げ口する。

　里神が顔を引きつらせて「いらねーこと言ってんなよ処女」と怖い声で言った。その女子役員は「処女ですが何か？」と、キメ顔で返す。

「どうだい、うちの子たちは頼もしいだろう？」

　雷らい鳥ちようが笑ってエイルンに言う。エイルンは「はぁ」と曖あい昧まいに返した。

「先行するポーンやルークの量から、今回のクイーンは出産志向と見える。数の面で悩まされるかもしれんがどうする？　それでもやるかい？　スカーレット・レディ」

「敵の数が多いのなら、なおの事、やるべきです」

　雷鳥の問いにエイルンは即答した。雷鳥は笑みを作って一人の男子役員を見る。

「と言う事だ、田た中なか。悪ガキどもの面倒は任せるよ」

「ええ。任せてください」

　眼鏡めがねの美形男子が雷鳥に返事をした。

「他の子は割り振り通りだよ。田中の仕事もかけ持ってくれ。ちと大変だろうが、アンタたちなら十分にやり遂げるだろう」

　雷鳥が事もなく言う。他の役員たちは失笑した。紫し貴きがエイルンに言う。

「では当初の予定通りで。スカーレット・レディ、一いちノの瀬せ部長には貴方あなたから」

　エイルンは頷うなずいて葵あおいに電話をかけた。







　女子更衣室で一人、葵が着替える。脱ぎ捨てた制服やスカートが辺りに散乱していた。

　スカートの上に置いていた葵の携帯が鳴る。

　葵はショーツ一枚で電話を取った。誰もいない事をいい事に、晒さらした乳房は隠そうともしない。電話はエイルン夏樹からだった。葵は電話に出てから、肩と頬ほおで携帯を挟んだ。

「すみません教官！　私もすぐ第一種戦闘配備に！」

　パイロットスーツである防護服に腕を通しながら葵が言う。しかし電話口から下された命令は思いがけないものだった。

『一ノ瀬部長。本日、君は待機だ』

　葵は聞き違いかと思う。思わず「はぁ!?」と声を上げた。

『君は作戦時の連携訓練を受けていないからな。不安要素は出来るだけ排除したい。よって今回、君は待機だ』

　葵は袖そでを通しかけた防護服を投げ捨てる。大きな乳房が不規則に跳ねた。葵は声を上げる。

「それは先輩が私だけ訓練に参加させてくれなかったからでしょ!?　それってなくない!?」

『必要措置だ。従え、一ノ瀬部長』

「なっ！　ちょ！　待っ！」

『別命があるまで待機。以上』

　反論の余地もなく電話が切られる。葵は携帯を持ったままロッカーを思い切りぶん殴った。ロッカーは、拳こぶしの跡を作って陥かん没ぼつする。







「良かったんですか？　一いちノの瀬せ部長の実力なら」

　眼鏡めがねを上げながら田た中なか役員がエイルンに聞いた。エイルンは携帯電話を司令円卓に置く。

「今回、求められるのは単独戦闘の技量じゃない。質の高い連携行動だ。亜あ賀が沼ぬま達の危険度を鑑かんがみても不安要素は出来るだけ避けたい……それに──」

　エイルンは紫し貴きを向いた。

「前回の闘たたかい……一ノ瀬の戦果は目覚ましいものだったが、あれは万全な支援環境が前提に求められると俺は見ている。違うか？」

　──……お見通しなのね。

　紫貴は心中でため息をつく。少し間を空けて言った。

「ええ、あの時は、敵が増殖し切っていなかった事と、貴方あなたにマリスの大部分が寄っていたからこそ出来た戦術と言えます。人手不足に加え、今回は更に役員を一人、専属オペレーターに選出してしまっています。一ノ瀬部長、一人に人員を割くのは不可能です」

「よし。決まりだ」

　紫貴の確認も取り、エイルンは描いていた計画で事を進める。

「機兵部の現場指揮は坊やに一任する。頼むよ……スカーレット・レディ」

　エイルンは雷らい鳥ちように頷うなずき返す。エイルンは敬礼して司令室を出た。紫貴が「少し外します」とエイルンの後を追う。男子役員の何人かが、慰め合うように互いの肩を叩たたいた。

「氷ひ室むろくん！」

　紫貴が廊下で声を上げる。エイルンは怪け訝げんそうな顔で振り向く。

「どうした？　九ここの重え」

　紫貴は上気した顔で、一瞬、口を噤つぐむ。言うの？　言ってしまうの？　と自問した。

　何十、何百と重ねた乙女チック妄想──女として生まれたからには一度は言ってみたい言葉……それを紫貴は、果てない期待を込めてエイルン夏樹に言った。

「お願いだから……死なないで」

　瞳ひとみを潤ませて紫貴が言う。

　エイルンは複雑な笑みを浮かべた。紫貴は思わず鼻息を漏らす。

「俺たち兵士は、死ぬために闘うんじゃない……誰かを生かすために戦場に出るんだ」

　紫貴のハートを、ズキュンとハートの矢が貫く。彼の言葉は、劇中でエイルン＝バザットが何度も言った名めい台詞ぜりふだった。紫貴は衝撃のあまり腰が抜けそうになる。

「ど、どうか、ご無事で」

「ああ、君もな」

　エイルンはまた走り出す。

　その凛り々りしい後ろ姿に紫貴は気をやった。両手を頬ほおに添え、無意識に小指を甘あま噛がみした。

　──氷室くん……大好き。

　紫し貴きは余よ韻いんを十分楽しんでから司令部に戻る。







　同時刻・第一格納庫──既に整備部は機体の出撃準備に追われていた。

「おぅら！　橘たちばなさんちの整備部は、仕事は一徹！　安全第一のスピーディが信条だ！」

　柔じゆう呉ごが拡声器越しに指示を出す。総勢二〇〇名の整備部員が作業に従事していた。

　重機音が其そ処こかしこから渡る。

　作業者に警告を促す赤ランプが回転し、戦騎装を拘こう束そくするハンガーが自動的に開いていく。整備部員が大声で指示を出しながら誘導棒を振る。

　全長一一メートル・重量二〇トンの鉄巨人が、コンクリートの床を踏みしめた。

　足元に微震が伝い、微風が起こった。

　一機、また一機と、メインゲートの方へ歩いていく。

　現場監督をする柔呉の下へ、防護服に着替えた大だい地ち・オルソン・山やま武たけが走り寄ってきた。

「橘部長！　今回、自分らの機体は【高機動な号戦装備】でお願いします！」

　大地が言いながら、光学の書面データを柔呉に見せる。それは、とある兵装の使用許可証だった。

　柔呉は糸目をより細くする。「フレームは？」と、声を低くして聞いた。

「軽量フレーム三種で。ブースター消費を極限まで下げておきたいんス」

　大地が真剣顔で言う。柔呉は喉の奥で唸うなった。

　大地の後ろにいるオルソンと山武は呆あきれ半分といった顔になる。失笑しながら「「俺らもそれで」」と柔呉に言う。

「一発でももらえば、深刻な致命傷になりかねないぞ？」

　柔呉の言は老婆心からだ。使用許可証を大地たちが持っている以上、この場の最高責任者と言えど強くは言えないのだ。山武が、両の人差し指を立てて言う。

「韋駄天部隊と言われた五番隊……月げつ下かさんの後ろをずっと走ってきたんスよ？　自分ら？」

　オルソンが陽気に笑った。

「ダイジョブダイジョブ！　うちら前よりすげーパワーアップしてますよ！」

　最後に大地が言う。

「今日が、亜あ賀が沼ぬま分隊の門出なんス。どうか……華もたせて下さい」

　そう言って大地が小さく頭を垂れる。

　その姿に柔呉の心は打たれた。かつては整備部を小間使いのように扱っていた三人である。この短い間に、よく成長したものだと思った。

　柔呉は声を張り上げる。

「アサルトの疾しつ風ぷうは全機【最軽量・高機動三種な号戦装備】だっ！　すぐに換装準備に入れ！」

　タクティカル・マウント機構──公式の現代戦騎装フオースシーズン規格には必ず標準化されている換装システムである。

　戦騎装の両腕・膝先ブロツク・マウントを取り替える事で、〔陸〕〔海〕〔空〕、全ての戦局に対応できるよう戦騎装は造られている。

　大だい地ちたちが所望した【最軽量・高機動三種な号戦装備】は、両腕・膝先ブロツク・マウントの中で、何よりも機動性を重視したチョイスとなる。

　かつての撹かく乱らん機動中隊【五番隊】の隊員が好んで使った兵装でもあった。

　柔じゆう呉ごが懸念したのは、装甲の脆もろさについてだ。

　機兵部の【疾しつ風ぷう】は撹乱・機動性重視ヘキサ用に造られた機体で、もともとの装甲はそこまで厚くない。加えて【最軽量・高機動三種な号戦装備】は、装甲をそぎ落とす事で、跳躍・加速・燃費面の向上を図った兵装だ。

　大地たちは、死亡率を上げてでも疾風の長所を最大限に伸ばそうとしているのである。

　柔呉が険しい顔で三人に言った。

「これで死んだら、俺は部長辞めるからな？　お前ら、戦闘科生徒、全員に恨まれるぞ？　覚悟しろよ」

　三人は苦笑する。それは死ねないな、と思った。







　セレンとデストブルムが隣小島の最後方──氷ひ室むろ義塾と隣小島を繋つなぐ、渡し橋の前──に配置を終える。デストブルムの周りには一二機の戦騎装戦騎装・一個中隊が護衛に付く。

　エイルンとエルフィーナは機兵部と同じ場所で戦闘準備を進めていた。

　ポイントＢ１──見晴らしの良い丘が全面に続く。奥の方に見える海上では煙が濛もう々もうと上がっていた。砲声のやまびこが絶えることなく続く。

　其そ処こで機兵部の戦騎装、グレーのカラーリングをした一八機が六機・三列で陣を組む。

　これらはバックス部隊の機体だ。

　彼らの前を、亜あ賀が沼ぬまたち、ブルーのカラーリングをしたアサルト分隊の機体が三機、横に並ぶ。

　大地たちの疾風は高機動装備だ。両腕が細く、両りよう膝ひざが異い様ように大きい。右肩にスイートビーをマウントする。左腕・下には圧縮空気弾砲──インパルス・エアを装備。

　機兵部全機の最後方に、高機動兵装コンバツト・オプシヨンのエルフィーナが立つ。

「これより状況を開始する。アサルト分隊！　亜賀沼！」

　赤い瞳ひとみに赤い髪をしたエイルンが大地を呼ぶ。

　エルフィーナのコックピットモニターの横には機兵部全員の顔映像が映っている。その中の、大地の顔映像が少し大きくなった。

『うす！』

「君たちはポイントＣ４から陽動を開始。訓練ケースの二番だ。ポイントＣ１、Ｃ７、可能ならＣ８まで迂う回かいして撹乱機動。推定四〇〇は釣ってから後退を開始しろ。死ぬなよ」

　エイルンがあっさり言う。山やま武たけとオルソンの顔映像も大きくなった。

『四〇〇!?　くはっ！　マジ鬼き畜ちく！』

『教官Ｓね……でも、これは滾たぎるよ！』

　山武、オルソンの順で声を上げた。大だい地ちは黙している。意を決してエイルンに進言した。

『教官……五〇〇じゃ、ダメっすか？』

　大地の申し出に全員がざわめき声を上げる。エイルンは眉まゆを険しくした。

「しかし」

『……アンタの目に狂いはなかったって証明したいんスよ。お願いします、教官』

　大地はそう言って頭を下げる。山武が顎あご鬚ひげを撫なでながらエイルンに言った。

『うちの隊長がそう言ってるんですけど、ダメっすかね？』

　オルソンが『ひゃ！』と笑う。笑顔でエイルンに言った。

『教官、大丈夫よ！　大地、妹いるよ！　妹ラブだから死ねないよ！』

　大地が『あ、こらテメ！』とオルソンを怒った。エイルンが苦笑する。

「本土に残してきた妹さんか……君の夢は確か、〔ヘキサの妹でも堂々と嫁に行けるよう、世間の目を変えさせる〕だったな」

　エイルンが言うと大地が顔を赤くした。他の部員が一気に湧わく。

『え──っ！　亜あ賀が沼ぬまさんシスコンだったんスか？』『ちょっ！　感動したっ』『亜賀沼、いいとこあんジャーン！』『似あわねーっ！』『素敵だと思います』

　大地が顔を引きつらせる。オルソンと山武はニヤニヤ顔だ。

『教官！　そりゃ無いっすよ！　秘密って言ったじゃないっすか！』

「ははは！　すまんすまん。でも胸を張れ、亜賀沼──」

　言いながらエイルンは目の光を強くする。亜賀沼はそれに気付いた。

「命を張るには十分すぎる理由だ」

　亜賀沼が面を食らう。それから『うっす！』と声を上げた。

　エイルンは再び真剣顔になる。

「よし五〇〇で行く。ただし、絶対に無理はするな……江え藤とう。支援放火は君が要請しろ。なお、専属オペレーターで生途会から田た中なか役員が就いてくれる事になった」

　エイルンが言うと左横に生途会の田中役員が映る。田中は眼鏡めがねをくいと指で上げた。

『うお！　田中先生！　やっぱ俺らのオペはオマエだよな！　頼むぜ！　新生五番隊のデビュー戦なんだからよ！』

　はしゃぐ山武に、映像の田中は唾だ棄きするように『黙れクソ虫ども』と言い捨てる。

　エイルンはビックリしてモニター画像の田中を見た。

『言う事、聞かなかったら通信切る……命令違反したら事故に見せかけて殺してやる』

　田中はミーティングで話した感じと、イメージがかけ離れていた。エイルンは驚きを隠せない。しかしアサルトの三人は『これこれ！』と爆笑した。

　どうやら悪い雰囲気ではないらしい。エイルンはそう思う。

　映像の田た中なかはため息を漏らし『スカーレット・レディ。続きを』と言った。

　エイルンは気を取り直して全員に命令する。

「バックス本隊は予定通り三班に分かれる。ポイントＢ１、Ｂ５、Ｂ６でアクティブスタンバイ。今回は俺も、この第三次防衛ラインで指揮・遊撃に着く。何かあったらすぐに通信を入れろ」

『『『『了解っ！』』』』と、バックス部員が答える。

　最後にエイルンはセレンに通信を送った。セレンの顔映像が右横に映し出される。

「なお、デストブルムは第五次防衛ラインで待機。今回の作戦には直接関与しない」

　セレンが困惑顔になる。しばらくして『うん』と言う。

　エイルンは安心させるように笑った。

「君はあくまで保険的な配置だから……心配しないで待ってるんだぞ。できるな？」

　セレンは曇くもり顔で頷うなずく。しずしずとエイルンに言った。

『夏なつ樹き……怪我、ダメ』

　エイルンは笑って「ああ」と頷き返す。顔を引き締めて再び全員に通信を送る。

「よし。では……作戦開始っ！」

　夏樹が号令する。機兵部全機が一斉に持ち場へと移動を開始した。





　幕間　【ドール・ワルツ・レクイエム　　第一五話　〔パーティーナイト〕


２０６８年12月16日　放映】



　────────　アニメーション映像が流れる　────────




　巨大な培養液の水槽が幾いくつも並ぶ。掃除機ロボットが床の掃除をする。

「っと」

　エイルンは足元に来た掃除機ロボットを避けた。着ているのはラインハルトの軍服だ。

　主だって白に配色された室内──壁一面には、立体映像の巨大な設計図が浮かぶ。

　バランスボールやランニングマシーンもある。幾何学模様の光のオブジェクトが、バウンドするボールみたいに、部屋の中をゆっくり跳ねていた。

　エイルンが来たのは幼馴染のラボだ。つい最近、再会したばかりの。

　ラボの中央には、一人の少女が浮遊する椅い子すに座っていた。

　少女の周りを、立体映像の書面やらカタログデータが無数に囲む。少女は気だるそうに指で宙を撫なでる。浮かぶデータ群が、くる、くる、と位置を変えた。

　きめ細やかな黒髪を左右に結ぶ。フレームの細い眼鏡めがね。目つきはやや悪く、そのせいでいつも不機嫌に見える。橙だいだいの着物の上から白衣を羽織る。

　ドクターツルギ──ラインハルト軍の兵器開発顧問にして、ＩＱ三〇〇の超・天才科学者である。大人になってしまった彼女の姿に、エイルンの目はまだ慣れない。

「ツルギ。なんだ、話って？」

　エイルンが喋しやべるとツルギの視線がエイルンへ向く。

　ツルギが宙を指で弾く。浮かんでいたデータ群が消えた。ツルギの座る椅い子すが自動的に動く。エイルンの前にやってくるとツルギは椅子から下りた。

「ねぇエイルン……どうしてアンタ、軍人になったの？」

　ツルギが聞く。不機嫌とも心配とも取れる表情だ。そう聞かれてエイルンの脳裏に映像が浮かぶ。子供の頃の……決して色あせることのない原風景が──





　　　　＊＊＊＊＊






　公園の砂場で男の子が泣いている。ボロボロの擦すり傷だらけだ。

　男の子の手には、〔お姫様の人形〕が下げられている。

　赤いドレスのエルフィーナと言う人形だった。

　対面する、女の子はお嬢様という形容がぴったりの少女である。

　怒り顔で男の子に文句を言う。最後に人形を受け取った女の子は、泣きながら「ありがとう」と、男の子に言った──





　　　　＊＊＊＊＊






　エイルンは返答に困る。「どうしてだったかな」と、忘れたフリをした。

「その顔……今、嘘うそ言ったわね！　エイルンのくせに生意気！　言いなさい！」

　ツルギがツインテールを逆立てて怒る。そんな彼女の机には、すっかり汚れてしまった人形が飾られている。

　それはエイルンの思い出に出てきた、あの〔お姫様の人形〕だった。






Ⅶ　新生・五番隊亜賀沼分隊









　海面に目掛けて、二四両の戦車が横並びに砲撃を続けていた。何十本もの水柱が上がる。

　第一次防衛ラインの迎げい撃げき部隊だ。護衛艦隊と共に、海中を進むマリスを食い止めていた。

　だが、海面がみるみると盛り上がる……砲撃を潜くぐり抜けた敵の先兵たちだ。

　異形の団体が次々と隣小島へ上陸していく。

　上陸したマリスが一定数に達たつすると、第一次防衛ラインの戦力は早々に後退を開始した。







　迷彩色の戦騎装が三機、規則正しく走る。砂利を巻き上げ、順々にカーブを描く。

　自衛隊の戦騎装、最新世代機フオースシーズンの【巌がん流りゆう】だ。

　機兵部の疾しつ風ぷうは細身でシャープなデザインだが、巌流はどっしりとしたデザインと言える。これは機動性よりも、安定性に主眼が置かれているからだ。機動力では疾風には大きく劣るが、携行できる装備類は段違いに多い。

　三機の巌流は、集団を外れたマリスばかりを狙い撃っていた。

　森林部に入ろうとしたポーンを後ろから撃ち殺す。三機は足を止めた。

『一尉！　これであらかたが第二次防衛ラインに向かってます！』

『よし！　順調だ！　我々、一〇八小隊はこのままハグレ者の駆逐にあたるぞ！』

　先行集団の大部分は、亜賀沼分隊が待つ中央の第二次防衛ラインに向かっていた。







　ポイントＣ４──野が広がる、なだらかな平野だ。

　大だい地ちたちの疾しつ風ぷうが三機、マリスを待つ。この辺りはまだ緑が十分に残っていた。

　花が風に揺られる。下方では小川が一本道を作る。ピクニックをするにはもってこいの場所だが、戦騎装の集音スピーカーは既にマリスの遠とお吠ぼえを捉とらえていた。

『うわぁ……たまんねぇなこの緊張感』

　大地が言う。オープンチャンネルで三人は最後の雑談に興じていた。

　作戦が始まってしまえば、無駄話が出来るのは闘たたかいを終えて生還した後となる。

『なぁ……昨日、ミズキが、俺が変わったって言ってたんだけど、そうなんかな？』

　大地が言って、山やま武たけが嫉しつ妬とを隠さず舌打ちをした。

『なんすか？　自慢すか大地さん？　俺モーションかけられちった！　とでも言いたいんですかぁ？』

『大地～。山武、ミズキ狙ってたよ。正確にはミズキのオッパイＧカツプだけど』

　オルソンが話に加わる。山武が眼鏡めがねをかけてないのに、眼鏡を上げる所作をした。

『言っとくがね、オルソンくん。男は、女の子のオッパイが大好きな生き物なのだよ』

　大地が鼻で笑う。田た中なかが三人に映像通信を送ってきた。

『おいクソ虫。それは誰の真似だ』

　山武が『ひぃい』とふざけ笑いをする。

　映像の田中が眼鏡を指で上げた。

『先発隊がもうすぐ到着する。数一五〇……追加も続々と上陸を開始している』

　大地が上体を起こす。『悪くねぇ』と乾いた唇を舐なめた。オルソンが首を鳴らす。山武が息を鋭く吐いた。映像の田中が続ける。

『カウントダウンはこちらでやる。ゼロ秒同時に走りきれ。この数だ。こけたら即死亡だと思え。小石につまずかないよう、神様にでもお祈りしとけ』

『田中さん、マジぶっ飛ばしてぇな……ありがとよ』

　山武が操そう縦じゆう桿かんを握りながら言う。強がっていたが、緊張で背中は汗まみれだった。

『５、４、』

　田中のカウントダウン──オルソンが目を閉じて十字を切る。そして両手を合わせた。自分の信じる神に、自分と、友が生還できる事をお願いする。

『３、２、』

　大地がモニター横を見る。コックピットには一枚の写真が貼はられていた。

　嫌がる大地と、大地の腕に纏まとわりつく少女が写る。何年か前に妹と撮った写真だ。

　大地は写真を見て、一層に顔を引き締める。

《命を張るには十分すぎる理由だ》

　先ほどのエイルン夏樹の言葉を思い出す。大だい地ちは本当にそうだなと思った。

　今までの自分には一年後の未来も見えなかった。でも今は違う。見えないのではない。自分の意思で……未来を見たいと思っている。

『１！』

　大地は生なま唾つばをごくんと呑のんだ。モニターの下半分が怪物で埋まる。射程内に入った事を示すターゲットカーソルが、何十個と羅列された。三人は肺いっぱいに息を取り込む。

『０！　行けっ！』

『『『うぁあぁあああああああああぁあああああああぁああぁっ！』』』

　三人が叫んだ。

　三人同時にアクセルをベタ踏みする。全く同じタイミングで操そう縦じゆう桿かんを引いた。

　青い三機の疾しつ風ぷうが全力加速で走り出す。

　二秒後、三機の立っていた野っぱらがルークに踏みつぶされる。花と土が舞った。

　地面を掘りながらルークが方向転換……亜あ賀が沼ぬま分隊を追い始める。

　大地機を先頭に、両りよう脇わきをオルソン・山やま武たけ機が追走──定間隔三角形を必ず保持していた。

　青い三機の疾風が土手を駆けあがる。接地同時に、三機の巨大タイヤロードホイールが急回転した。土がタイヤに巻き上げられる。こう配の急な坂道を三機が一気に滑すべり降りた。

　ポーンとルークの大群が、我先にと三機の後を追う。

　土手を転がり落ちるポーン。眼前のポーンを薙なぎ払ってルークが手を伸ばす。

　狂った怪物たちの暴走だ。

　大地機の膝ひざ裏うらから火が噴き出る。ジャンプスラスターだ。鉄の巨人が跳び上がる。

　大地機が空中で縦回転──同タイミングで他の二機も跳躍した。

『つるべ落としだ！　合わせろ！』

　大地が命じる。

　大地機のスイートビーが地面に線を描く。火線がルークの前足を撃ち抜いた。

　ルークが顔面で土を掘る。横向きに倒れて障害物に変わった。全速で走る後続のマリスはルークに足を取られてドミノ倒しに遭う。

　同時に、山武機の腰から携行地雷が落とされる。

　地面が大爆発──先頭集団が数匹まとめて吹き飛ばされた。

『オルソン！』『ハイよ！』

　大地が叫び、オルソン機が大地機を空中で抱き締める。勢いよく大地機を右へ投げた。

　大地機がジャンプスラスターをふかして、乱暴な着地を果たす。そのすぐ後、山武機がオルソン機の腰を空中で押し出す。

　オルソン機もスピードをつけて落下──クラウチングスタートのようなポーズで着地する。最後に山武機がドスンと着地した。二〇トンの鉄塊が土波を上げる。

『俺らぜんぜん錆さびついてねーなぁ！』

『かかってこい！　ここだ！　ここにいるヨ！』

　山やま武たけとオルソンが叫ぶ。

　三機とも地面を滑すべりながら、スイートビーを右肩にかけた。

　三機は三手に別れ、ジグザグに走り出す。トップスピードを維持したままだ。

　山武機が滑走しながら、圧縮空気弾砲インパルス・エアを構えた。

　左腕が烈はげしくピストン──空気弾が射出される。進路上に迫ったポーンが脇わきへ飛ばされた。その隙すきに山武機は何百メートルと先を進む。

　大だい地ち機とオルソン機の身体からだが交差した。

　交差の瞬間、大地機がオルソン機の腕を取る。力任せにオルソン機を前方へ放ほうった。投げられたオルソン機はジャンプスラスターを利用して更に距離を稼ぐ。

　三機が、三つ網を編むように猛スピードで進む。

　いたずら好きの猿を彷ほう彿ふつとさせる。見事な高機動連携だった。互いのポジションを交互に変え、絶対にマリスを進路上に入れなかった。

　追い抜かせないことこそ、彼らの意地で、生還への第一条件なのである。

　悪路を逆手にとり、ポーンの足を止める。

　ルークを誘導し、互いに衝突させることで敵の進行速度を落とす。

　武器の使用は最小限だ。機動こそが彼らの最大の武器だった。

　誘い出したマリスの数が一五〇が二〇〇、三〇〇と増えていく。

「田た中なか先生！　ポイントＣ６に最初のでっかいの！」

　追ってくる数が三五〇を超えた所で、山武が生途会に通信を送った。

『了解。二〇秒待たせろ』と、田中から通信が返ってくる。

　大地がオープンチャンネルで叫んだ。

『おらぁ！　野郎ども！　砲撃に巻き込まれんなよ!!　せーっ!!』

　大地機の膝ひざ裏うらに火がついた。山武機、オルソン機もだ。

『『『のっ！』』』

　三機は同時に跳躍した。

　次の瞬間、待ち受けていた歩兵戦力の迫撃砲が敵団を襲う。戦騎装部隊の放った榴りゆう弾だんの連続放火が地面一帯をめくった。化物軍団の大部分が吹き飛ぶ。







　司令室で雷らい鳥ちようが「よし！」と声を上げる。生途会から歓声が上がった。

「ポーン七八！　ルーク一四撃破！　行けますよ会長！」

　興奮気味で男子役員が紫し貴きに言った。紫貴は素直に認める。

「ええ、元五番隊は伊だ達てではないわね」

「いや！　これはもう昔以上ですよ！　たったの一個小隊で四〇〇近くも陽動って！　あの人、どんな鍛え方したんだろ！」

　他の役員も亜あ賀が沼ぬま分隊を褒ほめる。

　しかし専属オペレーターの田た中なかだけは唾つばを飛ばして怒鳴っていた。

「このクソ虫ども！　避けるのが二秒早かったぞ！　急場で弱腰かテメ─ら！　もう三匹はやれたぞ！　死ね！　こけちまえ！　今死ねよホラぁ！」

『うっっせえぇえぇっ！　こっちだってマジいっぱいだっつの!!　三機だぞ三機!?　俺らの腕を褒めろ！　スーパースター扱いしろ！　っていうか死ね！　死ね！　眼鏡めがね！』

　田中の罵ば倒とうに山やま武たけがキレた。『集中するよ！　ブッコロスよ!?』とオルソンもキレた。

　最後に大だい地ちが音声のみで通信を送る。

『亜賀沼分隊！　このまま引きつける！　本丸の奴やつらに準備通つう達たつ、よろしくお願いします！』

　そういって三人が通信を切る。雷らい鳥ちようは唸うなった。

「この火事場で肝が据すわってるとは……剥むけたじゃないか。あいつ」

「ええ。本当に」

　その要因であるエイルン夏樹が、紫し貴きの頭に過よぎる。紫貴は垂れかけた涎よだれをズズと吸った。

　司令室の右モニター──隣小島の立体マップが映る。

　隣小島の中央に、人型の青マーカー集団が三つ。中央の青マーカー集団と一緒に、お姫様の青マーカーもあった。これはエルフィーナを表す。

　三機分の青マーカーがエルフィーナの方へ向かっていく。その後ろには、一塊かたまりとなった赤マーカーの軍勢が渋滞を作って追いかけていた。

　赤マーカーの総数は五五九。







　驀ばく進しんする三機──突如、岩の飛礫つぶてが正面に舞う。一体のルークが三機の進路上に横入りした。

『デカイよ！』

　オルソンが声を上げる。

　そのルークは二〇メートルを超える巨体だった。一一メートルの疾しつ風ぷうとでは成人男性と小学生くらいの体格差がある。大地は瞬間的に悟った。避けきれないと。

『このまま突っ切る！　四秒で仕留めるぞ！』

　大地機が右肩のスイートビーを構える。弾丸をばら撒まきながらルークに突進した。

『『了解！』』と、大地機の左右を二機が追い越す。

　オルソン機と山武機は、膝ひざにマウントされる【バレルスライサー】を抜き取る。ナイフ片手に巨大ルークに立ち向かう。

　巨大ルークは、大地機の銃弾を嫌がるように顔を両手で隠した。

『一！』

　オルソン機が巨大ルークの右・脇わきの下を斬きる。巨大ルークの右腕がダランと落ちた。

『二ぃーいっ！』

　山やま武たけ機が顔を覆った左腕を切りつける。巨大ルークの左手首が勢いよく飛んだ。

『三だオラァ！』

　最後に大だい地ち機が、携行地雷を掴つかんだ右アームを突き出す。

　右アームは一直線に巨大ルークの口内に。

　大地機が右腕を噛かみ千切られると同時──巨大ルークの上半身が木っ端微み塵じんに飛び散った。三機に血・肉片がかかる。

　三機は速度を落とさないままの前進に成功した。

　ラストスパートは直線だ。三人は床を踏み割る勢いで、アクセルペダルを踏みつける。

　三機の行く先……ゴールには絶壁が聳そびえ立っていた。

　三機が絶壁の前で順繰りに停止する。

　コックピットの中で、汗だくになった三人が、緊張と息の塊かたまりを一緒に吐き出す。

　亜あ賀が沼ぬま分隊は絶壁の袋小路に追いつめられた。

『もった……よくもったな、俺ら』

『残弾ゼロよ……タイヤ一個やぶけたね』

　息を荒らげ、青い顔で通信する山武とオルソン。二人の機体が銃を捨てた。

　大地機も銃を捨てる。片腕一本の状態で後ろを向いた。

　まるでコンサートホールに詰め寄る観客たちだ。マリスがビックウェーブとなって目前まで迫っていた。

『俺らがやったんだぜ？　これ』

　大地は一瞬、惑う。目の前のおぞましい光景が、何物にも勝る絶景に見えた。

　大地はタイミングを計る。やがて最後の号令を張り上げた。

『全機……最大跳躍！』

　膝ひざ裏うらのジャンプスラスターがフルブースト──三機が垂直に跳躍する。

　三機が崖がけ上に到達すると同時、待ち構えていたのはエルフィーナ率いるバックス部隊だった。




『撃てぇえええぇええぇえええぇええぇっ！！！！』




　やり遂げた部下たちに報いるべく、エイルンが叫びを上げた。

　眼がん下かに迫った六〇〇近くの怪物──その大群に向け、戦騎装たちが一斉攻撃を開始した。

『亜賀沼分隊がやったぞぉおぉお!!　今度は俺らの番だぁ！』

『身動きが取れなくなった敵を撃つだけの簡単なお仕事です！』

『死ね死ね死ね死ね死ねぇぇええ！　マリス死ねぇええぇ！』

　崖上に配備されたバックス全一八機──六機・三班──が三方から弾幕を浴びせかける。同じく待ち構えていた自衛隊の戦騎装と戦車が砲撃を浴びせる。

　今度は、天から砲弾が飛んできた。周海にいる護衛艦隊の艦かん砲ぽう射しや撃げきだ。

　鉄と、肉と、轟ごう音おんと、血で、狂想曲が奏でられる────容赦無用の大だい虐ぎやく殺さつだった。

　エルフィーナが、両手でブラスト銃剣ルイン・ブレスを構える。

　二つに刀身が割れた。中にある砲頭が覗のぞく。

　砲頭が高速回転──虹色に発光した。二つの火口に青色の光球を作り上げる。

『チャージングフィニッシュ。ブラスト銃剣ルイン・ブレス、最大出力で発射可能』

　エルフィーナが言う。エイルンが赤い瞳ひとみをいっぱいに広げた。

『いっけぇええええぇっ！』

　エルフィーナのブラスト銃剣ルイン・ブレスが火を噴く。二つの大光線が地面を焼きながら一直線に伸びた。光線上のマリスが蒸発しながら消えていく。







　司令室は機兵部の大攻勢に湧わいていた。

「スカーレット・レディが後続集団も一掃しています！」

「五九九！　六二二！　合計、六四四体の撃破に成功！　やった！　上陸した大部分が壊かい滅めつです！」

　男子役員が喜びの報告を上げる。彼らは士気十分に、状況を前へ進めた。

「生途会より本部管理中隊ＣＣＶ。これより戦闘頁を一三に移行。機兵部、続けて第二陽動に入ります」

「泣くなよ田た中なか～」

「泣いて、ませんよ」

　女子役員に肩を乗せられ、田中役員が涙ぐむ。三人の心配を一番にしていたのは田中だった。他にも役員たちが各々ハイタッチをしたり、ガッツポーズをとったりだ。

　だが紫し貴きは違う。不審そうに眉まゆを顰しかめた。紫貴が見ているのは右モニターに映る赤マーカーの流入量だ。一方で雷らい鳥ちようも紫貴と同じ事を考えていた。

　──おかしい。

　雷鳥の背中がざわつく。これだけの量を潰つぶしたというのに、上陸する赤マーカーの勢いが落ちない。六〇〇という上陸数は、通常のマリス襲撃の四分の一に相当する。

　──こいつ……もしかして、

　雷鳥は渋い顔になる。役員の一人にクイーンの解析を急がせるが依然その姿は特定できないでいた。







　崖がけ下一帯を、マリスの血と肉が覆っていた。まるで墨汁で作ったスープである。

「亜あ賀が沼ぬま分隊は全機！　足を全交換！　エネルギー・弾薬を補給！　亜賀沼機は右腕もだ！」

　エイルンが通信を通して命令を飛ばす。それから三人を労った。

「三人とも、よくやり遂げてくれた」

『ま、まぁ余裕でしたよ？　ね。オルソンくん』『たりまえよっ！　まだまだ走れるよ！』

　映像通信で山やま武たけが息を上げて言う。オルソンは興奮しているのか、声のトーンが高い。

『教官……あざっす』

　最後に大だい地ちが静かに言う。その一言には多くの想おもいが詰まっているとエイルンには思えた。

『足かえるよ！　機体固定して！』

　アサルト分隊の周りに、何機ものバックス機体が寄る。早々に換装作業に入った。

　予あらかじめ用意したパーツコンテナから替えの手足スペアマウントを取り出し、大地たちの機体の物と付け替える。

　この換装作業は今日の日の為ために、何百回も反復させられた内容だった。

　機兵部は、訓練以上の動きで次の陽動準備に入る。エイルンは彼らを誇りに思う。思い描いていた以上の大戦果を叩たたきだしたのだから。

　しかし……それでもエイルンの顔色は優れなかった。

　──敵の勢いが……止まらない。

　センサー画面を見て思う。エイルンは赤マーカーの流入量に異変を感じていた。

「機兵部全機に通つう達たつ！　すぐに第二陽動に入る！　訓練ケースの二番！　予定に変更は無い！」

　不安を振り払うようにエイルンが言う。機兵部はやる気を漲みなぎらせてそれに応こたえた。







　戦闘科校舎第一教育棟一階・ブリーフィングルーム──三人掛けのオフィステーブルが横・三列、縦・八列で並んでいる。正面のモニターが戦闘状況を映す。

　葵あおいは椅い子すにも座らず、この待機場所で機兵部の活躍に胸を躍らせていた。

　──すごい……やっぱりあの人は違う！　特別なんだ！

　防護服姿の葵は映像に目を奪われる。

　仲間の機体が、整然とした動きで亜あ賀が沼ぬま分隊の換装作業を行っている。日向ひなたの特訓の成果に違いない。葵は戦場にいられないことを心から悔しがった。

　──先輩のバカ！　バカバカ！

　怒りと感謝、感激と悔しさがない交ぜになった。

　葵が見守る中、エイルンの率いる機兵部は、二回目の陽動迎げい撃げきに移っていく────








　◆陽動迎撃二回目──戦果・三二〇体◆

　◆陽動迎撃三回目──戦果・一八九体◆



　大だい地ちたちの陽動は四回目に突入する。戦闘が開始して、既に二時間が経とうとしていた。

「殺しても殺しても！」

「どういうこと!?　どっから湧わいて出るよっ！」

　コックピットの中で、汗まみれの山やま武たけとオルソンが毒づく。大地も機体を走らせながら二人と同じ事を感じていた。







「クイーンを映像で確認…………は、繁殖型です」

　男子役員が蒼そう白はく顔で報告する。他の役員は顔に疲ひ弊へいを張りつけていた。

　中央モニターにクイーンの姿が映し出される。

　女の上半身が三人分、海面から伸びていた。それぞれの胸元には大きな口がある。

　合計六つの口から白い塊かたまりと黒い粒の塊を吐き出し続けていた。黒い粒は複数のポーンに。白い玉はルークに変へん貌ぼうを遂げる。

「どうして……【繁殖型】が」

「よりにもよって、こいつかい」

　紫し貴きと雷らい鳥ちようが交互に言う。

　繁殖型──その名の通り、子供を産むのに特化したクイーンである。

　主にヨーロッパ圏で発見されており、子供の生産量はクイーン種の中でもダントツだ。

　個体差はあるが、その量は最低でもクイーン平均の三倍強といわれる。繁殖を行動の主に置くため、行軍スピードが遅いという特徴を持つ。また今回は深海を移動していたのが追い打ちとなった。索敵の目が届かず、型の断定にここまでの時間を要してしまったのだ。

　紫貴が雷鳥の方を向く。

「繁殖型が相手だとまだまだ終わりなんて来ません！　おそらく先行マリスの三割も殺していない計算になります！」

　雷鳥が頷うなずく。

　過去、この型に陥かん落らくされた保管領は三つ。ＵＮが公式に発布する攻略戦に則るなら、海中砲撃の開始時間を二時間は早める必要があった。

　つまり、対応が完全に後手に回ってしまっていたのだ。

「そんな……水際迎げい撃げきを含めても、二〇〇〇匹近く殺してるのにっ」

　管制席で男子役員が身を震わす。紫貴が全員に言い渡した。

「補給路の見直しを！　このままでは息切れするのはこちらが先です！　弾切れが続出しますよ！　補給ポイントも増設させて！　護衛艦隊にも弾薬の補給を！」

　紫貴が鋭い声で言うも全員の反応は鈍い。立体マップの隣小島には、数え切れないほどの赤マーカーが散らばっている。

　当初用意していた補給ポイントも、既に幾いくつか潰つぶされてしまっていた。

「でもこれだけの乱戦じゃ」

「無くても作る！」

　弱音を上げた役員を紫し貴きが叱しかりつける。持久戦は目に見えていた。現場と同じく、生途会の負担も激増するだろう。紫貴も内心では、弱気の虫が暴れていた。

　──今の生途会メンバーだけじゃいずれ処理し切れなくなる……こうなったら私と葵あおいでアレを……ダメ。戦場全体のバックアップなんて、あの子以外、誰がやれるの。

　紫貴は悔しそうに下唇を噛かんだ。

　──こんな時、貴方あなたが居てくれれば……。

　紫貴はかつて一緒に死線を潜くぐり抜けた、仲間のことを思い出す。







　それから更に一時間が経過する。一進一退の攻防が隣小島で続く。

　紫貴の予想通り、配備する部隊戦力の多くに燃料・弾薬の不足問題が起こっていた。残存する補給ポイントはスカンピン状態だ。

　敵の量に比例し、弾薬の消費量が尋常ではないのである。第弐富ふ士じからのカタパルト輸送も、敵が増殖しすぎて前線までコンテナを運べない状況に陥おちいってしまう。

　機兵部が構える第三次防衛ラインは、じりじりと右翼側に押し出されていた──

　ポイントＢ10──鋼材で敷きつめられた人工高台の上だ。

　機兵部のバックス部隊と並び、エルフィーナがブラスト銃剣ルイン・ブレスを放つ。

『教官！　二班から、あと四分で補給を終えると連絡きました！』

『よし！　彼らと入れ違いで三班が補給だ！　その間に必ず水分補給を行え！』

　オープンチャンネルでエイルンの命令が飛ぶ。疲れを感じさせないエイルンの声こわ音ねは機兵部を奮励していた。ここにいる戦力はまだ幸運と言える。

　混戦に引きずり込まれるも、エイルンが遊撃・指揮を繰り返す。

　孤立した自衛隊戦力をかき集め、背後に補給ポイントを置くこの場所に集結させたのだ。部隊を再編し、辛からくも籠ろう城じよう状態に持ち込んでいた。

　現在はローテーションを組んで補給・休息を回している。

　──ここはいいにしても、

　エイルンが気を揉もむのは島の左翼側だ。

　サブモニターの立体マップ──エイルン達がいる右翼側に、赤マーカーの大部分が詰め寄せる。これは機兵部ヘキサがこの場所にいるからである。

　今のところ第弐富士が襲われる心配はない。問題なのは、島の左翼だ。

　上陸するマリスの中には、エイルンたちのいる所右翼側に向かわないマリスも相当数いた。それらは中央の第四次防衛ラインと、左翼の第三次防衛ラインが凌しのいでいる状態だった。

　中央には最も戦力を集中させているため、まだ余裕はある。後ろに控えるセレンも無事だろう。しかし、左翼の防衛戦力については三時間以上も戦闘が続いていた。おまけに近隣の補給ポイントが幾いくつも潰つぶされている……非常に危うい状況と言わざるを得ない。

　そんなエイルンの心中を嘲あざ笑わらうかのごとく、状況は悪化した。

　エルフィーナがエイルンに伝える。

『ムッシュ。南西・二四〇〇メートル地点に新たな敵影を確認。総数、一〇〇〇と推定』

「一〇〇〇っ!?」

　エイルンが絶句する。マリスの大軍が左翼側から上陸しようとしていた。今の左翼戦力にその数を相手する余力はない。体勢を立て直さなければ間違いなく皆殺しの目に遭う。

　エイルンは覚悟を決める。すぐに生途会に通信を飛ばした。







　生途会もエルフィーナと同じ情報を得た所だった。

　紫し貴きの脳裏に、左翼・第三次防衛ラインの壊かい滅めつが過よぎる。その時だ。エイルンから映像通信が入る。

『九ここの重え！　左翼側の防衛ラインを撤退させろ！　今の状態で迎げい撃げきなんて不可能だ！　残らず皆殺しにされるぞ！』

　紫貴が瞠どう目もくする。エイルンは血相を変えたまま続けた。

『まだポイントＡ９に補給ポイントが残っているだろ！　そこで部隊再編と補給を行わせるんだ！　今、上陸しようとしている一二〇〇体は俺とエルフィーナが何としてでも食い止める！』

　彼がこう言いだすと紫貴は分かっていた。すぐにその進言を却下する。

「認めません！　スカーレット・レディはその場で現状維持！　今が正念場なんです！　堪えてください！」

『行ってくれ教官！』

　二人の通信に大だい地ちが割り込む。

　オルソン、山やま武たけも司令室に映像通信を送ってきた。

『うちらもバックスの援護つくよ！　敵が多すぎてもう走れそうにないしね！』

『ここは任せて行ってくれぇ！　って言ってみたかった！　へへ！　夢、かなっちゃったぜ！』

　紫貴が「黙りなさい！」と三人を怒鳴りつける。役員たちが紫貴の様子に一驚した。

「今、デストブルムは極めて不安定な状態です！　ネイバーの代役を務められるのは彼のエルフィーナだけなんですよ!?　もしも彼に何かあれば全てが泡と消える！　それが分からないのですか！」

『もしももへったくれもあるかぁ！　女はすっ込んでろっ！』

　今度は大地が紫貴に怒鳴り返した。唾つばを飛ばして紫貴に言う。

『アンタ！　この人のこと何も分かって無ぇのな！　ここで黙ってられない人なんだよ！　この人は！　誰かが困ってたら命がけで首をつっこむ！　相手が誰だろうが関係ねぇ！　そんなぶっ飛んだ熱血野郎だから、俺らはこの人を信じられたんだ！　文句あっか！　　あぁあ!?』

　亜あ賀が沼ぬまが叫んだ。

　今度は機兵部全員が生途会に映像通信を送った。

『亜賀沼よく言った！』『行ってください教官！』『補給ポイントですけどあと五回分くらいは回せますから！』『死んじゃイヤですよ！』『悔しいけどアンタなら出来ると思う！』『生途会！　眠てーこと言ってんじゃねーよ！』

　エイルンは最後に雷らい鳥ちようの方を向いた。自分の正体を知る、唯一の支援者を。

　雷鳥はため息をつく。既に諦あきらめたような顔をしていた。

「融通きかない、冗談きかない、言いだしたらきかない。それがエイルン＝バザットアンタだったね……好きにしな」

　紫し貴きが「どうして！」と叫んだ。エイルンは声を張り上げる。

『機兵部の指揮は亜賀沼に一任！　総指揮は善ぜん通つう寺じ一尉に！　一尉！　ひよっ子たちの面倒もお願いします！』

『うす！』『ああ、死ぬなよ』

　大だい地ちと自衛隊指揮官が夏なつ樹きに応こたえる。

　立体マップにあるエルフィーナ──お姫様──のマーカーが高速で移動を開始した。







　エルフィーナが髪を揺らす。銃・砲撃でめくれた大地を激走する。

『やめて！　いくらなんでもそんな数！　自殺行為です！』

　紫貴が諦めきれず、エイルンに通信を送る。エイルンは小さな声で零こぼした。

「それでも……やるしかないんだ」

　コックピットのモニターに敵の反応が増えていく。

　エルフィーナは拳こぶしを振り上げる。

『うぉおおおおぉおおぉおおぉおぉっ！』

　エイルンの怒号が隣小島に響き渡る。

　エルフィーナは単機で、迫りくる一二〇〇匹の前に躍り出たのだった。





　幕間　【ドール・ワルツ・レクイエム　　第二三話　〔泥だらけの正義〕


２０６９年２月10日　放映】



　────────　アニメーション映像が流れる　────────




　天地を黄金色が覆う。地平線まで金一色である。そんな超空間で二機のロボットが戦う。

『分からん』

　エルフィーナが黄金の大地を転げる。地表が氷みたいに割れた。月の女神を象徴する、エルフィーナの全身は既に半壊している。関節部分から火花が上がった。

『どうしてあんな合理主義の塊かたまりみたいな女が、こんな凡人に固執していたのか』

　相対するロボット──形容するなら巨神像である。全身が真っ白で、エルフィーナの二回りは大きい。神々しさを身に纏まとう、〔力〕そのもの。

　今や、四星の運命を握る絶対者──アスタニア王の駆る【グリムガント】だった。

『エイルン＝バザット……自分がどれだけ無責任なことを言っているか分かるか？』

　血だらけのエイルンが息を荒らげる。ボロボロのエルフィーナを進ませた。

『たった七〇〇〇万人だ。真に来たる、平和の値段としたら破格の数字だろう』

　エルフィーナがハイキックを繰り出す。

　グリムガントは片手で軽々とエルフィーナのハイキックを受け止めた。グリムガントがその足を握り潰つぶす。エルフィーナの左足がねじ切られた。

　エルフィーナが崩れ落ちる瞬間、グリムガントが彼女の長い髪を掴つかみ上げる。

『地球人口・六〇億人。火星人口・一二億人。木星人口・一二一億人……そしてお前の母星、月人口・七億人……たった０・００３％の犠牲で四つの星が救えるのだ』

　それを聞いてエイルンの脳裏に一人の女の子が浮かんだ。

　鎖に繋つながれ、実験動物として死を待つ女の子は──

《お願いだから……誰か私を助けてよぉ！》──涙声で、そう叫んだのだ。

　エイルンは奥歯を噛かみしめる。

『あのマギュアヒューム……お前が無駄と分かって、それでも足あ掻がく理由だ。公然と人体実験が許され、モルモットとして死んでいく哀れな者たち。あれこそが人のエゴの究極形だ。壊さなければならない。世界の有り様を……二度とあんな不条理を起こさない為ために。それなのに、貴様はっ！』

　髪を掴まれたままエルフィーナがグリムガントに蹴け飛とばされる。衝撃で長い髪が引き抜かれた。エルフィーナが数キロ先まで飛ばされる。

『大局も見れず、目先の感情に流され、安っぽい正義を振りかざすだけだ……断言する。貴様の甘っちょろい倫理観で救えるモノなど何もない』

　グリムガントが手をかざす。不可視の衝撃波がエルフィーナを襲った。

『恐怖も無く、統治も無く、淘とう汰たも無く』

　何度も地面の上を転げるエルフィーナ──その様は捨てられた人形のようだった。

『人を統一する事など不可能だ。故に必要なのだ……絶対無比の王が』

　満まん身しん創そう痍いのエルフィーナがそれでも上体を起こそうとする。

　中のエイルンは、とうとう業を煮やした。噛かみしめるようにアスタニアに言う。

「それでも……あの子が死ぬ道理などない。いや。絶対に……許してたまるか」

　エルフィーナは右拳こぶしを眼前に掲げた。ドレス状の前ぜん腕わん部が浮かぶようにジョイントする。

「大義？　必要な犠牲？　そんな大きくて、理不尽なものに泣かされ続けてきた人の気持ちをどうして分かろうとしない！　世界中が涙で溢あふれてる！　でもそれは仕方が無いと！　仕様が無いと目を背けていたら何も変わらない！　誰かがそれを否定しなければ永遠にその涙は止まらないんだ！　泣いて泣いて泣き続け！　最後は死を享きよう受じゆしろ！　アスタニア！　お前の言っている事はそういうことなんだ！」

　エイルンは真っ赤な瞳ひとみを燃やす。エルフィーナの右拳が青色に光り輝く。

『それが……軍を裏切り、母星に背信してまで、ここにきた理由か』

『願わくば、この拳、に、彼の信念ワガママ、が宿ります、ように』

　Ｖ字の仮面は無残に割れている。髪をごっそり失っても──エルフィーナは前へ進む。

　背面のスラスター群ウイング・パレオが吠ほえる。紅の勇者も一緒に吠えた。

「一粒でも多くの涙を失くす！　それがツルギと交わしたっ！」

　低空飛行で進むエルフィーナ──青の拳を振り上げ、グリムガントに突貫する。

「最後の約束なんだぁああぁああ!!」

　涙を散らしてエイルンが叫ぶ。

　エルフィーナの右拳がグリムガントの胸に突き立てられる。

　しかし……エルフィーナは、巨大な衝撃波に吹き飛ばされた。

「ぐあぁああああぁっ！」

　千切れたエルフィーナの右腕が舞う。エルフィーナが黄金の大地に再び沈む。グリムガントがゆっくりと、その両手をエルフィーナに向けた。

『エイルン＝バザット。貴様はバカだが……最後まで嫌いになる事ができなかった』

　そのとき黄金色の超空間にヒビが入る。ヒビを内側からこじ開けるように、二本の黒腕が現れた。グリムガントは手を下ろす。大破したエルフィーナを大きな影が覆った。

　それは誰もが待望した〔絶対〕に対抗し得る、もう一つの〔絶対〕。

「すまない……ジン。俺には……でき、ぞうに、ないっ」

　真っ暗になったコックピットの中──唇を震わせてエイルンが言う。

「ジンっ！　お願いだっ！　あの子を！　あの子をたすげて、やっでぐれぇ！」

　涙で顔をクシャクシャにし……エイルンは戦友に想おもいを託す。

『ジン、ナガト』

　現れたのは黒い魔人。グリムガントの対となる、全ての始めとなった機体。

　魔人のロボットが拳と拳を打ちつける。

　主人公ジンと【アヴァンアリス】が満を持して現れたのだった。






Ⅷ　妖精の三フエアリー・スリー









　生途会はエルフィーナを援護すべく、目を皿にして動ける部隊を探していた。

「第一戦騎装中隊サンイチＢＳ１！　第三戦騎装中隊サンイチＢＳ３！　第六戦騎装中隊サンイチＢＳ６！　全てダメです！　第四次防衛ラインの戦騎装部隊！　携行弾薬がレッドゾーンに入りました！」

　女子役員が紫し貴きに言う。紫貴は別の役員に聞いた。

「第四戦騎装中隊サンイチＢＳ４と第一〇戦騎装中隊サンイチＢＳ１０は！」

「押し負けています！　半数以上が残弾無し！　ダメです！　エルフィーナの元へ辿たどりつけません！」

　紫貴は唇を噛かむ。右モニターの立体マップを見た。

　島の左側では大量流入した赤マーカーが塊かたまりを作る。塊の右端はしに、かろうじでお姫様の青マーカーが見える……それこそがエルフィーナだった。







　海岸が真っ黒に染まる。浜辺や岩場に、マリスの死骸が小山を作って散乱していた。

　上陸した一二〇〇匹のマリスを、エルフィーナが正面から受け止めていた。

　エルフィーナの周りに血風が吹き荒れる。

　首なしのルークが大木をへし折った。下半身を失ったポーンが浜辺をまた黒に染める。

　金色の長い髪が舞う。豪腕が振り抜かれる。烈れつ脚きやくが天を割いた。

　エルフィーナが攻撃を繰り出すたびに、敵が死骸になって飛ばされる。しかし、いくら骸むくろを積み重ねても、辺りにひしめく怪物どもの奇声は止やまなかった。

『うぉおおぉおおぉおぉっ！』

　何百もの奇声をかき消さんと、エイルンの雄お叫たけびがエルフィーナから上がった。

　エルフィーナのコックピットモニターに景色など映らない。押し寄せる敵の海と、次の標的を探し求めるターゲットカーソルが飛び跳ねるだけだ。

　最速、最短、最効率を選びぬく。今のエイルンの頭にあるのはそれだけである。

　蹴けりを繰り出したエルフィーナの右足──蹴りを顔に受けるも、存命していたルークがエルフィーナのハイヒールを掴つかんだ。

　コックピットに嫌けん悪おを示す警報ビープ音が鳴った。

『貞操の危機を感知。自律迎げい撃げきに移ります』

　エルフィーナの左足が槍やりになる。

　足を掴んだルークの顔面に、ヒールの踵が突き刺さった。

『本機への接触を許された殿方はお一人だけです』

　踏みつけたルークの顔面を足場に変え、エルフィーナは空中で横回転──旋風蹴りを見舞う。

『ごめんあそばせ』

　エルフィーナの周辺にいたポーン、ルークが合わせて七匹、肉塊に還かえった。

「はしたないぞエルフィーナ！」

　エイルンが声を上げる中、エルフィーナは更なる攻撃を展開する。

『その見解に異論はございません。本機の戦闘コンセプトは──』

　エルフィーナの貴婦人帽子が自動的に高速回転──帽子は光輪となって空を走る。

『ステゴロの、ぶん殴り徒手格闘・近接戦仕様でございます』

　ブラストブーメランルイン・ハットがルーク、ポーンを次々と切り裂く。円を描いて自動的にエルフィーナの頭に返った。

『コントロールを返還します』

「ふ！」──エイルンが再び操そう縦じゆう桿かんを操る。

　エルフィーナがブラスト銃剣ルイン・ブレスを脇わきの下から抜刀する。銃身を覆う青い刃が、近づいたルーク二体の上半身を斬きり捨てた。

　しかし、敵の勢いは留まる事を知らない。

『スカーレット・レディ！　もう引いて！　お願いだから！』

　音声通信で紫し貴きの悲痛な声が届く。エイルンが叫ぶように応こたえる。

「ダメだ！　ここで俺が退ひいたら、いったい何人が死ぬと思っているんだ！」

　今のエイルンに、サブモニターを確認する余裕などない。肉薄するマリスに掴つかまらず、触れさせず、全てを一撃で葬ほうむり去らないといけないからだ。







　司令室で紫貴がエイルンに懇こん願がんする。

「そんな事いっても貴方あなたが死んでしまったら全てが終わりなの！　どうして分かってくれないのよ！」

　生途会役員たちも皆が同じ思いだった。

　援護に向かわせた、なけなしの救援部隊も完全に敵の大群が阻んでしまっていた。

　完全に打つ手無しの局面で……雷らい鳥ちようの脳裏に閃ひらめきが走る。紫貴とエイルンのやり取りを見て、一つの可能性を見たのだ。雷鳥はすぐに自席のタッチパネルを操作する。席に設置されている受話器を上げ、とある部署に連絡した。

　下の方で仕事をしている田た中なかが、自席のコントロール盤を見て気付く。

「司令？　これは？」

　後ろを向いて雷鳥に問う。雷鳥は口元に指を立てる。しーっと言うように。

　雷鳥は、中央モニターに映される戦闘映像を校内の全避難シェルターに流し始めた。







　非戦闘科の生徒は、マリス襲来時は教育棟地下の地下シェルターに避難することになっている。体育館を彷ほう彿ふつさせるシェルター内には、避難した茜あかねの姿があった。

　何時間も拘こう束そくされる事に、苛いら立だつ生徒が出始めている。中には戦闘科生徒を罵ば倒とうする者もいた。そんな彼らを、茜は内心で軽けい蔑べつする。

　──闘たたかったことも、ないくせに。

　体育座りをする茜は、自分の腕を強く掴つかんだ。

　作戦が開始されて既に三時間以上……明らかに異常事態だった。きっと大変な苦戦を強いられているのだろう。茜はそう予測していた。

　ふと、シェルター内に掲げられる（避難指示用の）巨大モニターが点つく。

　モニターから映像と音声が流れてきた。茜は意表を突かれる。

　──どうして……戦闘状況が避難シェルターに？

　不安から起こる暴動を避けるため、非戦闘科の生徒が外の状況を知ることはない。なのに、戦況が映し出されたのだ。

　そして、誰の目にもその映像の異常さは伝わる。

　モニターに映されたのは海のように押し寄せるマリスと、それに立ち向かうエルフィーナの雄姿だった。皆が息を呑のむ。中には映画かと思う者も出た。

　皆と同じく、茜も目を奪われる。遅れて状況を認識すると絶望した……。

　あの機体はたった一機で、何百というマリスと闘っているのだ。

『これは命令です！　従いなさい！　スカーレット・レディ！』

　茜にはすぐ分かった。紫し貴きの声だ。そして次に少年の声が聞こえてきた。

『分かっているんだろ！　俺がここを支える！　ソレが最も犠牲を出さない為ための最善なんだと！』

「この声……」

　茜は思い出す。氷ひ室むろ夏なつ樹きのことを。茜は二人のやり取りに耳を澄ました。

『物事の優劣を考えて！　貴方あなた、軍人なんでしょ!?　エルフィーナはクイーン打倒を可能にするジョーカーなの！　貴方とエルフィーナには代替が利かないの！』

　茜は初めてだった。あんなに取り乱した紫貴の声を聞くのは。

　──紫貴さん、

　かつて姉のように慕したった聡そう明めいな先輩を思い出す。茜は胸元に手をやった。

　──何で……退ひかないのよ。

　茜は分かっている。ああしていられるのが奇跡以外の何物でもない事を。

　いつ組み伏せられてもおかしくない。一回でも隙すきを見せた瞬間が最後なのだ。何十匹もの怪物があの機体を押し潰つぶすだろう。

　──怖くないの？　死ぬのが？

　茜は堪らず目を逸そらした。これから死にゆく者を無理に見せられているようだった。

『もうお願いだから止やめて！　貴方、本当に死んじゃうわよ！』

　茜も紫貴と同じ事を思う。とうに、一個戦術でどうにかできる範はん疇ちゆうを超えていた。

　茜あかねの四肢が徐々に震え始める。次第に呼吸も荒くなっていった。

　──お願いだから……もう退ひいて。

　茜は望まずとも過去の映像を思い出す。

　七カ月前の……悪夢のような出来事を──





　　　　＊＊＊＊＊






　デストブルムが初めて実戦に投入されたあの日……全ては変わった。




　怒り狂ったデストブルムが、戦場全てを焼きつくす。

　その一部始終を、茜は司令管制室で見ていた。

　大量のマーカー群が消失した。赤マーカーも青マーカーも関係なく。

　中央モニターに映るデストブルム──アイカメラが真っ赤に光る。四本の花と杖つえが踊おどる。幾重にも交差するスポットライトのようにＩＭＥカノン黒い破壊光を吐き散らす。

　その姿は悪鬼以外の何物でもなかった。

　この時の茜は、ただ立ち尽くしていた。何も出来ずに……。

　非常事態を示す警報音ビープ音が司令管制室に鳴り渡る。役員たちは皆、事態を収拾しようと動いていた。フリーズした茜に声をかけたのは最初の数人だけだ。しかし、茜は怒鳴っても引っぱたいても正気には戻らなかった。

　隣小島地獄の渦中にいた初代機兵部神無木大隊とて被害は免れない。護衛部隊は壊かい滅めつ状態だった。部員の機体も大半が中破以上の損害を被る。

　そんな機兵部を、生き残った敵が包囲しようとしていた。




　絶体絶命のその時、機兵部初代部長・神かん無な木ぎ緑みどりが執とった決断は……自身を囮にすることだった。




　この時の茜は、緑の戦騎装マーカーの動きに気付いていた。

　戦場でいったい、何が起こっているのかも。

『どけえぇえええええええ！　緑ねぇ！　緑ねぇ──っ！』

　茜のインカムに葵あおいの悲しい叫び声が届く。

　マップ上では、葵の戦騎装マーカーが猛スピードで突き進む。緑の戦騎装マーカーを目指していた。

『おい茜！　何でもいいから武器を！　どこ走ればいいの！　おい！　何とか言ってよ！　聞えてるんだろっ!?　茜！　茜───っ！』

　葵が通信先で涙声を上げる。

　でもフリーズしてしまった茜の身体からだは、声を絞しぼることも出来なかった。

　そのくせ無駄に回る頭は〔一八〇秒〕という結果を出していた。

　緑と葵の相対位置──赤マーカーの総数──残存味方戦力の配置図──

　茜あかねの思考は〔緑みどりが死ぬ要因〕を次々と挙げ続ける。

　緑が死ぬまでの一八〇秒デツドラインがはっきりしていく。その時、茜は唐突に思ってしまった。

　──あ……無理だ。

　心で呟つぶやいてしまったその一言が、茜の沈黙を後押しする。

　結果的に茜は────緑の救出を諦めて一八〇秒を放棄してしまう。

　茜の頭が描いた通り、一八〇秒後に緑のマーカーはマップ上から消える。

　それは葵あおいのマーカーが到達する、一〇秒前の出来事だった──





　　　　＊＊＊＊＊






　司令管制室にいる紫し貴きは、ダメもとでデストブルムへの回線を開く。

『九ここの重え会長！　貴方あなたまた！』

　デストブルムの派遣オペレーター──防衛省職員──がすぐ抗議を飛ばしてくる。

　前回のセレンの逃亡で政府の目はより厳しいものになっていた。

　戦闘中のデストブルムはあくまで防衛省預かりなのである。生途会は事前にプランを提出し、防衛省が受理してネイバーに作戦指示をする。そんな非効率極まりない指揮系統をとっているのだ。こうして生途会がセレンと直接やり取りするのも禁則事項に抵触する。

　種々様々な言い訳が転がっているが、結局のところ〔ネイバーは国が管理している〕というポーズをとるための措置に過ぎないのだ。

「紫貴やめな」

　雷らい鳥ちようが紫貴を叱しかる。でもこれは最高司令官としての建前だ。

　それが分かった上で紫貴はセレンにお願いをした。

「お願いセレン！　氷ひ室むろくんにせめて援護射撃をっ！　デストブルムならその距離からでも届く！　もう貴方しかいないの！」

　生途会は既に何度もデストブルムの行軍を上申していた。しかし今回、防衛省は強気にもその上申を突っぱねているのだ。

　前回の戦闘で出た大量の死者戦費支出に、ネイバーフッドの逃亡氷室義塾の管理責任……これらのカードを日本政府は既に握っている。

　そして彼らは欲しいのだ。決定的な一枚を。

　もしも、ネイバーの代替にすら成り得る虎の子の新兵器を氷室が失えば、氷室財閥のアドバンテージは完全に無くなる。そうすればネイバーフッドごとデストブルムの管理権をもぎ取れる──生途会にはその魂胆が見え透いていた。

　モニターにセレンが映る。セレンはいっぱいの涙を溜ためて言った。

『ダメ……また、動かないの』

　雷鳥含め、全員が声を失くす。セレンはとっくに試みていたのだ。エイルンの救出を。







　避難シェルターのモニターが切り替わる。自衛隊戦力に守られるデストブルムが映った。

　茜あかねはその姿を見て息を止める。

　──デスト……ブルム。

　茜の呼吸が荒くなる。茜は吐き気を催して口元を押さえた。脳裏に〔神かん無な木ぎ緑みどりの死〕が過よぎぎる。喉奥まで込み上げたおう吐物を、茜は無理やりに呑のみ込んだ。

『撃て……ないの』

「？」

　セレンの声が流れ、茜は辛つらそうに面を上げる。セレンは涙声で続けた。

『夏なつ樹きに当たるって、思ったら……クロ、動かない』

　茜はデストブルムの映像を見る。見間違いかと思った。デストブルムは完全に沈黙していた。稼働を示すアイカメラが滅灯しているではないか。

『夏樹、死ぬの……ヤぁ、イヤぁ』

　セレンの泣き声がモニターから流れてきた。それを聞いて茜は思い出す。

　かつて自分が同じように泣いた事を………七カ月前に失ってしまった、大事な人を。

《茜ちゃん》

　亜麻色の美しい髪に、笑顔がとっても素敵な人だった。皆が大好きだった神無木緑は。

　茜の身体からだは動かなくなる。気付けば全身が震えていた。

　──ほら……こうなる。

　茜は震える右手を見る。目の焦点を失った。

　──あの時もそうだった。何もできなくなって。一番、踏ん張らなきゃいけない場面で私は……緑さんに残された最後の時間一八〇秒を放棄した。

　茜は震える手を握り締める。悔しさで胸が裂けてしまいそうだった。

　──もう退ひいて……退いてよ。お願いだから。

　茜は目を固く閉じ、両手を組む。祈りを捧げるように。

　──ここで退いても、誰も貴方あなたを責めない……仕方なかったって許してくれる。私の時のように……だから。

　茜は祈る。彼が退く事を心から願った。

　しかし────その願いを砕くだくようにエイルンが叫びを上げた。

『俺は軍人だっ！』

　茜が目を白黒させてエイルンの言葉を聞く。その声にはまるで迷いが感じられなかった。

　──なん、で？

『弱いから泣く！　理不尽に奪われて泣く！　そんな人たちを一人でも助けるために軍人になったんだっ！』

　映像がエルフィーナに切り替わる。

　エルフィーナはその機動に一片の曇くもりも見せない。諦あきらめずに拳こぶしを振るう。諦めずに足を振り抜くのだ。エイルンは叫び続ける。

『本当にもう手段が無くて！　切り捨てる事でしか弱き命を守れないというのなら、俺たち戦士がまず死ぬべきだ！　でもそれは全ての可能性が潰ついえた時にやればいい!!　でも今、ここにはエルフィーナがいて！　エイルン＝バザット俺がいるっ！　力を持つ者として！　救える命を見過ごすなんて絶対に許されない！』

　エイルンにつられたのか、紫し貴きも大声を上げた。

『こんな時までエイルン節？　いい加減にして！　貴方あなたが死んだら全部終わりなの！　貴方の死は、今、貴方が守ろうとしてる命の数よりも重いの！　もう割り切りなさいよ！』

　それでもエイルンは退ひかない。そして、この一言が稲いな妻づまとなって──




『どうして未来がそうなるって決めつける!!』────茜あかねの胸を穿うがった。




「っ!?」

『最悪を想定するくらいなら最善を模索しろ！　絶望に立ち止まるくらいなら、希望を探して走り出せばいい！　見えない不安が心を殺す！　未来までも殺すんだ！』

　──希望を……探す？

『自分の手を見てみろ！　九ここの重え！』

　エイルンが言う。思わず茜は自分の手の平を見た。

『今、君のその手には、見えない多くの命が乗っている！　無論、俺の手にもだ！　その一つ一つに、家族があって、想おもいがあって、未来がある！　心一つなんだ！　命未来を零こぼすのも、救うのも！　今の俺に課された責務は、一つでも多くの命未来を諦あきらめないことなんだ！』

　──零すも、救うも。

「心……一つ」

　茜は反はん芻すうする。身体からだの震えがピタっと止やんだ。そして別の震えが込み上げる。茜のそれは武者震いだった。

『俺の全部で命未来を繋つなぐ！　掬すくえる涙を！　俺は絶対に諦めないっ!!』

　茜は立ち上がる……制止する声を振り払い、陽ひ葉よう茜は駆け出した。







　シェルターを飛び出た茜は泣いていた。何度も目を擦こすっては足を前に出す。

　──全部、悟ったような気になって！　逃げ口上で理論武装して……怖いという気持ちから逃げたっ！　緑みどりさんへの罪悪感から逃げ出したんだ！

　まだ闘たたかえた。でも罪悪感と向き合う事を恐れて逃げたのだ。自分は。出来る事があって、でももう辛つらい思いをしたくないから闘うのを止めた。今日まで目と耳を塞いで生きてきた。

　──ずっとずっと前から思ってた！

　緑が死ぬまでの一八〇秒──もしも自分があの瞬間を諦めていなかったら……自分が出来る何かをしていたら……緑を救えたのではないか？

　葵が緑に到達するまでの一〇秒間を……何とかできたのではないか？

　──くそ！　くそくそくそぉ！　もう……見て見ぬ振り、できないっ！

　茜あかねは教育棟・地下から一階に上がる。渡り廊下を一直線に抜けて戦闘科校舎を目指した。

　涙と一緒に鼻水がこぼれる。

　それを拭ぬぐって茜は戦闘科校舎第一教育棟の廊下を走り抜けた。変わりゆく景色の中、茜の視界が棒立ちする彼女を捉とらえる。茜は慌てて足を止めた。

「……あかね？」

　ブリーフィングルームには葵あおいがいた。

　最もこの場に似つかわしくない人物は……最も一ノ瀬葵その人に似合わない顔をしていた。

　このタイミングで彼女に会う。茜は、神様が自分に罰を与えたのだと思った。

「何を、してるんですか？　葵さん」

　半ば放心して、茜は葵に聞く。

「この一大事に、部長の先輩がどうして？」

「その……私には、待機命令が出ててさ」

　葵の口調はハッキリしない。葵が迷っているのは一目瞭然だった。

　茜は心を剣で貫かれた気分になる。思わず語調を荒くした。

「で？」

「私が何度も命令違反して……それを部員が真似て、命令違反を犯したんだ。隊長失格って言われて……緑みどりねえはあんなにしっかりしてたのに。今、自分がどうすべきなのかも分からないんだ。変わらなきゃって思ってるのに」

　葵はモニターの中で闘たたかうエルフィーナを見る。まるで絵でも眺ながめるような顔だった。

　茜は唇を引き締める──もう限界だった。自分の罪から逃げ続けるのは。

「葵さんはっ！　何も悪くないっ！」

　堰せきを切って茜の想おもいが噴出する。葵は「え？」と声を漏らした。

「あの日！　あの日、私が緑さんが死ぬまでの〔一八〇秒〕を諦あきらめてなかったら！　葵さんみたいに最後まで悪あがきしてたら！　葵さんは間に合ったかもしれない！　未来がどうなるかなんて誰にも分からないのにっ！　私は緑さんの未来がこうなるって決めつけて、一番やっちゃいけない局面で自分の可能性を放棄した……あの時の私は……緑さんの救出を諦めたの」

　茜は泣く。子供みたいに。ビー玉のような涙が床に落ち、弾けて散った。

「だから……他の人のせいにした。葵さんがあの時、緑さんの近くにいなかったからとか、特務がデストブルムを制御できなかったからとか、自分は子供だからとか……自分以外の要因と緑さんの死をくっつけようとしたのっ」

　葵は立ち尽くす。その眼めは茜を見ているのか、見ていないのか。

　茜は懺ざん悔げを続ける。

「葵さんが間違えた方に行こうとしてるのも気付いてた。でも見えないふりしたの。貴方あなたが失敗を重ね続けて、いずれ機兵部が無くなれば……みんなが緑みどりさんへの想おもいを薄めてくれれば……この罪悪感痛みが和らぐんじゃないかって……でもそんなことなかった。逃げられなかった」

　茜あかねは言葉を絞しぼり続ける。涙を零こぼしながら。

　七カ月間、胸に詰まらせていた泥を吐きだし続ける。

「出来もしない連携行動が足手まといがいるせいで、貴方あなたの戦闘力が急落してたのも知ってた。貴方の築き上げた最高の戦闘状態ベストスタイルを崩すことになるのも知って、戦いから逃げだした。部長職責任に縛られたせいで葵あおいさんの全部がぶち壊しにされたのも知ってた。そんな飛車・角・金・銀落ちみたいな状態なのに……苦しい思いを押さえつけて、葵さんが緑さんの代わりをしようとしてたのも知ってた。全部……見てた」

　胸につかえていた全てを茜はぶちまける。

　そして……せめてもの罪滅ぼしに〔葵の間違い〕を指摘した。

「そもそも……緑さんって、しっかりっていうよりはズボラでしたよね？」

　言われて葵は「え？」と声を上げる。

「だってそうじゃん！　いつもいつも無茶ぶりで、甘えるような声で『お願ぁい』の一言だけ！　ノープランでノービジョン！　考えるのはいつも私たち！　でもあの人が好きだから……皆、あの人と、あの人の夢が好きだったから！　だから、頑張ったんじゃないですか！」

「頑張った？」

「そうよ！　自覚ないみたいだから言っとくけど葵さんも充っ分！　考えなしです！　でも一番……誰より一番、緑さんのために頑張ってた！　それは誰もが認めてた！」

　茜は堪らず葵の両肩を掴つかんだ。

「こういう仲間の崖がけっぷちに飛び出しちゃうのが一いちノの瀬せ葵でしょ？　理屈も障害もぶっ壊して前に進むから炎の一フレイム・ワンなんじゃない！」

　茜は葵を突き飛ばす。「あんた、誰よ」と呟つぶやいて。

　葵は前後を忘れる。目は完全に焦点を失っていた。

　茜はそんな葵を置いて走り出す──今、自分の手に乗っている、自分が救える命を救う為ために。







　司令室で役員たちの声が飛び交う。

「機兵部各機、残弾状況がレッドゾーンに！」

「くそ！　補給路さえ立て直せたらっ！」

　男子役員が自分の席を叩たたいた。その時、司令室に少女の声が上がる。

「生途会へっ！」

　出入り口には、息を絶え絶えにした茜が立っていた。全員が目を丸める。雷らい鳥ちようは喜びに手を叩たたく。雷らい鳥ちようの思惑は正に成功したのだ。紫し貴きは、夢を見ているような錯覚に陥おちいる。

「どうして……貴女あなた、が」

「生途会への！　復学を！　希望、します！」

　言葉を詰まらせながら茜あかねは言う。

　面を上げた茜の瞳ひとみには……強い戦意が宿っていた。

「元・生途会役員！　陽ひ葉よう茜！　作戦への参加を希望します！」

　茜は左モニターの立体マップを見て、自分の類推がほぼ合っていた事を確認する。

「私に……作戦がある」

　大きな瞳に決意を乗せて、陽葉茜が自分の戦場に舞い戻る。

　かつて【妖精の三フエアリー・スリー】と呼ばれた、心強い仲間の帰還であった。







　戦騎装・第一格納庫──部長である柔じゆう呉ごの前に整備部員・総勢二〇〇人が整列する。

　エイルン友のピンチに何も出来ないでいた悔しさを、柔呉はこの咆ほう哮こうに込めた。

「いくぞ野郎どもぉおおおぉっ！」

「「「「「うぉおおおおおぉっ!!」」」」」

　柔呉が首に血管を浮かべて叫ぶ。総勢二〇〇人の怒声が格納庫全体を揺らした。







　デストブルムと一緒に配備される第五次防衛ラインに命令が伝達される。

『第五次防衛ラインを完全破棄!?　バカな！』

『これは勅ちよく電でんです！　そしてすぐ私たちは──』

　戦騎装部隊が浮足立つ。そんな中、第弐富ふ士じの渡し橋が三本、厳かに下りていく。

　セレンは状況が掴つかめず、デストブルムの中で困惑する。







　第弐富士・市街地に展開した、最終防衛ラインの戦騎装・一六機四個小隊にも命令が入っていた。

『第六次防衛ラインの戦力を全て？』

『はい！　我々が今から──』

　最終防衛ラインの戦騎装が、持ち場を離れて一斉に市街地へ散らばる。







　司令室では役員全員が目を丸くしていた。

「若いって……怖い」

「茜っち、大胆」

　中央モニターに現場の映像が映される。

　市街地に展開していた最終防衛ラインの全戦力が、コンテナを持って橋を渡っていた。それを第五次防衛ラインの戦騎装部隊が受け取る。

　半分をデストブルムの近くに積んでいき、もう半分を、直近の補給ポイントに輸送していた。継続して第弐富ふ士じからも、カタパルトで補給物資が隣小島に投げ込まれている。

　茜あかねの執とった作戦はこうだ。

　後方に控える第五・最第終六防衛ラインの戦力を全て、輸送部隊に転換させたのである。

　バケツリレーの要領で前線部隊──弾薬・燃料の空になった戦力──に補給コンテナを送っていた。しかし敵の数が多すぎるため、島の奥までは配給は困難、カタパルトでも届かなかった。

　無論、茜はそれも承知している。茜は交信禁止であるデストブルムに通信を繋つなぐ。防衛省の派遣オペレーターがすぐにそれを制した。

「お願いします！　すぐ特務にやってもらいたい事があるんです！」

『……これ以上は規約違反で氷ひ室むろ側を正式に訴えてもいいのですよ』

　その言は茜の導火線に火を点つけた。今は一秒も惜しいのに、ここにきてコイツらは己の利権しか考えていない。茜は顔を真っ赤にして怒る。

「アンタ……バッっっぅぅっカじゃないの!?!?」

『なっ！』

「マジで低能!?　ここでうちらが負けてデストブルムに尻しりぬぐいさせても、頑なに義塾側の要請を断った事実は残ってんのよ!?　これを氷室が正式にＵＮに告げ口したら、間違いなくアンタの首が飛ぶわよ！　防衛省に切り捨てられる形でねっ！」

『それは脅しととって──』

　派遣オペレーターが怒りに声を震わせる。だが急に通信が途切れた。

　皆、一瞬、何が起こったのか分からない。

「申し訳ありません……現場のバカと口論になってしまい、つい」

　田た中なか役員が眼鏡めがねをくいと上げた。手にはラジオペンチが握られている。傍そばにあるコンソール盤の蓋ふたも開けられ、通信回線の何本かが切られていた。

　雷らい鳥ちようが咥くわえた煙草たばこに火を付ける。

「田中、後で小遣いやるよ」

「それは嬉うれしい。ちょうどパソコンを買い換えたかったもので」

　田中は眼鏡を光らせた。茜を見て、自分のインカムを指でつつく。

　茜は慌ててセレンに通信を送った。セレンの顔が中央モニターに表示される。

『あかね？』

　半泣きのセレンが、どうして？　と顔で質問する。

「特務も泣いてないで手伝って！　怖いおばさんは私がガツンと言ってやりましたから！」

　茜が言うも、セレンは顔を暗くした。

『でも……クロ、動いて、くれない』

　茜あかねはその原因が分かっている。

　セレンの心が、闘たたかう事への恐怖に呑のまれてしまっているからだ。どこまでも主の心に忠実なデストブルムは、その命令を守っているに過ぎない。

「はーい！　今から大事なこと言います！　ちゃんと聞いて！」

　茜がパンパンと手を叩たたく。セレンは数秒経ってから、『ん』と応こたえた。

「一つ。誰も死なない。二つ。皆ハッピー。三つ。現状、特務のデストブルムにしかできない……しかも超簡単！」

『……ホント？』

　セレンが茜の話に興味を示す。

　セレンは茜の話を聞いて、それなら出来るかもと思った。すると衛星映像のデストブルムのアイカメラに光が灯ともる。デストブルムは再稼働を果たしていた。







　Ｂ11・補給ポイント──ここは機兵部が守る人工高台の裏側に併設される。

　左右の巨大な階段は、戦騎装のジャンプスラスターで昇降するものだ。そして絶壁の陰に奥まって、敷地が広がる。敷地広場には空になったコンテナが散乱していた。

　この場にいる三機の戦騎装が、空コンテナを海に捨てる。この補給ポイントも既に底が見えてきていた。休憩中の部員の疾しつ風ぷうが膝ひざを突いて待機する。

　疾風の中にいるバックスの女子部員が突如、叫びを上げた。

『ギャ─────っ！』

　疾風が急制動、つんのめるように前に出た。瞬間、上空から何かが降ってくる。

　ドスンと敷地鋼材を陥かん没ぼつさせてソレが現れる。

『なになに！』

　他三機の疾風が近寄る。すぐに中の部員たちが声を上げた。

『これって！』

　空から降ってきたのは【武装コンテナ】だった。

『ここじゃカタパルトは届かないはずなのに……いったい、どこ、うお！』

　話しているともう一個、降ってくる。その狙いは機械のように正確だった。







　生途会も早い段階で、茜の作戦──後方部隊を輸送部隊へ転換──を考えた者はいた。

　しかし、前線までの補給の手が届かない事と、本部の護衛戦力を空にするリスクから、この作戦は却下されたのだが────

「デストブルムに、こんな使い方があったとはねぇ」

　雷らい鳥ちようが心底感心する。他の生途会役員も「おー」と声を上げていた。

　中央モニターでは、デストブルムが四本のマシンアームを利用して、武装コンテナや燃料コンテナをぶん投げていた。

「特務！　あと四〇基！　できますね！」

『うん！　これ簡単！』

　デストブルムの強肩の前では、敵の包囲網など関係ない。

　最奥にある三〇キロ先の補給ポイントまで楽々コンテナを投げ飛ばしていた。しかも狙いは数メートルの誤差もない。

　デストブルムは味をしめたタコのように、コンテナにマシンアームを絡ませては、ドドドン！　と続けざまにコンテナをあっちこっちへ投げ飛ばす。

　だが、効率が良すぎた。縦に並べられたコンテナは見る見る無くなって行く。

　女子役員が茜あかねに聞いた。

「茜っち！　この勢いだとコンテナを運ぶ人員が足りないよね!?」

「大丈夫。そっちも手配済みです」

　茜の視線が立体マップの市街地に行く。

　氷ひ室むろ義塾から〔☆型〕の青マーカーが数じゆ珠ず繋つなぎで伸びている。☆マーカーの先頭は既に渡し橋であるポイントＺ１を通過した所だった。







　ポイントＺ１──渡し橋である終端で、戦機装一二機一個中隊が二列で並ぶ。

　其そ処こへ、一〇トン・トレーラーが突進するようにやってきた。

　トレーラー数は三〇だ。積荷には、武装コンテナと燃料コンテナが一車両・四個単位で積載されていた。先頭のトレーラーの運転席から柔じゆう呉ごが顔を出す。

　拡声器を使って第五次防衛ラインの部隊に言った。

「妖精さんの注文した品だ──っ！　全部で一二〇あるっ！　リストの授受も検品も省いていいみたいだからジャンジャン持ってってくれぇ───っ！」

　力自慢の整備士たちが次々と運転席から降りる。

　職人顔負けの手際で積載したコンテナを下ろしていく。戦機装たちは二機一組でコンテナの両端はしを持って、コンテナを持っていく。

　柔呉は戦場へ視線を寄せた。

　──氷室……死ぬなよ。俺らまだ、一回も遊んでねーんだ。

　命懸けで前線を支えるエイルン友を想おもう。柔呉の下っ腹に力が入る。

「野郎どもぉおお！　二便いくぞぉおお!!」

「「「「うぅうううぅっス！！！！！」」」」」

　整備部は一丸となって補給物資を運び続ける。







　司令室の左モニター──このモニターには補給ポイントの備蓄残量が〔ゲージ状〕で表示されている。羅列するゲージはどれも、先ほどまで底を尽き、赤色に点滅していた。

　しかし現在は、全てのゲージが回復を始めている。ゲージが伸び、緑色に戻っていく。

　空っケツだった補給ポイントが復活しつつあった。

　紫し貴きは今を好機ととらえる。すぐに展開中の全戦力に通つう達たつさせた。

「前線にいる全部隊は補給を開始！　戦備が整い次第、攻勢に打って出ます！」

　生途会に兆しが差す。茜あかねは、今も闘たたかい続けるエイルンに想おもいを馳はせた。

　──これで死んだら許さないから……氷ひ室むろ夏なつ樹きさん。

　展開中の部隊は確実に息を吹き返していった。







　──取りこぼしが、多く、なってきている。

　汗だくになりながらエイルンが思う。あれからエルフィーナは浜辺からじりじりと押し出される。現在は岩場の広がるエリアで闘っていた。

　エルフィーナの全身はマリスの返り血で黒く染まっている。一瞬の隙すきも許されない、入り乱れの攻防を強いられてしかし、エルフィーナは一撃も食らっていなかった。

　既に五〇〇は潰つぶしている。でも多勢に無勢……エルフィーナの取りこぼした敵が、脇わきを抜けて各地に散ってしまっていた。

『多数の友軍機を確認。こちらへ接近しています』

「っ！」

　エルフィーナの情報にエイルンが耳を疑う。エイルンは操そう縦じゆう桿かんを思い切り引く。

　エルフィーナのスラスター群ウイング・パレオが火を噴く。エルフィーナが一気に後方の岩山へ飛び退いた。ハイヒールがガリガリと地面を削る。

　敵と距離をとってエイルンはサイドモニターを見た。

「こ、れは？」

　エルフィーナを抜けた敵の赤マーカーが消えていく。後方から数十と言う青マーカーが近づいてきていた。







　編隊走行で自衛隊の巌がん流りゆう・一〇機が進む。

『全機、周回して牽けん制せい射撃を加えろ。特務を抜けた奴やつから撃ち落としていけ』

　巌流たちは盾を前に構える。散開したルークやポーンを数機がかりでハチの巣にした。彼らの元へ向かうエルフィーナからエイルンの声が上がる。

『自衛隊？』

『苦労をかけました！　スカーレット・レディ！　我々も戦列にお加えください！』

　低空飛行のエルフィーナが彼らの横に着陸する。ブラスト銃剣ルイン・ブレスを両手に構えた。エルフィーナも戦騎装部隊の牽制射撃に加わる。







「補給路は回復したのか！」

　コックピットのエイルンが部隊長に聞く。すると生途会から通信が入った。

『そこのエイルン＝バザットさん』

「九ここの重え？」

　紫し貴きの顔映像が映る。ここに来てエイルンは、初めて自分の汗を拭ぬぐった。

『貴方あなたのエイルン節が、凄すごい助すけっ人とを呼んできてくれたわ』

　紫貴が言うと、紫貴の下に茜あかねの顔が映った。

『氷ひ室むろさん』

「君は……陽ひ葉よう？」

『補給路の立て直しは完全に目め処どが立ちました。後方はこちらで整えるから氷室さんは前線の状況だけに集中して』

　エイルンは「君がやってくれたのか？」と魂たま消げる。にわかに信じられなかった。

『貴方のおかげで私……その……、ここにまた立てたから』

　茜が言葉を詰まらせてエイルンに言う。

　茜がそう言った矢先──




『『『茜ちゃーん!!』』』




　野太い男どもの声援が送られくる。

　通信元は、生途会からの命令を各隊に伝令する自衛隊の通信車両からだった。

　茜が顔を赤くして怒る。

『生途会より本部管理中隊ＣＣＶ！　作・戦・中よっ！　こんなことに直通回線ひらくな！　処分するぞロリコンジジイども！』

　映像の茜には照れがあった。野太い男どもが次々と音声通信を飛ばす。

『ひょー懐かしいっ！　我らの女神が降臨されたぞーっ！』

『茜ちゃん、防衛省お上の姉ちゃんに啖たん呵かきってたねー！　いやぁしびれた！　いい毒舌！』

『いよ！　【妖精の三フエアリー・スリー】！　おいちゃん寂しかったぞぉ！』

　しかも茜は大人気だ。

「妖精の三フエアリー・スリー？」と、エイルンが疑問符を浮かべる。

『前々から茜についていたあだ名です……ＩＱ一九〇の天才少女。作戦の立案や状況認識能力において、生途会でコイツの右に出るものはいないでしょう』

『や！　やだ田た中なか先輩！』

　田中が眼鏡めがねを上げて説明する。他の生途会役員が説明に加わる。

『で、この子が作戦立てると、あんまりにも事が上手く運ぶもんで、妖精さんのお導きぃ！って噂うわさが立って。極めつけはこのビジュアルで妖精の三フエアリー・スリー！』

『もう！　やめてってば！』

　茜あかねが顔を赤くして怒る。

　すると今度はセレンが映像通信を送ってきた。エイルン夏樹の無事を確認すると、セレンは泣いて喜んだ。

『良かった……夏なつ樹き、良かった』

　セレンを見て、茜を見て、一緒に闘たたかう仲間達を見て……エイルンは笑みを零こぼす。

　たとえ世界は違えども、人の心の奥にある善意は変わらない。

　エイルンは噛かみしめるようにそう思った。






Ⅸ　ギロチンタッグ









　隣小島に展開する左翼・右翼・中央の三陣営が、徐々に戦線を上げ始める。

　押し寄せる大量のマリスを海側へと押し返しているのだ。それを可能にさせたのが茜なのは言うまでもない。

　前線部隊の燃料・弾薬問題は、ほぼ終結に向かっていた。

　──それでも……。

　司令室の立体マップを見て紫し貴きが表情を曇くもらせる。

　隣小島の全域は赤マーカーだらけだ。硬直状態が長く続いていたため、その間に、敵の大量流入を許してしまっていた。

　今、下手に友軍を動かせば、孤立・包囲されてしまう危険がある。

　紫貴は愁しゆう眉びを曲げる。

　茜の活躍をもってしても、状況の巻き返しには至っていなかった。







　──決定的な一手が足りない。

　苦く悶もんの表情を浮かべるエイルン。

　エルフィーナが敵を殴り払いながら島中央の岩場を疾走する。

　エイルンは右翼側に残してきた機兵部の元へ向かっていた。マラソン走者のように、次々とマリスが走り寄ってくる。

　エルフィーナはジャブ一発でそれらを絶命させる。止まらず前へと進む。

　エイルンは状況が変わると自由遊撃に戻っていた。言葉を交わさずとも、紫し貴きと同じ事を考えていたからだ。徒党を組んだ敵団を優先して強襲する。友軍機の行動範囲を少しでも広げようとしていた。

　──かなりの数がまた集まってきている。

　立体マップに映る赤マーカーがエイルンを急せかす。

　右翼側の防衛戦力はおびただしい量の赤マーカーに包囲されてしまっていた。不意に、二箇所から通信が入る。

『スカーレット・レディ！』

『教官！　ごめんなさい！　ごめんなさいぃ！』

　一人は生途会の田た中なか、もう一人は機兵部の女子だった。エイルンは何事かと思う。

「どうした！」

　エイルンが聞く。泣きじゃくった女子部員が言った。

『教官には、絶対に知らせるなっ、て……でも亜あ賀が沼ぬまたち、このままじゃ！　このままじゃあ！』

　涙声でエイルンはよく聞き取れなかった。映像の田中が言う。

『後衛に回るという報告を真に受けた私の責任です。こちらが気付いたのも彼らが行ってからのことでした。その……事実確認にも手間取って』

　田中が言葉を詰まらせる。女子部員が泣きながら報告した。

『だってぇ！　生途会も教官も死ぬ思いで頑張ってるのに！　機兵部が迷惑かけちゃいけないって思ってぇ！』

「過ぎた事はいい！　亜賀沼たちがどうしたんだ！」

　エイルンが聞く。女子部員が涙声で叫んだ。

『敵を少しでも引きつけるって三人で飛び出して！　私たちを守るためにアイツら！』

　エイルンの全身に怖気が走った。すぐ立体マップを拡大させる。機兵部の陣営からだいぶ離れた所に三機分の反応があった……赤マーカーが多すぎて気付かなかったのだ。

「なんて無茶をっ！」

　エルフィーナが全速力で三人の元へ走り出す。







　亜賀沼分隊の三機は、海岸際に追い詰められていた。

『オルソン！』

　山やま武たけが通信で叫ぶ。

　オルソン機が浜辺に倒れた。胸部には大きな穴、左足首も失っている。中のオルソンがどういう状態か二人にも分からなかった。残った二機もボロボロだ。

　山やま武たけの機体は左腕がない。大だい地ちの機体も、顔の半分が潰つぶされていた。

　コックピットで大地は思う。

　重畳だった。これだけ行動範囲の狭まった中で六〇匹は釣る事が出来たのだから。

　焼け石に水かもしれないが、仲間が生き延びる時間を少しでも稼げればいいのだ。エイルンあの人が仲間たちの元に辿たどりつく──それが大地の考えたゴールテープだった。

　大地は腹をくくって山武に言う。

「山武……オルソンを連れて右翼第三まで後退。絶対に掴つかまんなよ」

　センサーでは、距離を離した赤マーカーがこの浜辺に集結しつつあった。映像の山武が半狂乱で言う。

『バカいうな！　俺らもう！　ほとんど弾が残ってねえだろ！　何匹いると思ってんだ！』

　ベソをかく山武に大地は怒鳴りつける。

「隊長命令だ！　早く行け！　ふざけて撮ったテメ─のマッパ写真、学園中にばら撒まくぞ！」

　大地機が山武機からスイートビーを取り上げる。向かってきた敵に向かって滑走を開始した。

『オマエも一緒に！　大地！　大地ぃ──っ！』

「……楽しかったぜ」

　大地が小さな声で山武に言う。山武機がオルソン機からコックピットブロックを引き抜くうちに、大地機は走り去ってしまう。







『亜あ賀が沼ぬま！』

　エイルンから通信が入る。大地は、神様、使えんジャンと思った。

　最後の最後で、一番話したい人と話をさせてくれるのだから。

『バカ！　戻れ！　そんな状態で単機誘導なんて無理だ！　嬲なぶり殺ごろしにされるぞ！』

　エイルンが言う。でも大地はそんなこと、百も承知だった。

「教官……部下を守るのってやっぱ、隊長の仕事じゃないスか。俺のバカに付き合ってくれたアイツらを、どうか責めないでやってください」

　大地機はヌカるんだ湿地帯に出た。

　大地機の巨大タイヤロードホイールが泥を噛かんで減速する。大地は、詰んだなと思った。ずっと言おうと思っていた事をエイルン夏樹に言う。

「氷ひ室むろ先輩。いろいろとすんませんした。オタクだ何だって馬ば鹿かにして……アンタのこと何もしらないのに。腐ってたんすよ……俺」

　大地は更にスロットルをふかす。大地機が、両足首から煙を上げて泥の上を滑すべる。

　減速してしまったせいで、引き離していたマリスが距離を縮めていく。

「ヘキサになって、こんなところで闘たたかうことになって。一度は神かん無な木ぎ部長の下で夢見れたのに……それまでぶっ壊されて……結局、うちらヘキサに未来なんて無いんだって決めつけてよ」

　ルークが大だい地ち機に迫る。右足の爪を薙ないだ。大地機は上体をそらして回避する。同タイミングで大地機のスイートビーがルークの頭面を穴だらけにした。

「でも教官が来て、見えてる世界がガラって変わったんスよ。教官、真顔で臭い事言うもんだから……でも、バンバン結果みせて、他の奴やつらも前みたいに活き活きしだして──」

　大地が思い出しながら言葉を紡つむぐ。涙を溜ためて「楽しくなってきたのによぉ」と零こぼした。

　ポーンが大地機の左足に抱きつく。大地機がうつ伏せで泥の上に転がった。

「さっきの言葉、俺にもキました……だから俺も選んだんス……俺に救える奴の命ってヤツを。そんで俺なんかも見れた未来を、他の奴にも見せてやれたらって」

　大地機が片手のスイートビーで足に抱きついたポーンを撃ち抜く。左足は抱き潰つぶされていた。大地機は銃を捨て、両手で泥をかき出す。

　這はいながらそれでも……大地の疾しつ風ぷうは奔はしろうとしていた。







『どけぇ！　どけぇえ！』

　エルフィーナが両拳こぶしを用いて、迫り来る大群を掘るように進む。右翼側に辿たどり着いた途端、敵の数が倍増していた。波いる大群がエルフィーナの進路を阻む。

『どけぇええぇっ！』

　エルフィーナが拳を光らせて前に突き出す。正面のポーン、ルークがまとめて弾けた。しかし、次の瞬間には同じ量が飛びかかってくる。

『許さない！　俺は許さないぞ！　君は生きて帰る義務があるんだ！　本土に残してきた妹さんはどうする？　死んだら全部終わりなんだぞ！　遺のこされる者の気持ちを考えろ！』

　エルフィーナのスラスター群ウイング・パレオが火を噴く。エルフィーナが上空へ上がろうとした。

『せいぜい色付けて、教えてやってください……オマエの兄ちゃん、世界一カッコよく死んだんだって』

　エルフィーナが高度を上げた途端、黒い球体が現れる。クイーンの無差別物質消去ＩＭＥだ。緊急回避でなんとか逃げるも、エルフィーナはまた地面に落とされる。

　その間にエルフィーナはまた囲まれてしまう。







　大地機が仰向けに倒される──右腕をもがれ、両足は使い物にならない。

　コックピットの大地はやせ我慢するのが精一杯だった。壊れて下半分が見えなくなったコックピットモニターにマリスたちが映る。大地機は完全に囲まれていた。

「最後の最後で……良い夢、見れましたから」

　大だい地ちは唇を震わせて言った。

『亜あ賀が沼ぬまぁ!!』

　マリスが一斉に大地機に飛びかかる。装甲がめくられる音を聞きながら大地は思った。

　自分はカッコよく生きられただろうか。

　自分のしてきた事は、自分の夢に少しでも近づけたのだろうか。

「リョーコ……結婚できっかな」

　大地が目を閉じる。妹の顔が浮かんだ。

　大地は両親と折り合いが悪かった。中学の時にヘキサが発症し、真っ先に警察に通報したのも両親だった。第弐富ふ士じへの移送が決まって、しかし、妹だけは自分についてくると聞かなかった。優しい妹をもったものだと兄バカながらに思う。

　先月送られた写真を見て、美人に成長してるなと思った。

　ヘキサの兄貴を持ったばかりに、肩身の狭い思いをしてないだろうか。

　冷たい境きよう遇ぐうを利用され、バカな男に騙だまされてないだろうか。

　進学費用として送っている金が、親に使い込まれてないだろうか。

　あのバカだけど優しい妹は……幸せな人生を歩めるだろうか。

　大地が抱いたのは未練だった。大地はそんな自分をカッコ悪いと思う。

「風邪ひくなよ……もう兄ちゃん、看病できねえんだから」

　だから大地は、自分の最後人生を妹との思い出で締める。

　両親が共働きで家におらず、妹が風邪を引くと必ず大地が看病をした。

　大地がヘキサになる前の──もう絶対に手に入らない日常だった。

　大地は両手で力いっぱいに口を塞ぐ。惨みじめったらしく悲鳴をあげて死なないために。

　コックピットモニターに口をあけたルークが迫る。

　大地は涙を零こぼして叫びたいのを堪えた。

　最後の最後で大地は思ってしまう……やっぱり、死にたくない、と──




『かっこいいことやってんじゃん、亜賀沼』




「っ!?!?」

　ほんの一瞬だった──大地の目が捉とらえた攻防は。

　ルークの両腕が斬きり落とされる。大地機の装甲をめくるポーンの身体からだが三枚に下ろされた。ソレを見て、大地の恐怖は遠くへと飛ばされる。

　──認めたくねぇが、天才という生き物は確かにいる。

　大地の頭が、唐突に思考を開始した。

　死に損ねたルークがソレに向かう。泥を掻かき上げ、怒りの突進を繰り出した。

　──普通の人間が戦騎装の操縦に慣熟するのに最低一年はかかる。しかし俺ら適正持ちのヘキサは、ものの二カ月でそれをやっちまう……俺に当てはめれば一カ月くらいで戦騎装を乗り回せるようになってた。

　腕を斬きられたルークが口を開ける。

　そのルークの口元を、鋼鉄の黒い指が乱暴に掴つかみ上げた。

　──でも……終ついぞ、コイツを乗りこなす事は出来なかった。

　かつて大だい地ちが何度も挑み、一度として影を踏むことすら許さなかった【鬼】が其そ処こにいた。

『迎えに来たわよ』

　ルークを掴んだ〔掌てのひら〕が爆発する。血肉の花火が上がった。

　顔面を失くしてルークが事切れる。鋼鉄の掌からは煙が上がっていた。

『地獄から鬼がね』

　外部スピーカーから少女の声が響く──泥の上には一機の戦騎装が佇たたずんでいた。

　赤黒いカラーリングと細ほそい腰回り。両肩に巨大な二基のブースターを付ける。

　肩にかけるのは小太刀と太刀だ。二本角のようなセンサー系。下顎あごから牙きばを伸ばす。

　その【鬼】を思わせる面相は、怪物たちの血で彩いろどられていた。

　大地は鼻水をすする。

　──でも、この飼い主無視の暴れ馬をたった五日で乗りこなした化物がいたんだ……。

　途と轍てつもない安心感が大地を襲う。我慢に我慢を重ねた涙が鼻水と一緒に零こぼれた。

「おせぇよ、この、バカ、野郎」

　──マンガみてぇに、たった一機でマリスをぶっ殺しまくる……最強の天才が。

『ごめん……遅れた』

　一いちノの瀬せ葵あおいと試作戦騎装【鬼灯ほおずき】────氷ひ室むろ義塾最強の名を冠す、一人と一機である。

　この窮きゆう地ちにおいて……堂々の参戦だった。







「一ノ瀬!?」

　コックピットでエイルンが声を上げる。モニターには前にハンガーで見た、あの赤黒い戦騎装が映っていた。第一格納庫の日向ひなたから映像通信が入る。

『はいはーい。スカーレット・レディ。鬼さんは無事に届きましたかー？』

「八や雲くもか！」

　エイルンが喜びの声を上げる。微笑ほほえむ日向の後ろで、作業着の整備部員がオイルまみれでサムズアップをした。

『全然、生途会に繋つながらなくて……なんか独断みたいになっちゃったんで後で弁護お願いします。あと、葵ちゃん、自動高速艇を、輸送の際に壊しちゃったみたいで……その辺りも便べん宜ぎを図ってくれると助かるなぁって』

「ああ！　そんなもの大したことじゃない！」

　エイルンが頷うなずくと紫し貴きが映像通信を送ってきた。







　司令管制室の中央モニターにも日向ひなたの顔は映っていた。

「戦費支出に計上しておきます。助かったわ、日向」

　紫貴が映像の日向に、心から礼を言う。すると命令違反の常習犯の顔が映った。

『ずいぶん手間どってんじゃん』

　映像の葵あおいは自信たっぷりに笑う。雷らい鳥ちようは笑みを零こぼした。茜あかねが挑発顔で言う。

「そろそろ段取りとか、足並みって言葉、覚えろ。この脳筋」

　葵が『はぁ？』と、笑みを獰どう猛もうなものに変えた。ケンカ口調で生途会にモノ申す。

『私の仕事はただ暴れるだけでしょ？　ぶっ放して、ぶった切って、敵に大穴を開ける。面倒臭いことはそっちでやんな。あと暴れるから手伝え、生途会』

　葵は、酷ひどく高圧的にモノを言う。しかしこれは少し前までは当たり前のことだった。

　生途会の人間にはそれを懐かしく思う者さえ出てくる。

『茜。腕、錆さびてるとか言うなよ』

「そっちこそ。暴れるのはいいけど、おっ死なないでくださいね」

　葵が言って、茜が応こたえる。それから葵は紫貴の方を向いた。

『紫貴……これで出来るよね？　【本物のギロチンタッグ】』

　紫貴の身体からだに小さな電流が走る。紫貴の中でほの暗い欲求が疼うずいた。紫貴は無意識に背後の雷鳥の方を向く。すると雷鳥が「ほれ」と何かを投げてよこしてきた。

　紫貴が反射的にそれを受け取る。それは〔カチューシャ〕だ。かつて紫貴が、もう上官の期待には応えられないと預けていた物だった。すると隣にいる茜が紫貴に言う。

「紫貴さん。私、もう大丈夫だから……だから、カッコいいところ見せて下さい」

　茜は紫貴に微笑ほほえんだ。紫貴は当惑して周りを見る。他の役員たちも笑って頷いていた。

「今の護衛艦隊だけじゃ足らないねぇ。大きな花火を見るには」

　雷鳥が煙草たばこに火をつける。悪人顔で煙を吐き、紫貴に言った。

「もうすぐダース単位で届く……派手にやんな。二人とも」

　紫貴の背筋がゾクッとなる。紫貴と葵の視線がぶつかり……二人は頷き合う。

「生途会の全役員に通つう達たつ！　これより【オペレーション・デスサイズ】を発令する！」

　紫貴が全員に言い渡す。役員たちは次々と自席のスライド式コンソール──ガラス盤──を押し上げた。中・奥にある摘みを回す。すると自席の光学モニターが画用紙サイズに拡大された。生途会の役員全員が席から立ちあがる。

「緊張する……ついて行けるかな」

「男は度胸！　でも、これやるの久しぶりだねぇ！」

「勝ったな」

「それ、なんかのオマージュ？」

　役員たちが口々に言いながら光学モニターを動かす。

　一方で紫し貴きが司令室の中央に移動する。コツンと足元を踏んだ。

　すると役員たちと同じ光学モニター──画用紙大の光学画面──が四つ、紫貴の周囲に展開される。最後に紫貴はカチューシャで前髪を上げた。

　これはスイッチだ。心理下の全てを凍らせるための。冷徹に、狡こう猾かつに、容赦なく、怪物たちをぶち殺すために脳みそを絞しぼる……そのための儀式。

「司令。本当によろしいのですね？」

　紫貴が最終確認を取る。雷らい鳥ちようは、親指で自分の首をかっ切る真似をした。

「ああ。氷の九アイス・ナインと炎の一フレイム・ワンの【ギロチンタッグ】……久しぶりにこのババアに見せておくれよ」

　紫貴が頷うなずく。葵あおいも『了解』と言った。

　氷ひ室むろ義塾がかつての隆盛を失い────二人の少女は己の牙きばを封印する。




　妖精の三フエアリー・スリーの戦意喪失リタイア、生途会と機兵部主要組織の弱体化……出来なくなったという名分があった。




　だから少女たちは他の道を選ぶ。生き残った仲間を守るため──残された夢を背負うため──自分たちの役目を果たす道を。

　でも……心底では、己の力を顕示する闘たたかいを恥じたのだ。

　結局、神無木緑一番守りたい人を彼女たちは死なせてしまったのだから。

　しかし二人の少女は…………今、その封印を解く。

「下等生物どもを戦術の断頭台に」

　前髪を上げた紫貴が表情を凍いてつかせる。相そう貌ぼうに氷の煌きらめきを宿した。







「化物どもに戦技の大おお鎌がまを」

　葵が防護服の手袋を締め直す。口には笑み。目には爛らん々らんと燃える怒りがあった。

『「さぁ……鬼ごっこを始めましょう」』

　紫貴と葵の声が重ねられる。鬼を模した戦騎装が二丁の銃を垂らして走りだす。







「ちょっと、亜あ賀が沼ぬま……もう少し顔、離してよ」

「せーな。見えねーだろ」

　大だい地ちを救出した女子部員──彼女の戦騎装のコックピットで大地が戦闘映像に釘くぎづけになっていた。彼女の疾しつ風ぷうを、二機の巌がん流りゆうが護衛している格好だ。

「今までさんざん焦らしやがって……少しでも盗めるモンは盗ませてもらわねーと」

　モニターの中では大鬼が、草茂る高原で大立ち回りを始めていた。
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　鬼灯ほおずきが、肩の小太刀を抜く。

　一いつ閃せん──ルークの生首が飛ぶ。返り血が鬼灯の顔を汚した。

　双肩のブースターが炎と一緒に唸うなりを上げる。鬼灯が爆発的な加速を果たした。

　進路上にいるマリスを、小太刀一本でばっさばっさと斬きり捨てる。

　鬼灯の眼前に一匹のルークが迫る。鬼灯はそのルークの脇わきをすり抜けた。双肩のブースターが噴射……鬼灯はすぐさま旋回する。

「マリスぅうぅうっ！！！」

　葵あおいが怒号を撒まき散らす。

　鬼灯が投棄されていた仮設障壁型重盾巨大盾を拾った。それを、ぶん殴るように前へ突き出す。ルークの首横に盾がブッ刺さる。

「私を喰くいたいんだろ!?　喰ってみろよぉ!!」

　ガコンと仮設障壁型重盾巨大盾から二本の杭固定用パイルが飛び出す──二本の鉄てつ杭くいがルークの太い首を貫いた。

　鬼灯は盾ごとルークの死体を蹴けり飛ばす。

　鬼灯は地面を氷の上のように滑すべり、土手をめくりながら駆けあがって、狙った獲物に肉薄する。刃を振り上げたその時が敵の最後だ。




「黄金樹で作り上げた装甲テメーらの血を吸つて出来た甲冑に！　巌流五台分の出力六〇〇〇キロワツトの腕っ節！」

　鬼灯が土手を滑りながら肩の太刀に手をかける。下方からルークが、鬼灯めがけて跳び上がった。

　無慈悲なる兜かぶと割り──ルークが股下まで両断された。




「疾風の加速力の二・七倍一七〇パーセントの加速力の脚をもつ、人類の英知と殺意で出来た鉄の塊かたまりが鬼灯コイツだっ！」

　鬼灯が二刀流の首切り魔になった。

　鬼灯は隙すき間まを縫うように──くるくると回転を繰り返し──敵の包囲網を掻かい潜くぐる。

　鬼灯の影が通り過ぎるとマリスの首や胴体がポンポン飛んていく。

「何百匹でもかかってきな！　残らずテメ─ら噛かみちぎるっ！」

　鬼灯が太刀をルークの腹にぶっ刺す。双肩のブースターが火を噴いた。旋回しざまに小太刀が背後に迫ったポーンの胴体を飛ばす。腹を割かれてルークが内臓をぶちまけた。

　四方からポーン五匹、ルーク二匹が飛び掛かってくる。

　瞬時に鬼灯が跳んだ。足元の湿った土が爆発する。膝ひざ裏うらのジャンプスラスターが機体を上へ押し上げた。

　鬼灯の居た場所で、敵が頭をぶつけ合う。鬼灯はそのまま自由落下した。

「すっとろくてアクビが出るっ！」

　鬼灯の二刀が煌きらめく。

　地面に血の花が七輪、咲き乱れた。

　次の瞬間、武装コンテナが鬼灯ほおずきの右横に飛んでくる。

「遅い！」

『ブランクあるんだから少しくらい目、瞑つぶれ！』

　葵あおいが言って、モニター横に映った茜あかねも文句を言う。

　今度は鬼灯の左横に別の武装コンテナが飛んできた。こちらはコンテナ二つ分ほどの大きさだ。セレンがモニター横に顔を出す。

『特務、それ違う！　何でそんな物！』

　映像の茜がビックリする。映像のセレンは『？』と不思議そうな顔をした。

『強そう？』

『イメージで武器投げるな！』

　モニターの茜がつっこむ中、葵がセレンのコンテナを調べる。

　鬼灯が巨大コンテナを蹴けった。勢いよく蓋ふたが開く。

　中には、二つ折りの砲筒が収納されていた。それを見て葵は、上唇を舐なめた。

「いや……いいね。こういうの欲しかった」

　葵は映像のセレンにチュっとキスする真似をする。セレンは嬉うれしそうに微笑ほほえむ。映像の茜が『まさか』と顔をひきつらせた。

　鬼灯が二刀を肩の鞘さやに納める。

『閻えん魔ま様への直行便だっ！』

　鬼灯が二つ折りの砲筒──鬼灯の全長の七割ほど──を伸ばした。威勢良く脇わきに抱える。

　戦騎装運用のＭフレシェット弾砲──通常コレは、戦騎装・三機で支えて撃つ。力自慢の巌がん流りゆうでも最低二機は必要な代物だった。

『砕くだけろ！』

　鬼灯が天に向け、砲筒をぶっ放す。

　物もの凄すごい反動が鬼灯を襲う。踏ん張りを利かせた鬼灯の両カカトが、地面に線を書く。

　強きよう靭じんな足腰が細身の身体からだを見事に支えていた。

　天へ昇った弾が破裂──数百の鉄杭に変わる。メートル単位の鉄てつ杭くいが雨となって広範囲に散らばった。何十匹というマリスが串刺しになる。

　同じ要領で鬼灯は、二発、三発と鉄杭の洗礼を巻き起こす。

　最後は丘の下に向けて撃つ。下に迫っていた何十匹ものマリスが串刺しの刑に処された。

『もう無む茶ちや苦く茶ちや』

　映像の茜が額に手をやる。

　疾しつ風ぷうでこんな真似をすれば腰から上フレームがへし折れる。

　特別試作機の鬼灯だからこそ、できる芸当と言えた。

「ウラぁ！」

　空になった鉄筒で、鬼灯が迫ったポーンをペシャンコに。潰つぶれたトマトみたいに体液が弾けた。そのまま鉄筒を思いきり放ほうる。迫ったルークは顔面をプレスされて絶命した。

　鬼灯ほおずきが茜あかねのよこしたコンテナに向かう。

　飛びだしている二丁のグリップ──それを引き抜き、鬼灯は二丁拳銃を構えた。

「ハ！　紫し貴きの奴やつ、分かってんじゃん！」

　葵あおいが嬉き々きとして茜に言う。

『私のお師匠様だもん！　ほら！　来ます！』

「知ってる、よぉ!!」

　鬼灯の両肩の巨大ブースターがまた火を噴いた。鬼灯がコマのように回転する。

　両手に持ったのはリボルバー型のグレネードだ。小口径・榴りゆう弾だんが放たれる。着弾地点が爆発した。数匹まとめでポーンやルークが吹き飛んでいく。

　リボルバーを持ったまま木々を飛び越え、鬼灯は高原を縦横に走り回る。

「ぶっ飛べぇ！」

　鬼灯の腰からぼとぼとと携行地雷が落ちた。後追いの十数匹がまた吹き飛ぶ。

　実力だけなら熟練パイロットを凌しのぐ機兵部は、優良な【身体変化分類フイジカル】【複合変化分類ハイブリツト】のヘキサで占められる。中でも葵の実力は別次元だ。

　しかし、そんな葵の能力分類は【無変化分類ノンギフト】──無能力のヘキサなのである。つまり葵は、地力と生まれ持った才覚で学園最強まで昇りつめたのだ。

　飽くなき練磨を重ねる〔天才〕──それが一いちノの瀬せ葵である。

「鬼灯！　アンタにはまた付き合ってもらうよ！」

　鬼灯が新たな骸むくろを探す。

　追われているのは鬼灯のはず……しかし鬼灯は次々と屍しかばねを求める。

　鬼は追っているのだ。冥めい府ふへ落とす怪物どもを。

　大暴れする鬼とは違う場所で、別の銃・砲撃が続けられていた──







　暴れる鬼は一匹だけではない。司令室にもう一匹いた。

「ポイントＣ３、三〇秒後に艦かん砲ぽう射しや撃げき。左翼・第三次防衛ラインの全戦力は機兵部と合流後、戦線をポイントＤ４まで押し返せ」

　紫貴が次々と役員に命令を下していた。

「芦あし屋や。二十秒後。ポイントＤ３に、第一・第二特化中隊ＨＴＳＰ１・２の一斉放火」

「まかせてください」

「石いし橋ばし。整備部に【鬼灯のリボルバークロガネ】のシリンダーを第十カタパルトに乗せるよう伝達。準備でき次第飛ばさせて。こちらへの報告は不要」

「は！　はい！」

「茜。機兵部に一個中隊以上がかかったら転進、陽動しつつまたポイントＣ５に。退避タイミングは貴方あなたに一任。継続して鬼灯への武器供給を継続。オーダーは二〇秒後に別途指示する。鬼灯の状態は常時モニタリングして、進路と搬送タイミングには厳に注意。葵のギアはまだ上がる。決してリズムを乱すな」

「もうっ！　了解！」

「佐さ々さ木き、ポイントＢ５に第四戦車中隊ニーマルＴＫ４から第七戦車中隊ニーマルＴＫ７を単横配置。機兵部の散開同時に一斉放火。タイミングは現場判断」

「か、会長、早いです！　私、茜あかねっちよりスペック低いんで！　でも了解！」

　葵あおいの鬼灯ほおずきがこじ開けた突破口を利用し、紫し貴きが戦場全体を操作していた。

　右モニター──立体マップは鬼の青マーカーが凄すごい速さで動いている。

　これは鬼灯だ。鬼マーカーが島の左・中央を進む。鬼灯の近くにある赤マーカーは次々と消失していた。

　そして鬼マーカーから離れた──射程外の──赤マーカーが、五～一〇個単位で消えていく。これは全て紫貴の仕業だった。

　敵の動きを高い精度で先読みし、予あらかじめ配置した部隊戦力に襲わせているのだ。

　いわば、マップ上に展開する全ての戦力こそ紫貴の武器だった。

　オペレーション・デスサイズ──炎の一フレイム・ワンの単独強襲を軸においた、氷の九アイス・ナインの戦略・殲せん滅めつ作戦だ。

　とにかく葵が単機で暴れまくって、陽動と撃滅を敢行。

　ヘキサの単独陽動によって起こり得る副次要因を全て紫貴が予測し、総戦力を駆使して敵を外側から殲滅していく。

〔葵の陽動強襲〕と〔紫貴の戦術指揮〕で、内側からも外側からも敵を潰つぶしているのだ。

　紫貴が立体マップのマーカー位置を睨にらむ。

　島中央に鬼の青マーカーが来る。それを赤マーカーがドーナツ状に包囲した。

「今だ！　踏みつぶせ！」

　紫貴がインカムに鋭い指示を飛ばした。

　すると海から何十もの⇒マークが、マップ上の赤ドーナツに伸びる。

　これは護衛艦隊の一斉砲撃だ。鬼マーカーの周りに×マークが一気に広がる……それからすぐ敵の反応が消失した。

「一〇〇〇！　一一九〇！　一一九二体の殲滅を確認！」

「やたやたぁ！」

　役員全員が手を叩たたいて腕を上げた。彼らは自分たちのリーダーに惜しげない賛辞を送る。

　雷らい鳥ちようが画面を見ながら声を上げる。

「これやると弾代が大変なんだよねぇ……ま、国に請求するけど」

　声援が巻き起こる中、男子役員たちが紫貴を見て話し合った。

「くそ。かっこいいな」

「ああ！　うちの会長、マジで最高だ」

　全役員が紫貴の手際に見み惚ほれていた。紫貴の額には汗が輝いている。

　──楽しんじゃって。

　茜あかねも苦笑して無音の拍手を送る。







　一方、燃料を空にしつつある鬼灯ほおずきが、機兵部の集合場──人工高台の上──に合流する。女子部員の疾しつ風ぷうが鬼灯を囲んだ。

『葵あおい先輩！　葵先輩！』

『どーしちゃったんですか!?　鬼灯ちゃん持ちだして！　ギロチンタッグ、正式復活ですか！』

　鬼灯のコックピットに女子部員の映像通信が次々と送られる。葵が笑った。

「補給お願いしたら、こっちこいって！」

『あ、たぶん、うちらが下がってきたからだ』

　一人が言う。葵は分かったような顔で頷うなずいた。

「だろうね！　【リキッド】余ってたら誰か分けて！」

　葵が言う。リキッドとは戦騎装の燃料の事だ。

　鬼灯のリキッドタンク──後ろ腰と両肩に差されているタンク──が四基、射出投棄された。

　女子部員の疾風、四機が自分のリキッドタンクを抜き出す。

『私の使ってください！　うちらあんまり走りませんから！』

『ずるい！　私も私も！』

　鬼灯の腰・両肩に燃料タンクが差されていく。

　コックピットモニターにある、円グラフ状の燃料メーターが最大まで回復する。

『こっちはよろしく！』

　鬼灯がリボルバーを持ったまま再び駆けた。女子たちが声援をもってそれを送り出す。







　デストブルムの中でセレンは鬼灯の闘たたかいを見る。二の句を継げないでいた。

「葵……恐ろしい子」

『特務！　次は９って書いてあるコンテナ！』

　茜から映像通信が入る。セレンは慌ててデストブルムを動かす。

　デストブルムは専もつぱら葵に武器を送り続けていた。







　司令室で役員が紫し貴きに報告する。

「会長！　クイーンが上陸を開始！　ポイントＥ12です！」

　中央モニターに、【繁殖型】の全容が映し出された。

　妊婦腹にイソギンチャクみたいな触手と女の上半身が三つ、生えている。三人の女の口と、イソギンチャクの穴から、ポーンとルークが生まれ続けていた。

「鬼灯ほおずき！　スカーレット・レディと合流します！」

　他の役員が紫し貴きに報告する。

　立体マップで、お姫様マーカーと鬼マーカーが海岸に向かう。その先にはクイーンを示す〔唇〕の赤マーカーがあった。紫貴は茜あかねに命令する。

「茜。葵あおいに伝達。そのままスカーレット・レディと合流。クイーンを強襲」

「了解！」

　紫貴たちは最後の大詰めに入る。







　平原が終わり、海が見えてくる。エルフィーナの道程にはマリスの死骸で溢あふれていた。

『あの二本角……私より目立ってます』

「君が悔しがるなら本物だ。あの機体も、ギロチンタッグあの二人も」

　エルフィーナの言にエイルンは苦笑する。

　オペレーション・デスサイズが発令され、エイルンとエルフィーナも紫貴の指示通りに動く。鬼灯の戦闘をリアルタイムに見ていたエイルンも、その様に驚きよう嘆たんしていた。

　前傾姿勢で走りながらエルフィーナが海を目指す。

　そんなエルフィーナに鬼灯が合流する。

　エルフィーナと肩を並べるように、鬼灯が巨大タイヤロードホイールで滑走した。

　疾しつ駆くするエルフィーナの裏うら拳けんが、ルークを数百メートル先まで吹き飛ばす。

　滑走する鬼灯がジグザグに進んだ。ルークの首が飛び、ポーンの上半身が両断される。

「一いちノの瀬せ！　本当に驚きだ！」

『先輩ほどじゃないけどね！』

　通信で話しながら淑しゆく女じよと鬼が驀ばく進しんする。

　異世界の英雄と、氷ひ室むろ義塾最強が生む夢の共演だ。

　たった二機を、いくら徒党を組んでも怪物たちは止められない。左を鬼灯、右をエルフィーナが奔はしる。斬きる。殴る。そして奔る。







　鬼灯のコックピットで葵が言う。

「先輩！　私！　先輩の言ってた意味が分かった気がする！　別に緑みどりねえになる必要なんてなかったんだ！」

　胸が暴れて仕方ない。この熱情をどこまでも吐き出していいと葵は思えていた。

「やっぱり私、私のままでいく！　今だから言えるけど、はっきりっていって私、指揮官とかできないもん！」

　モニター映像のエイルンが笑った。

『ああ！　それでいいんじゃないか？　小利口にまとまる指揮官なんかより、今の君の方が、たくさんの人が付いてくると思うぞ！』







　走りながらエルフィーナが両肩からダガーを引き抜く。可変式ブラストダガールイン・セイバーの光こう刃じんが細長く伸びた。レイピアモードだ。エルフィーナは光の細剣レイピアを二本、携える。

　エルフィーナのコックピットでエイルンが言う。

「背中で語れ一いちノの瀬せ！　勝手にみんなついてくる！　出来ない事は堂々と頼れ！　俺たちは皆で戦ってるんだ！」

　映像の葵あおいは目に涙をにじませた。

『うん！　うん!!　緑みどりねえもそんな感じだった！　私バカみたい！　こんな簡単なことにずっと気付かなかったなんて！』







　オープンチャンネルで話しながらエイルンと葵、エルフィーナと鬼灯ほおずきが進む。

『先輩がいろんな人を導いてくれたから！　私も気付くことが出来た！』

　鬼灯が二丁のリボルバーからグレネードを吐き出す。前方に爆炎が広がった。

『ありのままの君でいいんだ！　どこまでも突っ走れ！　俺も君を支えよう！』

　エルフィーナが細剣レイピアを薙なぐ。二つの光刃が数匹のポーンを一度に斬きり捨てた。

　葵が声のトーンを上げて聞く。

『ほ、ほんと？』

『当たり前だ！　何でも言ってこい！　全力で応こたえるぞ！』

　そうして鬼灯とエルフィーナは海際に辿たどり着く……眼前にクイーン【繁殖型】を捉とらえた。







　──なんだろ、この気持ち。

　操そう縦じゆう桿かんを握る葵は、この気持ちに戸惑う。

　──どこまでも飛んで行けそう。この人となら……緑ねえがいた時みたいに。

　葵は高揚していた……天まで駆けてしまえそうなほどに。

「行くよ……鬼灯っ！」

　葵はコックピット中央──二本の操縦桿の間にある──赤いボタンをぶっ叩たたく。




　モニターに〔ＭＯＤＥ：炎獄〕の電光文字が表示された。




　鬼灯の全身・一六基の内部スラスターが点火──鬼灯の全身に火が灯ともる。

　鬼灯の両肩から炎が上がった。爆発的な推進力が機体を前に押し出す。海面上を滑すべるように鬼灯ほおずきが跳ぶ。

　両手に持ったリボルバーを捨てた。代わりに小太刀と太刀を交差に構える。

『ルインレーゼ・クロスを展開します』

　鬼灯の背後でエルフィーナが拳こぶしを前面に掲げた。

　ドレスの袖そでが浮かぶように上腕がジョイントする。袖口のフリル装甲が変形・拡張し、拳にまとわりつく。エルフィーナの右拳に手袋がはめられた。拳が青色に発光を始める。

『ルイン・ウィール……最大回転マキシマム・ローテーシヨン、ムーンシェル、臨界点リミツトレベル』

　エルフィーナの右拳から青色の粒子が蛍のように舞い上がった。

『展開完了……願わくばこの拳に彼の信念ワガママが宿りますように』

　完了と同時にエイルンが叫んだ。『一いちノの瀬せ、行けっ！』と。







　鬼灯が繁殖型に肉薄する。

　一四メートルの鬼と三九メートルの怪物──体長差は二倍強だ。しかし葵あおいはまるで怯ひるまない。鬼灯のスピードを更に上げた。

　鬼灯の外部スピーカーから、葵の死出の申し出が飛ぶ。

『化物ぉ!!　地獄から鬼が迎えにきたわよ！』

　鬼がオレンジ鬼灯色に光る。双刀を振りかざした。

　双肩のブースターが最大噴出──鬼灯は最速で旋回を始める。

　コックピットの中ではモニター映像がくるくる回る。

　飛び散る波なみ飛沫しぶき──広がる蒼そう海かい──そして迫るクイーンの肌──その全てを、葵の驚異的な動体視力が捉とらえていた。

　葵の狙いはクイーンの巨体を支える四本の足だ。鬼灯は二刀を持ってソレを斬きり落とす。

『一本っ！』

　大木でも斬るように鬼灯の双刃がクイーンの足を飛ばす。回転の勢いを殺さず『二本！』と、もう一本の足を斬り落とす。

　クイーンの重心が片側に寄った。波を巻き上げてクイーンは体勢を崩す。

　鬼灯が転ぶのを堪えるべく、太刀を海面に刺してブレーキをかける。余りある質量とスピードが盛大な波飛沫を作った。

『瞬間回復って言っても体勢は崩れるでしょ！』

　葵が叫ぶ。クイーンが水柱を立てて海面に身体からだを沈める。

　鬼灯の両肩のブースターが再噴射──海面に平行して鬼灯が進む。

『三本っ！　四本っ！』

　コマになった鬼灯は、波も砂も巻き上げ、残った片側の二本足も斬り落とす。

　クイーンの下身体が海面に沈んだ。最後に鬼灯はクイーンの頭上に跳び上がる。

『地獄にっ！』

　陽光を背負い、双刀を構えて鬼が落ちてくる。




『落ちなぁ!!』──剣けん戟げき三連。クイーンの素っ首を三つ、鬼灯ほおずきが刎はね飛ばした。




『先輩！』

　鬼灯が落下する中、エルフィーナは既に飛び出していた。

『「月の女神ルインレーゼの名のもとに！」』

　エイルンとエルフィーナの声が重なる。

　首なしのクイーンから、再び女の頭が生えてきた。

　クイーンの首が復元する──復元した三つ首の目が大きく広げられた。

　周囲を覆わんばかりに右拳こぶしが青く輝く。クイーンの眼前には光の拳を振り上げたエルフィーナが迫っていた。




『「星に還かえれぇえぇええええええええぇ！」』




　星をも砕くだく破砕の一撃──イソギンチャクみたいな身体からだが〔く〕の字に折れ曲がる。

　繁殖型は音の壁を越えて、一直線に殴り飛ばされる。

　コックピットの映像を見て葵あおいは、思わず『すごっ』と呟つぶやく。

　海を割ってクイーンが地平線の彼方かなたまで飛ばされる。

　クイーンの軌跡に沿って水柱が天高く立ち登った。波は雨となり、割れた海がゆっくりと、元へ戻っていく。大きな波が鬼と淑しゆく女じよを濡ぬらした。

　一面をどす黒く血で染め上げ……島に静寂が還ってくる。

　エルフィーナの髪が、金色から元のクリーム色に戻って行く。

　鬼灯も静かに立ち上がる。

　返り血まみれの二機を雨となった波が洗い流した。

『閻えん魔まに……謝ってくるんだね』

　一六基の内部スラスター鬼灯の全身の光が淡くなり、消えていく。

　頭部ユニットの口部──鬼の口──が開く。大量の熱気火炎の息吹を吐きながら、鬼灯は双刀を肩へ納めた。それからエルフィーナの方へ歩いていく。

『先輩』

「一いちノの瀬せ」

　互いに呼んで、エルフィーナと鬼灯が互いの腕をぶつける。

　淑女と鬼は、互いの雄姿を讃たたえあう。

　この勝利は紛れもなく……皆で掴つかみ取った勝利だった。






エピローグ









　二日後・某研究施設──ここは五畳ほどしかない個人に与えられた研究部屋だ。

　資料が乱雑に散らばる。部屋の半分近くを占める六段本棚にも押し込むように資料が詰められている。年季を感じさせる長机に一人の研究者が齧かじりつく。

　富ふ士じ光こう三ぞうは仮説論文の最終構成に取り掛かっていた。

　机上のキーボードを叩たたく。光学画面の文字を目でたどった。

　論文内容は【ネイバー規格の稼働条件とネイバーフッドの相関性】について──だ。

　もしもこの仮説が証明されればネイバーの既存概論を根底から覆くつがえす事になる。

　我ながら何度、読んでも眉まゆ唾つば物の内容だった。

　しかし、ネイバーとマリス、ヘキサにネイバーフッド。

　半世紀以上も研究が進められて、これらの解明は大きく前に進んでいない。発想を飛躍させる必要があるのかもしれない……光三は、そう思い始めていた。

　光三は、メールに添付したフォルダを見る。

　それは件くだんのアニメ会社から借用した【ドール・ワルツ・レクイエム】の脚本データだ。

　──エイルン＝バザットとエルフィーナ。

　このアニメを完全再現する二つのファクター。彼らこそ、光三の仮説を立証する鍵かぎを握っていた。

　──このアニメの原作者こそ、全ての真実を知っている。

　このアニメ脚本には、マリスに関する重要事件が、物語に準なぞらえて書かれている。

　過去に既に起こったモノ。

　そして、これから起こるモノもだ。

　脚本通りに未来が進むなら、今後、人類は大いなる試練を与えられる事になるだろう。

　他の機関が気付いてしまう前に、これを読んでしまった者を絶対に保護しなくてはならない。彼らの生命に関かかわるだけでなく、世界情勢が塗り替えられる危険性すらもあった。

　慎重さと確実さが求められる──組織で対応しなくてはならない案件だった。

　だからこそ、光三は一月近くもかけてこの仮説論文を作り出した。誰にも他言せず、水面下に事を進めたのだ……氷ひ室むろ雷らい鳥ちように動いてもらうために。

　──ヘキサの人権擁立を願う総帥なら、きっとこの情報を正しく使ってくれる。

　光三はそう確信していた。

「仕事熱心なのは結構だが、部屋の鍵はかけたほうがいい」

　光三は心臓が止まったかのように錯覚した。大仰に後ろを振り向く。

　後ろには長身・長髪の美少年が立っていた。濃緑の制服から氷室義塾の生徒だと分かる。

　光三はその顔を見て、彼が何者か一目で分かった。

　彼は、ヘキサ研究者としてこの島に籍を置く者なら、誰もが知る有名人だった。

「睦むつ見み……アギトくんだね？」

「光栄だ。俺を知ってくれてるのか」

　長身の少年・アギトは近くにあったパイプ椅い子すを勝手に立てて座った。

「若い子がそう謙けん遜そんをするもんじゃないよ……それで？　悪魔の六デーモン・シツクスと恐れられる君が、僕なんかの所に何の用だい？」

　言いながら、光こう三ぞうはおかしいと思った。たしか自分は、鍵かぎをかけていたはず。

「へぇ。研究者の中でも流は行やってるんだな。それって」

　アギトが鼻を擦こすりながら笑う。光三も警戒心を解いた。かねてより、アギトとはゆっくり話してみたかったからだ。光三は「待ってくれ」とメール画面を閉じる。

「氷ひ室むろ義塾の構想理念を見事に達成させ、ヘキサの可能性を懐古保守派の石頭どもに見せつけてくれたんだから……君たち【テンナンバー】は全世界のヘキサの可能性だよ」

　光三の称賛は心からの言葉だった。ヘキサの娘を持つ光三にとって、アギトは貴重な研究サンプルであり、ヘキサたちの希望なのだ。

「炎の一フレイム・ワンは残念ながら該当しないが、妖精の三フエアリー・スリー、氷の九アイス・ナイン、閃光の八ライトニング・エイトもそうだ。君たち、規格外の才覚に目覚めたヘキサが、氷室義塾をここまで急成長させてくれたんだよ」

　光三が立つ。「お茶を入れるよ」と、作業机の急須に手を伸ばした。

「兵器の四アームズ・フオー……自分の娘を数に入れない辺り、教授もかなりの謙遜家じゃないか。あ、すまん。元教授、だったか」

　アギトが笑って言う。光三は顔色を失った。

「どうして……それを」

「氷室財閥ヘキサ研究班・副室長にして、ヘキサの能力開化分野の第一人者……富ふ士じ光三。もともとはネイバーの主動力【ノルブリンカ】の稼働領域が専門だったが、ある日を境に、ヘキサの能力ブーストに専攻を鞍くら替がえする……その功績から察するに、ヘキサになってしまった娘が不ふ憫びん、といったところなんだろう。プロフィールを改ざんしてまで、自分から家族を遠ざけたくらいだしな」

　光三が振り向く。アギトは既に立ち上がっていた。

「残念でならない。アンタは今、最も真実に近い場所にいる。でもヘキサを想おもう博士なら、別の道も提示できると思った……俺と来てほしい。会わせたい人がいる」

　光三は尻しりをテーブルにぶつけた。アギトを震える指で指す。

「君はいったい……何を知っているんだ？」

　アギトは親指と人差し指を擦すり合わせる。どう答えるか迷う様だった。

　不敵に笑ってアギトは光三に言う。

「そこから先はアンタの返答次第だ……というか来てくれ。そうしないと俺はあんたを殺さなくてはいけなくなる」

　この日、氷室財閥・ヘキサ研究班から、一人の有能な研究者が失踪する。

　彼の研究データは、書面資料からＰＣの中に至るまでが待ちだされ、件くだんの【アニメ脚本】もどこかへと消えてしまう。この後、光こう三ぞう博士を様々な人・組織が追う事になる。

　光三博士が直前まで進めていた研究は【富ふ士じファイル】と呼ばれるようになった──







　繁殖型との戦いから四日が経つ。

　時は一六時──外では強めの五月雨が降っている。

　でも、そんな雨模様に反し、陽ひ葉よう茜あかねの心象は明るかった。

　転課願いも早々に受理され、本日より茜は生途会に復帰する。

　九重紫貴アイス・ナインと一ノ瀬葵フレイム・ワンの復活。かつての隆盛には及ばないものの、機兵部も力を取り戻してきている。

　茜は、自分の力も役立ててもらおうと思っていた。

　──指揮系統の見直しに、戦術パターンの更新。あとはエルフィーナをおいた模擬戦プログラムも考察か。やることありすぎ。

　思いとは裏腹に茜の顔は楽しそうだ。茜は教育棟の廊下をずんずん進む。

　ふと、窓ガラスに映る自分の制服姿が目に入った。

　濃のう紺こんの仕官服──生途会の制服──は下ろしたての新品である。半年で身長が二センチも伸びたので新調したのだ。茜は自分でも悪くないと思ってしまう。

　──これなら、あの人の隣に立っても……絵になるよね？

　茜は足を止めて自分の制服姿を確認する。

　絶対に口外などできないが、茜は彼のことを自分の〔英雄〕と定めていた。

　自分の止まっていた時を動かし、新たな生き方を示してくれた彼を。

　茜は四日前の大戦闘の後を思い出す。

《君の勇気が戦局を巻き返したんだ……俺一人の力ではどうにもならなかったよ》

　無事に帰ってきた彼に頭を撫なでてもらったのだ。こそばゆくて……でも嬉うれしいと、あの時の茜は感じていた。

《ありがとう、陽葉》

　茜は口元が緩んでいるのに気付く。すぐ唇を引き締めた。

「うっし！　やるぞーっ！」

　茜は生途会の門扉の前に立つ。

　やる事はたくさんあるが、まずは掃除だ。

　何せ今日は、その〔英雄〕が放課後、生途会室に寄ることになっているのだから。







　前回の戦果で、機兵部の存在意義も認められ、機兵部解体の危機は去った。

　本日、亜あ賀が沼ぬま分隊は、戦機装の整備・清掃業務に従事していた。

　中・大破した三人の機体が今日、修理を終えて還かえってきたのだ。大だい地ちたちは四日前の感謝を込めて相棒たちの装甲を磨く。

　青の疾しつ風ぷうが三機、ハンガーに掛けられて並ぶ。

　真ん中の一機を、大だい地ち・オルソン・山やま武たけがデッキブラシなり、雑巾を使って洗っていた。

　──やっぱ、かっけぇな。〔二つ目〕は。

　大地は、自分の戦機装を見て思う。

　ゴーグルではなく二ア眼イカメラである。顎あご下のアンテナ以外にも、額からセンサーアンテナを二本伸ばす。これは葵あおいの疾風の頭部ユニットだ。

　先日の功績が認められ、めでたく葵から大地が受領したのだった。

「大地ばっかズルイよー」

「〔二つ目〕カッコいいよーっ！　あー先、越されたー！」

　額に包帯を巻いたオルソンと、頬ほおにガーゼを貼はった山武が文句を言う。

　二つ目というのは、アイカメラ式の頭部ユニットのあだ名みたいなモノだ。

　日本製の戦騎装だと、指揮官機の多くが生産コストが高く、索敵能力の高いアイカメラ式の頭部なのである。機兵部の中ではエースの称号みたいな扱いなのだ。

「うっせーなぁ。一いちノの瀬せはまた、鬼灯ほおずきに乗る事になったんだし、誰かが使わなきゃもったいねーだろ」

　大地がデッキブラシを肩に乗せて言う。すると下のほうから声がした。

「ねー亜あ賀が沼ぬま──っ！」

　三人はハンガーの手すりから顔を覗のぞかせる。一人の女子部員が疾風の足元まで来ていた。

　彼女を見るや、大地は大声を張り上げる。

「もえな！　テメぇコラ！　バックスは今日、模擬戦だろ！　何サボってやがる！」

　女子部員はびっくりする。大地の声が余りにもドスが利いていたので涙目になった。

「ち！　違うし！　部長が今日、休みだから、入部希望者、ここまで案内してきただけだし！　て言うか、大地だって前はさんざんサボってじゃん！　分隊長だからって偉そうにしてんなバーカバーカ！」

　女子部員は一ひと頻しきり文句を言うと「えええん！」と泣いて走っていってしまう。

「なんだアイツ？」

「大地は最近、教官に影響されすぎよ。もえなカワイソー」

「それより、今、なんて言ってた？　入部？」

　三人が話していると、何人かの男子生徒が戦騎装の足元に集まってきた。

　このあと亜賀沼分隊は、望外の喜びを得ることになる。

　彼らは入部希望者で、かつて【五番隊】として一緒に走ってきた仲間たちだった。







　特別棟の廊下を紫し貴きが歩く。

　その手には今のご時世では珍しい紙媒体の反省文を五〇枚持つ。それは生途会室に出頭した夏なつ樹きが、自主的に提出してきた物だった。

　理由はどうあれ、夏樹は前回の戦闘で紫し貴きの命令に背いた──これはその罰だという。

《それで済ませられる事とは思ってません！　必要あらば学園規定に則り、懲罰委員会にかけてもらっても構いません！　一切の異議申し立てはいたしません！》

　夏樹は生途会室公の場でそう言った。

　紫貴及び生途会役員たちに向けての謝罪文である。

　紫貴は、ほとほと呆あきれてしまう。無駄にバカ真面目まじめと言うか、例のエイルン熱血軍人が好んでやりそうなことである。

　紫貴は紙をめくりながら、白い絨じゆう毯たんの上を歩いていく。反省文は簡単な漢字を除き、ほとんど平仮名で書かれていた。

　──最初は嫌がらせかと思ったけど……一文字、一文字、丁寧に書かれてるのよね。

　紫貴の頭の中に内容は入ってこない。

　紫貴の脳内を占拠しているのは先ほどの夏樹とのやり取りだ。

《今回のような事、またやったら、私、今度こそ本気で怒るからね》

　人払いをした紫貴は、少し感情的になる。でも夏樹の返し文句はこうだった。

《じゃあ……その時はまたケンカだな》

　──……バカ。バカバカ。

　思い返した紫貴は胸がムカムカする。でも、同じく両頬ほおが熱くなっていた。

　そうこうしているうちに、雷らい鳥ちようの執務室前に着く。

　紫貴は一呼吸する。気持ちを切り替えて「よし」と豪ごう奢しやな木製の扉を開けた。

「失礼いたします」

　紫貴が雷鳥の執務室に入る。

　いつも下げられているブラインドは上げられ、外の雨模様が窺うかがえた。

　大理石の円卓に座っていた雷鳥は「忙しいところすまないね」と、老眼鏡を外す。

「いえ。それで、塾長。私にご用件とは？」

「秘密計画ブラツクプログラムでお願いしたい事がある。まず先にこれを見とくれ」

　雷鳥は紫貴に光学の書面データを送る。紫貴は円卓の端はしを指で擦こすった。Ａ４サイズの書面データが浮かび上がる。そのデータには一機のロボットが写っていた。

　紫貴は流れるように書面に目を走らせる。紫貴の顔に怪け訝げんが滲にじんだ。

「こんなもの……本当に作れるのですか？」

　紫貴は半信半疑で聞く。雷鳥は煙草たばこに火をつけながら言った。

「【アームズ４・トイズ】だよ、これは」

　紫貴は目を剥むいて、書面データの底面を見る。プロジェクト発案者の名には【伏ふし見み飛鳥あすか】と書いてあった。

「正式に番号が振られたものだから、何が何でもあの子は完成させるだろうよ。最近、おとなしいと思ったら、陰でこんな物騒なもん、作ってたというわけさ」

　煙草たばこの煙を吐いて雷らい鳥ちようは円卓に上体を寄せる。

「……彼女を統とう御ぎよすることには懸念を覚えます。前線で戦う生徒たちに波紋を呼びかねません」

　紫し貴きは思案顔で言う。

　雷鳥は「あの子は根っからの芸術家アーテイストだからねぇ」と笑った。

「だがね。スカーレットレディに、あんた達のギロチンタッグもそうだ……突出した才能は、時として常盤識面すらひっくり返す……マリスむこうさんが〔量〕でくるなら、こっちはとことん〔質〕にこだわってやろうって気になったのさ」

　雷鳥は不敵に笑う。紫貴は内心でゾッとした。雷鳥がこの顔をすると、良きにしろ、悪あしきにしろ、学園に大きな波紋が起こる。それを紫貴は知っていた。

「残った【テンナンバー】を呼び起こす……起爆剤は、あの坊やだ」

　紫貴は身震いをする。紫貴が持つ書面データの中にはパイロット候補の名に【八や雲くも日向ひなた】の名が載っていた。







　クレープ屋の屋根の下──葵あおいがクレープ片手に雨宿りをしていた。

　ショート丈のトップスにデニム生地のパンツ。七分袖そでのジャンパー。割れた腹筋と、形のいいヘソは丸見えだ。本日の葵はオフだった。

　昼まで惰だ眠みんを貪むさぼり、昼食、筋トレをしたら本格的にやることがなくなる。葵は暇つぶしがてら市街地まで足を延ばしたら、通り雨にやられたという訳だ。

「だいたい先輩は過保護っていうか、女に甘いんだよなー」

　葵は愚痴をこぼしながら、クレープの残りをやっつけた。

　休日、葵の学園敷地内への出入りは禁止されている。

　休日だろうが平気で仕事をする葵に講じた夏なつ樹きの強攻策であった。おかげで葵は最近、自分の無趣味さに呆あきれることが多くなっている。

　──私の事もちゃんと女として見てくれてるっていうか……全く先輩は。

　思考の軌道が次第に逸それていく。

　気付けば今日も、葵の思考は夏樹で埋め尽くされた。

　どうして昼間は果物しか食べないのか。ここにくるまではどんな部隊に所属していたのか。今までどんな訓練を積んで来たのか。休日は本当にアニメばかりを見ているのか。雷鳥とは家族みたいな会話をするのか。本土に戻りたくはないのか。親は今どうしているのか。氷ひ室むろ財閥の御曹司だから婚約者みたいな人がいたりするのか。

　恋人とか────好きな人は……いないのか。

　葵は我に返る。軽く自己嫌けん悪おに陥おちいった。

　四日前の夏樹との共闘──あの日からずっとこうなのである。

　なんだかよく分からないが、葵は無性に夏樹のことが知りたかった。

　もっと話したいし一緒にいたい。トイレや風ふ呂ろの時などは特にこうなる事が多い。変な病気にかかった気分だった。

「先輩、まだ学校にいるかな」

　雨がやんだら、行ってみようかなと葵あおいは考える。すると──

「ここ！　夏なつ樹き！　ここここ！」

「よし！　入れ入れ！」

　脱だつ兎とのごとく、葵の隣──クレープ屋の屋根の下──に二人の氷ひ室むろ義塾生がやってきた。

「セレン？　それに、氷室先輩!?」

　雨宿りにやってきたのはセレンと夏樹だった。セレンは葵を見るや、「葵だ」と葵に抱きつく。一瞬、私服で誰か分からなかった夏樹も、葵だと気付いた。

「一いちノの瀬せ？　なんだ、君も雨宿りか」

　制服の雨粒を払いながら夏樹が笑う。

　葵は突然の出来事に緊張する。急に息苦しくなった。セレンが構ってもらいたそうにじゃれてくるが、葵は石のように固まって動かない。

　夏樹はというと、葵のラフな格好──特にヘソ丸出しのお腹──を見て顔を赤くする。「また君は！」と制服の上を脱ぎだした。

「あっ」

「女の子がそう、肌を見せるもんじゃない！」

　夏樹は腕を回す格好で、自分の制服を葵に羽織らせる。

　夏樹の顔が急に近づいたので、葵は真っ赤になった。「お、お父さんかよ」と文句を言いつつ、葵は夏樹の上着を着る。

　夏樹は「よし」と満足そうに頷うなずく。葵は複雑そうな顔で視線をそらした。

　するとセレンが夏樹のワイシャツの裾すそを引く。

「夏樹。葵も一緒……だめ？」

「ん？　おおっ、そうだな」

　それを聞いて夏樹が笑う。葵は何の事だろうと思った。

「一ノ瀬。これから整備部主催の祝勝会があるんだ。柔じゆう呉ごに呼ばれてるんだが君も来ないか？　なんでもヤキニクヤという所に連れてってくれるらしいぞ」

「いく」

　葵は〇コンマ五秒で返事をする。セレンはやったとばかりに葵の腕に絡みつく。

「陽ひ葉ようのことも誘ってるんだ。前回はとても世話になったし……俺としても早く打ち解けたいからな。それで一回、部屋に戻ってから着替えてこようと思ったんだが……」

　言いながら夏樹は視線を外に向ける。雨は当分、止やみそうになかった。

「い、いいじゃん！　放課後まで、まだ時間あるし」

　葵は早口で言う。セレンも同意するように頷いた。

　夏樹は眉まゆをハの字にする。「そうだな」と雨宿りすることにする。

　そうと決まると、夏なつ樹きはクレープなる食べ物に興味が行く。しげしげとショーケースのサンプルを見る。夏樹はセレンに質問をしだす。

　そんな夏樹を見ながら葵あおいは胸を躍らせる。灰色の休日が、虹色に輝きだしたような気がした。

　葵は何から話そうか迷う。

　迷って、恥ずかしくなって、セレンのツムジにキスをした。

　セレンが嬉うれしそうな声を上げる。夏樹も笑って二人を見た。

　そうして少女は一時の安楽に身を投げる。笑う他よ所そで大事な人の事を思い出していた。

　大事な人を失い、課された重みは、鎖となって少女を縛りつける。

　しかし少女を縛りつける鎖はもう無い。少女はまた、どこまでも走りだせるだろう。

　そして少女・一いちノの瀬せ葵は出会う。とある素敵な感情に……。

　こんな楽しそうな声に包まれたのはいつ以来だろう。

　自分たちの未来が、こんな声で溢あふれていたらどんなに幸せだろう。

　そして、隣にこの人が立っていてくれたら……どんな気持ちになるのだろう。

　葵はそんな事を思いながら、五月の雨に感謝するのだった。
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あとがき　　（注：本編の余よ韻いんを楽しみたい方はお時間を空けてください）






　担「東あずまさん。好きですよー。大好きですからねー。東さんなら絶対できますよー。じゃあ、もう一回、書き直してみましょうか」

　東「はい！　コーチ！（某ノリコちゃんボイスで）」

　担当様の没ラッシュを、こんな風に脳内変換していた東 龍りゆう乃の助すけと申します。

　早速ですが、まずはお礼を────

　一巻を買ってくれた方、クソありがとうございましたぁああぁっ！（感涙＆土下座）

　あとファンレターくれた方、あざぁあああああああっす！　神奈川県のＴさん、Ｋさん、東京都のＳさん！　手垢が付くくらい読ませていただいておりますよぉおおぉ！

　またブログ・ツイッター・某巨大読書サイト・ラジオ配信等等……情報発信や感想をくれた方々もありがとうございます！

　今、ドキっとした方、そうアナタ！　アナタ様です！　東、だいったい見ております！

　ただあまりにも嬉うれしくて中毒症状になってしまい、二月の下旬ごろからはネット感想、閲覧禁止令を食らっております。一年ほど我慢です。くっ！　ネット見てぇ！

　俺、後書きから見てるんだけど？　ってご新規の方……あぁ、本を閉じないでください。

　本書の説明はこちらですよー（手をもみもみ）。

　巨大クリーチャーＶＳ巨大ロボットな世界観です。

　一巻はスーパーロボットがメインでしたので、二巻はリアルロボットがメインです。

　うちの担当様、ネタバレすると世紀末覇者になるのでこれくらいでご勘弁ください。

　ということで『エイルン・ラストコード』。二巻もロボット祭りでございました。

　ロボットの魅力って数え切れないほどあるのですが、やはり【必殺技】は外せませんね。

「○トナァァァァサァァ○ァンシャイン!!」

「○代高校二年四組。出席番号四一番。二学期もゴミ係の──相○宗○だっ！」

「俺を踏み台にしたぁ!?」

「ちきゅう、○かいばくだん！（ＣＶ大山のぶ○先生）」

　こんな感じで叫びながらバーンってなるのがカッコいいんですよ！

　日本には世界に誇れる、素晴らしいロボ作品がたくさんあるので、興味を持った方はどんどん見ていきましょうよ！　そこには婚期を逃すほどのロマンが詰まってるから……。




　東が未婚なのも。きっとロボットのせいなんでしょうね。チキショーめ。




　以下、『エイルン・ラストコード２』を作るに当たり、お世話になった方々に、心からの謝辞を述べさせていただきます。

　まるで妥協を許さず、より面白いモノを一緒に目指してくれた担当編集様。無理だと思いかけた二巻、悔いなく世に送り出すことが出来ます。本当にありがとうございました。

　キャラクターデザイン、みことあけみ様。ロボ作劇、貞さだ松まつ龍りゆう壱いちさま。ロボデザイン、汐せき山やまこのむ様。今回も最高でございました。ヤバかったです。失禁するかと思いました。

　二巻も最高の絵でエイルンワールドを現出して頂き、誠にありがとうございました。

　作中メカをフィギュア化して頂いたスタジオＧＳ軍団の皆様と、特集記事で宣伝してくれました電撃ホビーマガジンの担当編集様にも、お礼と併せて告知を──

　なんと『電撃ホビーマガジン二〇一五年七月号』にて、立体化企画第二弾！

　二巻で大暴れの『鬼灯ほおずき』が、エルフィーナに続いて立体化[image: ]　スクラッチモデルを大・大・大公開です！　みことあけみ様、渾身の書き下ろしイラストも付いてます[image: ]

　凄すごいことになっております『エイルン・ラストコード』……東あずま、感涙の裸土下座です。




　最後はまた読者様に戻ります。

　この度は『エイルン・ラストコード２』をお読みいただき、誠にありがとうございました。この作品の大きな特徴はとにかく色んな種類の巨大ロボが出て大暴れすることです。

　読者様一人一人にとって「これが好き！」「これがツボ！」といった機体・パイロットコンビが出るようなロボ小説めざし、頑張って参ります。

　二巻はリアル系メインでしたので、三巻はまたスーパー系メインに戻り、某・魔ま女じよコンビにスポットを当てたいなーと考えております。

　一筆入魂！　それではまたお会いいたしましょう！


東　龍りゆう乃の助すけ
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